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　両開きの重々しい扉とびらが軋きしんだ音を立てて開かれた。

　白しろ漆しつ喰くいの壁に金の装そう飾しよくが施ほどこされた、王宮の大広間が目の前に現れる。

　天てん井じようから硝子ガラス製の大きなシャンデリアが下げられたその下へと、エステラは緊張に胸を高鳴らせながら足を踏ふみ入れた。

　一歩一歩が妙に重く感じられるのは、花嫁衣い装しようのせいだけではないだろう。

（わたくしの双そう肩けんにはミストリアの未来がかかっているんですものね……ああ神様、聖せいアンナ様、あなたの忠実なるしもべが無事にこのつとめを果はたせますよう、どうかお見守りくださいませ！）

　顔を伏せ、心の中で聖せい印いんを切って祈りを捧ささげてから、再び顔を上げる。

　大広間の中央には簡素な机が一つ置かれており、その手前に男が二人立っていた。

　一人は祭服を着た年とし老おいた男だ。生き地じの色からして司し祭さいだろう。

　もう一人は、軍人の礼装を身に纏まとった長身の青年だ。

　艶つやめいた漆しつ黒こくの髪に、鋼はがねの刃のような銀ぎん灰かい色しよくをした、怜れい悧りな眼まな差ざしをしている。

　高い鼻び梁りように、隙すきなく引き結ばれた薄い唇くちびると顔立ちは精せい悍かんだが、顔つきは無ぶ愛あい想そうなしかめ面つらで、エステラに敵意、いや猜さい疑ぎ心しんの宿った視線を向けている。

　大広間に入る前に王の補佐官から「陛へい下かがお待ちです」と言われていたことを考えれば、この青年が国王のヴィクリスなのだろう。

　内戦を治めた英雄にして、御おん年とし二十二歳の若きミストリア王。

（そして、度たび重かさなる裏切りと謀ぼう略りやくにすっかり人間不信に陥おちいってしまい、過去十二人の王妃を実家送りにした〝猜疑王〟……でしたわね）

　緊張のあまり胸が苦しくなってくる。

　神様もとんでもない試練を与えてくださったものだ。

　修練女見習いでしかない自分に、猜疑王の王妃を半年間務めろ、だなんて──

　机の少し前まで辿たどりついたところで、ヴィクリスが口を開いた。

「君がバークワース伯はく爵しやくの娘か」

　思いのほか低い声こわ音ねに心臓が跳はねる。

「……エステラにございますわ。初めまして陛下、これから半年間──」

　言いかけたところで、唇に長い人差し指が押し当てられた。ヴィクリスが補佐官のルパートに視線を送ると、ルパートはすかさず兵士たちに合図を送って扉を閉めさせる。

「短期契約の婚姻の件は極秘事項だ。いまはまだ一部の人間にしか知らせていない。人の耳がある場所で軽々しく口に出すな」

「も、申し訳ございません……」

　人差し指が離れると、エステラは慌あわてて謝罪した。早くも失態一つ目だ。

「陛下ったら、そんなに脅おどかさなくてもいいでしょうに。エステラ様が怖こわがってらっしゃるじゃないですか」

　ルパートが狐きつね顔がおを緩ゆるめて気安い口を叩たたくと、ヴィクリスはしかめ面を強くした。

「事実を述のべることの何が悪い」

「その言い方と表情ですよ。生いけ贄にえ同然で嫁とつがされた乙女おとめに、ほんのちょっとでも同情する気持ちがおありでしたらもっと愛想良く振舞ってください」

「これが限界だ」

「限界値が低すぎます！　てか、あんたこれで愛想よく振舞ってるつもりだったんですか!?　ああでも、唇に指を押し当てたりとかはいつもより茶ちや目めっけがあるかも……」

　頭を抱かかえてぶつぶつと呟つぶやく補佐官を無視して、ヴィクリスが振り向いた。

「この馬ば鹿かは放っておいてくれて構かまわない。そこの机に結婚誓約書が用意してある。私と君、そしてディラン司祭が署名をすれば、私と君の婚姻は成立する」

　ディランと紹介された司祭が困惑顔で会え釈しやくしてきた。

　エステラが会釈を返すと、司祭はこちらに同情の混じった視線を送った後、ヴィクリスに向き直った。

「恐おそれながら、陛下。お考えを改めてはいただけないでしょうか。やはり書類に署名をするだけの婚こん姻いんというのはいかがなものかと……宮中に礼れい拝はい堂どうもあることですし、せめて主しゆの前で宣誓と口づけだけでもかわしていただけないでしょうか」

「主はともかく人前で唇をかわすなど冗じよう談だんではない。どれだけ視野が制限されると思っている？　そんな無防備な姿をさらせるか。もういい、貴公が署名をしないというのなら、私も結婚などしない。夜空に女王座が輝こうとも独身生活を謳おう歌かしてやる」

「そ、それだけは何とぞ……承知いたしました。どうぞご署名を」

　顔色を失って観念した司祭から羽ペンを受け取り、ヴィクリスは机の上に置かれた書類に向かった。手早く署名を済ませると羽ペンを机上に置き、振り返った。

「次は君の番だ」

「……わかりましたわ」

　エステラは重い花嫁衣装の裾すそを引きずりながら机に近づいていった。

　既すでに一回失態を犯しているという事実が、重圧をより強く大きくする。

（わたくし、いつもどんな署名をしていたかしら……）

　修道院では署名をする機会はまったくなかった。書くたびに違う署名になっていたとしたら、どれが自分の正しい署名になるのだろうか。思考がどんどん袋小路に入り込んでいく。

　エステラが机に近づくと、ヴィクリスが横に一歩避けて場所を譲ゆずる。

　と、彼の軍服の飾り紐ひもがインク壺つぼに立てられた羽ペンの先に引っかかるのが見えた。インク壺がぐらりと傾く。

（いけない、避けないと花嫁衣装が！）

　ミストリア王家に代々伝わる、伝統的な花嫁衣装だ。自分の後には、来年の王妃が着る予定になっている。

　反射的に飛び退のこうとしたものの、重い衣装のせいでうまく動けなかった。それどころか長い裾を踏んづけてしまう。あ、と思ったときには、盛せい大だいによろめいていた。

　その先にはヴィクリスがいた。

　図はからずも懐ふところに飛び込み、分厚い胸板に抱きついてしまう。
















「も、申し訳ありませ……」

　エステラが体を離そうとするより早く、乱暴に両肩を摑まれて引き離される。

　ヴィクリスは凍いてついた表情で一歩、また一歩と後退した。

　そしておもむろに背を向けると、マントに手をかけ、乱暴に脱ぎ捨てた。軍服の上着、手袋と順に外はずし、薄い絹のシャツも脱いでしまう。

　あらわになったたくましい胸きよう筋きんと腹ふつ筋きんに、エステラは思わず硬こう直ちよくした。

　さらに脚きやく衣いの腰帯に手がかけられたところで、ようやくルパートが反応した。

「陛下、待ったああああ！」

　補佐官の絶ぜつ叫きようと両手が、腰帯を緩ゆるめたところでかろうじて制止する。

「いきなり何やってんですかあんたは！」

　恐れ多くも王に向かって怒鳴りながら脚衣を押さえつけるが、その王が抵抗した。

　脚衣を下ろそうとする力と上げようとする力が拮きつ抗こうする。

「あんた本気ですか！　いや常に本気だってことは知ってますけど！」

「初対面の美人が突然体を密着してくるときは、金品を掏するか罠わなを仕込むか脇腹を刺すかのどれかと決まっている。すぐに脱いで検あらためなければ最悪の事態もありえ──」

「ないです！　初対面であってもこの人はあんたの妃きさきなんですけどお忘れですか！」

「おまえこそ忘れたのか。二年と三カ月前のあの日、令嬢に扮ふんした女暗殺者が──」

「そーですね、完全無欠のあんたの弱点が純情なところだけだったせいで、しこたま女暗殺者を送り込まれましたね！　それはよーく存じておりますとも、一緒に殺されかけましたから！　でもそれはそれ、これはこれ！　エステラ様は暗殺者じゃありません！」

「証拠はあるのか？」

「この人はあんたを敬愛するバークワース伯爵の娘さんですよ！　証拠なんてそれだけでもじゅうぶんでしょうが！」

「彼女は修道院暮らしが長かったと聞いている。すり替えは可能だ。それに世の中には同じ顔をした人間が三人……」

「お願いですからもう黙だまって陛下！」

　国王と補佐官による高速の舌ぜつ戦せんに、エステラは目を瞬しばたたいた。

　誰だれも信じられない猜疑王だと聞かされていたのだが。

（ああ神様、聖アンナ様！　これが男の友情というものなのですわね！）

　少なくともルパートとの間には信頼関係が築けているように見える。ならば、思っていたよりも状況は悪くないのかもしれない。目の前に光明が差した気がした。

　思わずにこにこと頰ほおを綻ほころばせて二人を眺めていると、ヴィクリスに絹のシャツを着直させたルパートが疲れ切った顔で額ひたいを拭ぬぐってから、ふとこちらを振り向いた。

　その表情がぎょっと引きつる。

「ちょっ、鼻血いいいい!?」

「え？」

　指摘されて初めて気がつき、エステラは鼻に手を当てた。

　じわりと手袋を湿しめらせる生温かい感触に手を離すと、絹きぬの生地が赤く染まっている。

（わたくしったらどうして鼻血を？　そういえばさっき何か刺激的なものを見てしまったような……）

　などと過去を振り返っている場合ではない。

　エステラは慌てて花嫁衣装に手をかけ、全力で脱ぎにかかった。

「ちょっ、エステラ様！　何やってんですか！」

　即座にルパートが駆かけ寄ってきて、後ろから羽は交がい締じめにされる。

「離してくださいませ！　早く脱がないと、花嫁衣装に血がついてしまいますわ！」

「衣装はいいですから、なんなら自分が染み抜きしますから、女性が人前で脱ごうとせんでください！　陛下も止めて──って何あんたまで脱衣再開してやがりますか！　ディラン司祭、陛下を止めるの手伝って！」

「おお神よ、祖そ国こくに平へい穏おんをもたらしたまえ！」

「くそ、こいつ使えねえ！　エステラ様、陛下の方を見ちゃだめですからね！　あと絶対に脱がないで！」

　ルパートはエステラの鼻にハンカチを押しつけ、肩を摑んでくるりと壁の方を向かせると、猛もう然ぜんとその場を離れていった。
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　──それは、エステラがヴィクリスに輿こし入いれする一週間前のこと。

　西海に浮かぶ剣形の島国、ミストリア王国南部バークワース伯はく爵しやく領内の山奥に、彼女はいた。




　古びた礼れい拝はい堂どうに、静せい謐ひつな空気が満ちていた。

　花窓からは日差しが斜ななめに差し込み、光の帯の中で細かな埃ほこりがきらきらと舞う。

　祭さい壇だんの奥には大きな木製の聖せい妃ひ像ぞうが佇たたずみ、すべてを包み込む慈じ愛あいの表情をこちらに投げかけている。

　その眼まな差ざしを感じながら、エステラは祭壇の前で跪ひざまずいていた。

　長い睫まつ毛げに覆おおわれた両の瞼まぶたを閉じ、両手を組んで静かに祈りを捧ささげている。

　緩ゆるく波打つ栗くり色いろの長い髪と、その上に被かぶった厚い黒地のヴェールが背中に悠然と垂たれている。健康的な瘦そう身しんを包んでいるのは、見習い用の修道服である修練服だ。

　だが実際、エステラは修道女どころか、修練女にもなれていなかった。

　ぱちりと榛はしばみ色いろの目を開き、聖妃像を見上げて問いかける。

「聖アンナ様……どうしてマザー・アグネスは、わたくしに修道の誓せい願がんを立てさせてくださらないのでしょうか」

　キリエ教では十六歳以上の女性の修道誓願を認めている。

　エステラはもう十七歳だ。だというのに、去年、前任者の病気療養にともない聖せいアンナマリー修道院長に就任したマザー・アグネスは、首を縦に振ってはくれなかった。

　十年前、いたずらと呼ぶにはあまりにも罰当たりな罪が理由で「手に負えん」と修道院に放り込まれたエステラを、家族同然に見守ってきてくれた他の修道女たちは、諸もろ手てを挙げて歓迎してくれたというのに。

「やはり、わたくしがあまりにも罪深いから受け入れたくはないということなのでしょうか。もしそうだとしたら、わたくしを受け入れてくれる修道院はミストリア、いえ世界中のどこにもありませんわ……」

　修道院に放り込まれてしばらくは泣いたりわめいたい暴れたりと、修道女たちの手を焼かせていた。だが、それも過去の話。彼女たちの清く正しく、厳しくも優しい指導を受けて、エステラは心を入れ替えたのだ。

　いまでは心の底から彼女たちのような女性に──迷える人々を導いて世界を救い、神の妻となられた、聖アンナのような女性になりたいと思っている。

　ふう、とため息を漏もらしたとき、遠くの方から駆かけ寄ってくる足音が聞こえてきた。

「エステラ！　ああ、やっぱりここにいましたか……」

　入り口の方から、ゆったりとした正式な修道服を着た年配の女性が近づいてくる。彼女は逆光でもわかるほど顔中に汗をかいており、そして困惑した表情を浮かべていた。

「シスター・アンリエット。すいません、もう畑を耕たがやす時間でしょうか？」

　修道院での生活は基本的に自給自足だ。畑を耕して作物を育て、鶏にわとりの世話をして卵を採取する。現在は初春であり、種まきの時期だ。

「いえ、院長がお呼びですよ。あなたに客人が来ています」

　走ってきたのか、ハンカチで汗を拭ふきつつ言ってくる。

「どういうことですの？」

「詳しい話は院長からお聞きなさい。そしてさっさと追い払ってしまいなさい、あんな男……いまさら、どのツラ下げてやってきたのやら！」

　厳しい修行をこなしてきた修道女らしからぬ辛しん辣らつな言いぐさだ。

　シスター・アンリエットはその客人にいい印象を抱だいていないらしい。

「？　わかりましたわ」

　エステラは首を傾かしげつつも、礼拝堂を後にした。







（わたくしに客人？　ありえませんわ）

　修道院の廊下を歩きながらも、頭の中は疑問符ばかりが飛び交かっている。

　この十年、家族すら一度も面会に来なかったのだ。内戦が終結したばかりの頃ならばともかく、既すでに時機を逸いつしている。

　不安を胸に院長室の前へ行くと、廊下に修道女たちが集まっていた。エステラの接近にに気づき、一斉に振り返る。みな目に怒りをたぎらせ、顔を上気させていた。

「エステラ、私たちはあなたの味方ですからね」

「家族だからってこんな横暴は許されません」

「私たちだってあなたの家族同然のつもりでいるのです。遠慮はいりませんよ」

　次々と励はげましらしきものを受けるが、なんのことだかさっぱりわからない。

　ただこの扉とびらの先で、温厚な修道女たちを怒らせる何かが起きているのは確かだろう。

「あ、ありがとうございますわ」

　修道女たちがさっと道をあける。さあ戦ってきなさい、と言わんばかりの強い眼差しに促うながされるまま、エステラは扉の前へ進み出てノックした。

「エステラですわ。お呼びでしょうか」

「入りなさい」

　気難しそうな声を受けて、エステラはしずしずと入室する。

　窓際に置かれた執しつ務む机づくえの奥で、マザー・アグネスが泰たい然ぜんと椅い子すに腰かけていた。丸まる眼鏡めがね越しに、老ろう獪かいな眼差しをこちらに向けている。

　両手でしっかりと扉を閉め、彼女に向かって足を踏み出しかけたそのとき、視界の端からもう一人の人物が割り込んできた。

「おお、エステラ！　ひさしぶりだな！」

　白しら髪が交まじりの頭髪を整髪油で整え、上等な衣服に身を包んだ初老の紳士が笑顔で歩み寄ってくる。その懐なつかしい姿に、エステラの胸がとくんと鳴った。

「お父様……!?」

「ああ、久しぶりだねエステラ」

　十年ぶりに会う父、バークワース伯爵の大きな腕の中に抱きすくめられる。懐かしい匂い、懐かしい体温。じわりと涙がこみ上げてきて言葉にならなかった。

「しばらく見ない間に大きくなったなあ。おまけにこんなに綺き麗れいになって……」

　父は少しだけ体を離すと、エステラの両肩を摑つかんで我わが娘むすめの姿をしげしげと見つめる。

「……ただちょっと鳥臭いな」

「わたくし、鶏けい舎しや当番ですの。それよりもお父様、本当にお父様なんですの？」

　なんせ十年ぶりだ。自分の目が信じられなかった。

　父は苦笑して皺しわの増えた頰ほおを撫なでてみせた。

「ははっ、すっかり老ふけ込んでしまったからね。髪もこんなに白くなってしまって」

「そんなことありませんわ。お父様はいまでも昔と変わらないくらい素敵です」

「ありがとう。おまえも元気にしているようでよかった。ずっと心配していたんだよ。おまえに一目会いたくとも、ここは男子禁制だし……」

　目に続いて耳を疑った。エステラを「もう手に負えん」と匙さじを投げるかたちで修道院へ放り込んだのは父だ。だからずっと嫌われていると思っていた。

（もしや、これが噂うわさの『日頃の行い』ですの？）

　ここでの厳しい修行を神が認めてくださり、奇き跡せきの力で父の怒りを静めてくれたのかもしれない。胸中で神と聖妃に感謝の祈りを捧げてから、父に笑いかける。

「それでしたら喜き捨しや日びにお越しくださればよかったのに。ここでは月に一度、慈善市バザーを開いておりますのよ。その日は男性でも立ち入れますわ」

「そ、そうだったのか。それは、知らなかったな……」

　父の目が気まずそうに泳いだそのとき、鋭するどい咳せき払ばらいの音が響いた。院長室の主あるじが苛いら立だちの交じった視線を向けている。

「そろそろ本題に入っていただきたいのですが？」

「も、もちろんだとも」

　父が慌あわてて身を離す。どうやら父は単に娘に会いに来たわけではないようだった。

「そういえばお父様、今日はどうしてここに入れましたの？」

「院長が特別に許可してくれたのだ……ときにエステラ、おまえは国王陛下のことをどのくらい知っている？」

「内戦を治めた英雄でいらっしゃるのでしょう？　確か、お名前はヴィクリス陛下」

　いかに修道院暮らしが長くて時勢に疎うとくとも、内戦中は救護院で怪け我が人にんの手当てなどを手伝っていたのだ。そのくらいは知っている。

　ヴィクリス・バゼル・ミストリア。

　それがいまから一年前、内乱終結後に即位した若き王の名だ。

　内乱のきっかけは五年前の冬、当時の国王が謎なぞの死を遂とげたことに端たんを発する。

　国王逝せい去きよの翌日、第一王子ランデリックが新王として即位したのだが、父王を弑し逆ぎやくした疑惑のある異い母ぼ兄けいの即位に、第二王子エリオネルが異議を唱となえた。

　さらに他の王子や王女も自分こそが国王に相応ふさわしいと便びん乗じようしたため、複数の陣営が入り乱れる大きな内戦へと発展した。

　四年に及ぶ血で血を洗う後継者争いの結果、エリオネルが異母兄弟姉妹を退けて戦いくさを治めたが、内戦中に受けた怪我が原因で即位を目前にして逝去。エリオネルの補佐を務めていた同腹の第五王子ヴィクリスが兄の遺志を継いで戴たい冠かんした。

　ヴィクリスは指揮官としてたぐいまれな才覚の持ち主ぬしだった。臣しん下かからの信頼も厚く、また敬愛する兄の息子を自分の後継者とするなど家族愛に満ちた人物で、有能な国王の誕生を臣民も喜んで受け入れた──

　以上の話は内戦中にランデリックの敗はい残ざん兵へいに襲おそわれ、エリオネル陣営に助けられたという村人から聞いた話なので、多少の贔ひい屓き目めはあるかもしれない。だが、このあたりの村民や町民の間ではヴィクリスの評判はおおむね良好だ。

「そうか。このド田舎いなかではまだ陛下の名誉は保たもたれているというのは救いだな……ところで、陛下の奥方のお名前は知っているか？」

「いえ、お名前までは。即位してすぐにお妃様を娶めとられたのですわよね？」

「ああ。そして一カ月後に離婚した」

　エステラはぱちくりと目を瞬いた。

「……夫婦のことはよく存じませんけれど、いくらなんでも早すぎではありませんの？」

「いや、一カ月ならばまだ保った方なのだ。平均は一週間半、酷ひどいと三日で離婚なんていうのもある」

「ちょっと待ってくださいませ。陛下はいったい何回ご結婚なさっているんですの？」

「十二回だ」

　父ははるか遠くを眺めるような眼差しを虚空へ向けた。

「訊かれる前に言っておくが、一年で結婚十二回、離婚も十二回だ。まだ御おん年とし二十二歳だというのに……」

「……どうしてそんなことに」

「内戦中に裏切られたり罠にかけられたりしまくったせいですっかり人間不信になってしまわれてな。新しい王妃を迎えてもすぐ問題が起きて、陛下が追い出すか王妃が泣きながら実家に帰るかのどちらかで……低てい俗ぞくな新聞には『猜さい疑ぎ王おう』などと書かれる始末。昔はちょっと騙だまされやすいくらいの純粋な王子だったのに、戦とはかくも残酷なものか……」

　心苦しそうにかぶりを振る。家族からの手紙によれば、父は内戦中は第二王子の陣営に加わり、ヴィクリスの下で折せつ衝しよう役やくとして活躍していたという。個人的に敬意を抱いているからこそ、現状を憂えているのだろう。

「そんなに人間不信になっておいでなのに、よく軍を指揮できましたわね」

「急激に悪化したのが内戦後というのもあるが、指揮官として軍を率いておられたときは、敵の罠を見抜いたり内通者をあぶり出したりと猜疑心が上う手まく回っていたのだ。現在は政治的手腕にも活いかされていて、そこも問題はない。だが……夫婦生活だけは、まったく、話にならんくらいダメなのだ！」

　忠臣にここまで言われるということは、よっぽど酷いのだろう。

「あの、それでそのお話とわたくしに何の関係が……？」

　わざわざ辺境の修道院に足を運んでまでして話す内容とは思えない。

「それなのだが、エステラ……どうか取り乱さないで聞いてほしい」

　父は神しん妙みような顔を取り繕つくろうと、「実は」と切り出した。




「実は──おまえに、ヴィクリス陛下のもとへ嫁いでもらいたいのだ」




　エステラは最初、何を言われたのか理解できなかった。

　頭の中で父の言葉を何度も反はん芻すうして、ようやく理解が追いつき、にっこりと微笑ほほえむ。

「面おも白しろい冗じよう談だんですわ」

「いや本気だ。つまらん冗談を言うために四日もかけてこんなド田舎に来ると思うか？」

「そんな、だって……以前お手紙でご報告したとおり、わたくしは将来神様の妻になるんですのよ。いくらお父様のご命令でも、嫁ぐなんてできるわけが……」

「当修道会では、離婚歴のある女性の修道誓願も認めています」

　間かん髪はつをいれずにアグネスが退路の一つを塞ふさいできた。

　じわり、と全身に汗が滲にじむのを感じながらも、エステラは辛かろうじて笑顔を保つ。

「……ですが、わたくしのような罪深い者が陛下のもとへ嫁ぐなんて……貴族社会の礼儀作法もすっかり忘れてしまいましたし、陛下の方から断られるに決まっています」

「いや、陛下は了承済みだ。数カ月かけて説得した」

「ま、待ってくださいませ！　説得、ということは、陛下は結婚を望まれていないのでしょう？　無理に結婚をおすすめにならなくともよいのではありませんか？　エリオネル様の御子を後継者になさっているのなら、お世継ぎも必要ありませんし」

「後継者に関してはいいのだ。問題は王妃を不在にしておけないことだ。この国には女王座の伝説があるからなあ」

　あ、とエステラは得心し、表情を引き締めた。

「……カミラの呪い、ですわね」

〈魔女王〉カミラ三世は、気に入らない臣下を次々と処刑してゆき、最さい期ごはおのれも断だん頭とう台だいで命を落とした、ミストリア史においてもっとも悪名高い王だ。

　加えて、女王の処刑後、干かんばつに洪こう水ずい、火山の噴火と立て続けに災害に見舞われたため、国民は「カミラの呪いだ」と怯おびえ、騒ぎ立てたらしい。

　暴動にも発展しかねない状況に困り果てた宮廷とキリエ教会は、春から秋にかけて夜空に輝く小さな星を『女王座』と名づけた。以来災害はぴたりとやんだという。

　だが、次王の妃きさきが産後の肥ひ立だちが悪く急きゆう逝せいすると、翌年はひどい凶きよう作さくとなった。王妃不在のまま迎えた翌々年も同様だった。しかし、新しい王妃を迎えた年は豊作となり、災害もなく平穏な一年となったと伝えられている。

　以後五百年の間、凶作となった年にはある共通点があった。

　それは前年、女王座の輝く季節に女王もしくは王妃が不在だったという点だ。

　ただの偶然だ、というのが貴族や聖職者、識しき者しやたちの見解だ。

　しかし、天文学の知識などほとんど持たない国民の多くはこう考えた。

　カミラの呪いはひっそりと続いているのだ、と──

「ただの偶然でも、一度も外れたことがないのでは信じたくもなる。今年ももうすぐ夜空に女王座が見えはじめる頃合いだ。去年は陛下も戴冠前で、前王の王妃がおられたから何ごともなかったが、今年はそうはいかん。もしも凶作となれば、いまはまだ新王に好意的な国民も黙ってはおられまい……そこで、我われ々われはこう結論したのだ！」

　父は突然語気を強めた。温厚そうな双そう眸ぼうの奥に激しい炎ほのおが燃え上がる。

「いっそのこと長期の王妃は諦あきらめて、毎年女王座の時期限定で、短期の王妃を立てて取り繕っていけばいいのではないか、と！」

「臣下として国王の心の傷を癒いやそうという考えはないのですね」

　アグネスの鋭い指摘に父は一瞬表情を歪ゆがめたものの、聞こえなかったふりをした。

「と、とにかく女王座が空に輝く間……第三月から第九月までの半年間だけでも陛下には我慢して婚姻関係を続けていただく。肝かん心じんの短期の王妃には『とにかく何もしない、陛下に逆らわない』ことを条件に、この先結婚する可能性の低い令嬢を持ち回り制で添えていけば貴族の面メン子ツも保たれる。まさに平和的解決！　というわけなのだ」

「……それで、わたくしなのですか」

　いずれ修道女となるのだから、神以外と結婚する予定はない。

　しかし、条件に合がつ致ちしているからといって二つ返事で承しよう諾だくできるわけがなかった。

「お父様、わたくしは神様の妻になると心に誓っております。そのわたくしが、一時的とはいえ他の男性の妻になるなんて、ひどい背信行為ではないでしょうか」

「そんなことはない！　これはミストリアのためになることなのだ。神様だってお許しくださるに決まっている！」

「そうでしょうか……それに何もしないことが王妃の条件でしたら、貴族の娘でなくてもよいのではありませんの？　世の中には食べるものにも困っている、救いの手を求めている方々がたくさんいらっしゃいますわ」

「陛下が身元が不確かな娘と結婚など、書類上だけでもお認めになるわけがないだろう……エステラ、おまえが戸惑うのも無理はない。急な話になってしまって悪かった。だが、この計画の発案者は私なのだ。まずは自分の娘を嫁がせるのが発案者としてのけじめだろう。父の面めん目ぼくのために、力を貸してくれないだろうか」

　困り果てた父の様子を見たら、ずきんと胸が痛んだ。

　自分が親不孝者だという自覚はある。だからこそ、最初で最後になるかもしれない親孝行ができるならと、気持ちがぐらりと揺ゆらぐ──のを、院長は見逃さなかった。

「エステラ、惑まどわされてはいけませんよ。どうせ娘を差し出せば借金を帳消しにするとか不正を見逃すとか昇進できるとか、そんな理由に決まっています」

「い、院長！」

　父が抗議の声をあげる。アグネスが「なんですか？」と顔をしかめると、父はエステラの方を気にしながら執務机に詰め寄り、口元に手を添えて耳打ちする。

「約束の寄付金の件だが……」

　そこから先はさらに小声になったため聞こえなかった。

　何ごとか囁ささやきながら父が指を二本立て、アグネスが首を横に振って指を四本立てる。父が苦く渋じゆうに満ちた表情で指を三本立てると、彼女はついに首を縦に振った。

「エステラ」

　密談を終えた院長が、厳格な面おも持もちを再びこちらに向ける。

「修道院で修行をするだけが神の教えではありません。都みやこに上がり、迷まよえる人々のために尽つくすこともまた神の教えです。ミストリアの人々のためにも半年間、王の妃をまっとうしなさい。そうしてミストリアを大災害から守り、人々に神の祝福をもたらすのです」

「まあ、院長……！」

　エステラは胸の奥から湧わきあがる感情に打ち震ふるえた。

（このわたくしが、ミストリア国民の役に立てますの？）

　人々に神の祝福をもたらす手伝いができるのなら、修道女として、正しくは修道女見習いのそのまた見習いとして、こんなに嬉うれしいことはない。

「かような罪深き身で、迷える人々を救う手助けができるのでしたら……このお話、慎つつしんでお受けいたしますわ！」

　固かた唾ずを吞のんで見守っていた父が、ぱあっと表情を輝かせた。

「おおエステラ、よくぞ、よくぞ決断してくれた！」

　勢いあまって足をもつれさせそうになりながら駆け寄ってきて、抱きしめてくる。

　強い抱ほう擁ように父の愛が戻ってきた気がして、思わず目め頭がしらが熱くなる。

「まったく……」

　疲れ切った声こわ音ねに振り向くと、院長が執務机の端に置かれていた分厚い書類束を摑んで立ち上がったところだった。机を迂う回かいして近づいてくると、その書類束を差し出してくる。

「これは？」

「最新版の婚前契約書だそうです」

「……婚前、契約書？」

「婚姻関係を結ぶ前に取り交かわす契約書です。陛下はこじらせておいでなので、この契約書に同意できない女性とは結婚できないそうです。早く受け取りなさい」

　父の腕をすり抜けて両手を出すと、その上に書類束を二つ、乱暴に載せられた。ずっしりと重い書類束によろけそうになる。

　なんとか片腕で抱えてもう一方の手で紙をめくってみると、細かい字でびっしりと書き込まれた内容がいくつか目に飛び込んできた。




『食事は原則として食べ残してはならない。体質的に食べられないものがある場合は事前に申告書を提出すること。体調が悪くて食べられない場合も申告書を提出すること』

『茶会の開催は週に一度だけ許可する。ただし事前に申請書を提出すること。また来客は原則として女性のみとし、二親等以内ならば男性も可とする。人数は三人までとし、事前に参加者の身上書を提出すること』

『新しくドレス等の衣装類を仕立てる場合は、発注前に新調計画書を提出すること。なお王族たるもの質しつ素そ倹けん約やくに努めるべきであり、やむを得ない理由がない限りは不可とする』




　婚前契約書を抱えたまま固まっていると、未来の王妃に書類を押しつけて椅子に戻った院長が、素そっ気けなく告げてくる。

「一つには署名をして補佐官に提出を、もう一つはあなた用の控えだそうです。あなたが自分の意志でやると決めたことなのですから、最後まできちんとやり通しなさい。では、もう行っていいですよ、伯爵も」
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　三日後、エステラは院長と修道女たちに見送られて修道院を後にした。

　目に涙を浮かべる先輩修道女たちと熱い抱ほう擁ようを交わし、馬車に乗り込む。

　手荷物は聖典と聖印架ロザリオ、提出用と控え用の計二冊の婚前契約書、そして愛用の角灯ランタンだ。

　角灯は王宮にいくらでもあるだろうが、幼い頃に受けたおしおきのせいで暗くら闇やみ恐怖症なので念のためだ。

　父が用意した四頭立ての馬車に揺られながら、期待に胸を膨ふくらませる。

（人々の役に立てる機会をいただけるなんて、わたくしはなんて果報者なのでしょう！）

　エステラはやる気に満ちあふれていた。

　その証拠に、目の下には濃こい隈くまが浮かんでいる。隈の原因は婚前契約書だ。

　ヴィクリスは規則には厳しいが礼儀作法にはさほどうるさくないらしいので、この三日間は花嫁修業よりも婚前契約書の暗記に時間を割さいた。とはいえ、数百ページ、千にも及ぶ項目のすべてを暗記するには時間が足りず、三分の一程度しか覚えられていない。

　そして、この婚前契約書を読んだ感想は、

（もっと病的で異常な命令が書いてあると思っておりましたのに、不思議と的を射ているものが多いんですのよね）

　はじめは詳細で膨ぼう大だいな指示の数々に眩暈めまいがし、修道院の厳しい戒かい律りつや規律に慣れた身でも拒否反応を示しそうになったが、先を読み進めるうちに気がついたのだ。

　一見異常なこの婚前契約書は、王妃の身の安全を確保するために定められている。

　行動制限の数々も、どこの誰がどう裏切っても対応できるようにするためだ。おのれの過か剰じような人間不信を自覚した上で、よき王たろうと尽じん力りよくしているのが伝わってくる。

（思っていたよりもいい人みたいですわね。汝なんじ、おのれと隣人を信じよ……きっと、信頼関係を築くことだってできるはずですわ）

　それから四日かけて北へ進んでいくと、王都ミストークの手前で馬車は見通しのよい街道を離れ、深い森に入っていった。

　王家の離宮で荷物検査と婚姻前の健康診断を行うてはずになっている。

　しばらくして、樹じゆ冠かんに覆おおわれた森の奥に石造りの宮殿が見えてきた。規模は小さいながら品のよいアプローチの前で、使用人たちがずらりと並んで出迎えてくれる。

　馬車が止まると、間もなくして、外から扉を開けられた。

　エステラはぴくりと肩をはね上げてしまう。丁重に扱われることには慣れていない。令嬢として伯爵邸で過ごしていたのは十年も昔だ。

　ぎくしゃくしながら踏み台に足を下ろしかけたところで、すっと手を差し伸べられた。

　長い金髪を首の後ろで一括りにした、二十代後半くらいの優やさ男おとこだ。

　狐顔、と言えばいいのだろうか。やや吊りぎみな両目は細く、常に笑っているような弧こを描えがいている。身に纏っている衣装は派は手でさこそないもののかなり上等なもので、彼が他の使用人とは違う身分であることを主張していた。

　にっこりと人なつこい笑顔を向けられて、エステラもにっこりと微笑ほほえみ返した。

　素直に手を借りて馬車を降りると、彼は改めて恭うやうやしく一礼した。

「はじめまして。自分はヴィクリス陛下の補佐官をしております、ルパートと申します。以後お見知りおきを」

「エステラですわ。こちらこそ、よろしくお願いいたします」

「いやあ、思っていたよりもおきれいで驚きましたよ。これはまずいですねえ」

　うーん、と顎あごに手を当てて、笑顔のまま困ったように眉まゆを下げる。

　お世辞を言われたかと思いきやまずいと評されてしまい、反応に困った。

「ええと……何がまずいのでしょうか？」

「陛下は美人が相手だと特に警けい戒かいなさるので……ま、あんまし気にしないでください」

「……はあ」

　そんなこと言われても、ものすごく気になる。

「では、奥の部屋にご案内いたします。先に手順をお伝えいたしますと、湯ゆ浴あみ、着替え、健康診断の順です。その間に荷物検査をさせていただきますね。大丈夫ですよ、エステラ様が変なものを持ち込んでさえいなければ何ごともなく終わりますから」

「あの、変なものというのは具体的にどのようなものでしょうか？」

　捨てられるだけならば、もったいないとは思うが構わない。

　けれど、いきなり結婚を無効にされてしまっては、父にもミストリアの人々にも迷惑がかかってしまう。それだけはなんとしてでも避けたかった。

　ルパートはくすりと苦笑した。

「ご心配なさらなくても、エステラ様がお持ちのはずがないものですよ。刃物とか毒物とか火薬とか動物の死体とか」

　猜さい疑ぎ王おうの心はいまだ内戦時代を彷徨さまよっているようだ。

　内心が顔に出ていたのか、ルパートが手をぱたぱたと振ってみせた。

「そんなに怖がらなくても、陛下はいきなり嚙かみついたりするような方じゃありませんから。そこは乳ち兄弟きようだいの自分が保証します」

「……さすがにそこまでは思っておりませんわ」

　そう言いつつも、エステラは出しゆつ立たつしたときの期待感が萎しぼんでいくのを感じていた。

　やはり猜疑王とあだ名されるだけあって、相当な難物のようだ。

「それでは、案内いたします。あ、持病とか特殊な体質とかありましたら事前におっしゃってくださいね。後から発覚するとあの人いろいろこじらせますんで」

　特殊な体質には身に覚えがあった。健康診断で不合格とされては困るが、虚きよ偽ぎの申告をする方が問題だろう。おずおずと打ち明ける。

「あの、持病はありませんわ。ですがその、暗闇が苦手なのですけれど」

「あーはいはい暗闇ですね。大丈夫、あなたの過去については伺うかがってますから」

「まあ。お父様からお聞きになってらしたのですか」

「ええ。それと、こちらで勝手に身しん辺ぺん調査もさせていただきました。すいませんね、勝手なことをして。不ふ愉ゆ快かいかもしれませんが、我が慢まんしてやってください。陛下は庭師を一人雇やとうだけでも身辺調査は徹底する方なんで。それじゃ奥へどうぞ」

　ルパートの後に続きながら、緊張に鼓こ動どうを速める胸にそっと手を添える。

（いつまでも浮かれはいられないようですわね）

　一歩進むたびに現実に引き戻されていくのを感じて、エステラは気を引き締めた。







　離宮での荷物検査および健康診断を終えると、馬車は再びエステラを乗せて王都へと向かいはじめた。

　着替えた修練服とヴェールも含めて、私物は無事にすべて戻ってきた。

　聖印架ロザリオだけはおかしな仕掛けがないか入念な検査が行われたという話を聞いたときは、さすがに気分が落ち込んだ。聖印架に隠しナイフを仕込んで襲撃してきた暗殺者が実際にいなければ、念入りな検査などされないはずだからだ。

（聖印架を武器にするなんて、なんと罪深く、罰ばち当たりな行為でしょう……ああ神様、聖アンナ様、くだんの暗殺者に天の裁きをお与えください！）

　胸の前で手を組み合わせて祈りを捧げると、胸元のさらりとした生地が触れた。

　現在エステラが着ているのは古式ゆかしい花嫁衣装だった。上等な絹の白地に、金糸と銀糸で精せい緻ちな刺し繡しゆうが施ほどこされた一級品だ。

　王ならびに女王の婚礼の際に花嫁が着用する伝統的な花嫁装束らしい。いったいいつの間に計ったのか、エステラの体格に合わせて手直しがされている。

　やがて馬車は大城門をくぐり、城下町の大通りをゆっくりと進んでいく。

　さすがに十三回目ともなれば慣れてしまったのか、王妃の輿こし入いれといっても特別な歓迎は見られない。大通りを挟む建物の窓にはこちらを窺う人影がちらほらと見えるが、窓越しに向けられた眼差しはどれも冷ややかなものばかりだ。

（どうせまたすぐに離婚するのだろう、と思われてしまってますのね）

　それもいたしかたないと思える。エステラとて、半年間まっとうできるかどうか自信はない。やる気はあるが、決定権を持っているのは国王だ。

　馬車は二つ目の門をくぐり、王宮内に入っていった。銃身の長いマスケット銃じゆうを担かついで整列する兵士たちの前を通過し、アプローチの前で停車する。

　さあどうぞ、と別の馬車で同行していたルパートが再び外から扉を開け、手を差し出してくる。その手を借りて馬車を降りると、エステラは促うながされるままに宮殿に入った。

　内戦前のきらびやかさを残す廊下を、花嫁衣装の長い裾を踏まないよう難儀しながら進んでいくと、ルパートはある両開きの扉の前で足を止めた。

「この先で陛下がお待ちです」

　エステラはごくりと生なま唾つばを飲み下した。

　絶対に王の不興を買うわけにはいかない。破談となれば父の面子を潰つぶしてしまうだけでなく、次の王妃候補の令嬢にも迷惑がかかる。責任重大だ。

「そんなに緊張なさらなくても、陛下と顔を合わせて、結婚誓約書に署名をするだけですから。あ、婚前契約書は全部読みました？」

「読みましたわ。でもまだ全部暗記できていませんの」

「あれを全部暗記するなんて無理ですよ。とりあえず〈夫婦の章〉だけでも覚えておいてくだされば大丈夫ですから。他はその都度、必要になったら開いて確認すればいいですし。では、お入りください」

　ルパートが控えの兵士に合図を送る。

　両開きの重々しい扉が軋きしんだ音を立てて開かれた。

　白漆喰の壁に金の装飾が施された、王宮の大広間が目の前に現れる。

　天井から硝子製の大きなシャンデリアが下げられたその下へと、エステラは緊張に胸を高鳴らせながら足を踏み入れた。

　一歩一歩が妙に重く感じられるのは、花嫁衣装のせいだけではないだろう。

（わたくしの双そう肩けんにはミストリアの未来がかかっているんですものね……ああ神様、聖アンナ様、あなたの忠実なるしもべが無事にこのつとめを果はたせるよう、どうかお見守りくださいませ！）

　顔を伏せ、心の中で聖印を切って祈りを捧げてから、再び顔を上げる。

　大広間の中央には簡素な机が一つ置かれており、その手前に男が二人立っていた。

　一人は祭服を着た年とし老おいた男だ。生地の色からして司祭だろう。

　もう一人は、軍人の礼装を身に纏まとった長身の青年だ。

　艶つやめいた漆しつ黒こくの髪に、鋼はがねの刃やいばのような銀ぎん灰かい色しよくをした、怜れい悧りな眼差まなざしをしている。

　高い鼻び梁りように、隙すきなく引き結ばれた薄い唇と顔立ちは精せい悍かんだが、顔つきは無ぶ愛あい想そうなしかめ面つらで、エステラに敵意、いや猜疑心の宿った視線を向けている。

　ルパートから「陛下がお待ちです」と言われていたことを考えれば、この青年が国王のヴィクリスなのだろう。

　内戦を治めた英雄にして、御おん年とし二十二歳の若きミストリア王。

（そして、度たび重かさなる裏切りと謀ぼう略りやくにすっかり人間不信に陥おちいってしまい、過去十二人の王妃を実家送りにした〝猜疑王〟……でしたわね）

　緊張のあまり胸が苦しくなってくる。

　神様もとんでもない試練を与えてくださったものだ。

　修練女見習いでしかない自分に、猜疑王の王妃を半年間務めろ、だなんて──

　机の少し前まで辿りついたところで、ヴィクリスが口を開いた。

「君がバークワース伯爵の娘か」




　そこでエステラは〝猜疑王〟ヴィクリスと初めて対面し──

　花はな婿むこと花嫁の双方が着衣を脱ぎ出すという、前代未聞の署名式を終えた。
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「まったく、署名式の場で服を脱ぐなんて喜劇でもありえませんよ。今度あんな真ま似ねをなさったら王立歌劇場に『猜疑王の結婚』って題名で脚本を売り込みますからね？」

「……それはやめろ」

「ならおとなしくしててください。エステラ様も、陛下だけでも手に余るのにあなたもなんて突っ込みきれませんから、おかしな行動は慎つつしんでください。いいですね？」

「……申し訳ないですわ」

　結婚誓約書への署名を終え、王妃の住まいである〈北の宮〉へ場所を移したエステラは、狐顔を引きつらせたルパートから説教を受けていた。

　ちらりと横目で見ると、長椅子の隣に腰掛けたヴィクリスが大きな体を悄しよう然ぜんと小さくして、複雑な面持ちで補佐官を睨にらみつけている。

　ふと、猛もう獣じゆう使いと猛獣という言葉が思い浮かんだ。無論、猛獣の方が王である。

「はあ、先が思いやられますねえ……とりあえず自分はお茶を淹いれてきますので、それまで二人で親しん睦ぼくでも深めててください」

　そう言い残すと、ルパートはさっさと部屋を出ていってしまった。

　室内にはエステラとヴィクリスだけが残される。二人きりになったとたん、空気の重さが何倍にも増した気がした。

　もう一度ヴィクリスを窺うと、彼はしかめ面で虚こ空くうを睨みつけていた。これはまずい。

（なんとかして場をなごませないと……！）

　とは思うものの、異性、しかも一国の王を相手にどんな話が適切なのかわからない。

　頭の中を真っ白にしながら、半なかば使命感で必死に話題を探す。

「あの、今日は本当にいいお天気──」

「最初に言っておくが」

　間の悪いことに被かぶってしまった。

　思わず顔を見合わせる。銀灰色の双眸に強い困惑が見えて、エステラは場を譲ゆずった。

「どうぞ」

「……修行を中断させてしまったことはすまないと思うが、今回の結婚に不満があるのは私も同じだ。そこは承知しておいてほしい」

「もちろんですわ」

「それと、私は君に興味はないし、何も求めていない」

　親睦を深めるどころか突き放す物言いに、エステラは目を丸くする。

「君はここでおとなしくしていてくれさえいればいい。茶会を開くときや舞踏会に参加するときは申請書を提出してくれ。状況にもよるが、問題がなければ許可をする」

「承知しておりますわ」

　茶会にも舞踏会にも興味はないので、そこは素直に頷いた。

「ところで、王妃のつとめとは具体的に何をすればよろしいんですの？」

「何も。十数秒前にも言ったが、おとなしくしていてくれればいい。修道女見習いならそれらしく、神に祈りでも捧げていればいいのではないか？　王として妃を同伴させなければならないときは事前に連絡する……ここまでで何か質問はあるか？」

　取り付く島もないとはこのことだ。これでは親睦など深められるはずもない。

「……ありませんわ」

「ならよかった。それで、君の話は？」

「…………ええと」

　言えない。この会話の流れで、いまさら当たり障りのない天候の話など振れない。

　だが、それを察してくれるような猜疑王ではなかった。

（な、何か別の話題を振らなければ……）

　エステラは出しゆつ立たつ前の準備中に、先輩修道女から借りた社交術の本の内容を必死に思い出した。確か、異性との会話で特に話題がないときは、相手のどこかを褒ほめるのがいいと書いてあった気がする。

（陛下のよいところ、よいところ……ええと、素敵な腹筋ですわね？　いえ、これは絶対に違う気がいたしますわ！）

　冷や汗を垂らしながらどうしたものかと固まっていると、ふとノックの音が響いた。

　ルパートが戻ってきたのかと期待して目を向ければ、入室してきたのは侍じ女じよのお仕着せを着た若い女だった。ティーセットを載せた銀のワゴンを押して近づいてくる。

「お茶をお持ちしました」

　エステラはほっと安あん堵どの息をついた。いいタイミングで入ってきてくれた。それに、緊張で少し喉のどが渇かわいていたのでありがたい。

　だが、しずしずとお茶の準備をはじめる侍女を、「待て」とヴィクリスが制止した。

「見ない顔だ。所属と名前を言え」

「王妃様の側付きを拝はい命めいしております、ユニスと申します。それが何か……」

「私は王宮に仕える全員の名前と顔と契約内容を記憶している。ユニスという名には覚えがあるが、おまえの顔は知らない──何者だ？」

　ヴィクリスが全身に殺気をみなぎらせ、おもむろに立ち上がる。

　一瞬にして侍女の表情が凍りついた。と思いきや、ワゴンの下に手を差し込み、そこから素早く何かを取り出した。手の中にあるものがぎらりと物騒な光を放つ。

「猜疑王、ご覚悟──！」

　短剣を腰溜めに構えて突進してくる。

「陛下、危ない！」

　エステラはとっさに飛び出し、ヴィクリスと侍女の間に体を割り込ませた。

　白銀の刃やいばが目の前に迫る──と思いきや、不意に首根っこをむんずと摑まれ、後ろに強く引っ張られる。

　え、と思ったときには踏鞴たたらを踏み、後方へ倒れ込んでいた。

　ものの見事に長椅子の上でひっくり返っている間に、ワゴンが倒れる派手な音と食器が割れる音、短い悲鳴、人が倒れるような重たい物音が聞こえてきた。

　エステラは足に絡からまるドレスの裾に難儀しながら慌てて身を起こした。

「陛下、ご無事で……」

　すか、と言いかけた言葉が喉の奥で消える。

　ヴィクリスはこちらに背中を向けて立っていた。その足元には、ひっくり返ったワゴンと割れたティーセット、そして口から泡を吹いて倒れている自称侍女の姿が見える。

「……ご無事で、何よりですわ」

「なんだいまのは？」

　肩越しにぎろりと睨まれて、エステラは硬直した。

「なんだ、とは……」

「何もするなと言ったはずだ。君は私の妃であって護衛ではない。それとも、私が君にかばわれなければならないほど頼りなく見えるか？」

「と、とんでもないですわ！　それに護衛だなんて、そんな大それたことを考えていたわけでは……単に、体が勝手に動いてしまっただけですわ。ですが、ご不快に思われたのでしたらお詫わびします」

　女にかばわれるなど、武人である彼の矜きよう恃じを傷つけてしまったのかもしれない。そう思って、慌てて頭を下げる。

「まあ、いい。二度と私をかばおうとするな」

「はい……」

「だが、気持ちだけは受け取っておく」

　深々と頭を下げかけたエステラは、その言葉に驚いて顔を上げた。

　彼は既にこちらを向いておらず、どこから取り出したのか麻縄で自称侍女を縛り上げている最中だった。手際よく手足を拘束しながら、視線に気づいて振り返る。

「どうかしたか？」

「いえ……」

　もっと傲ごう慢まんな人だと思っていたから驚いた、などと言ってはさすがに失礼だろう。

　そういえば父も「昔はちょっと騙だまされやすいくらいの純粋な王子だった」と語っていた。現在は少しこじらせているだけで、根は素直な人なのかもしれない。

「改めて、これから半年間よろしくお願いいたしますわ」

「？　ああ、よろしく」

「陛下ー、ただいま戻り……うおおおお、なんですかこれ!?」

　がらがらとティーセットを載せたワゴンを押して戻ってきたルパートが、床に転がる女とそれを縛り上げる国王の姿を認めて仰け反った。

「おまえはいつも肝心なときに限って到着が遅い。すぐに周辺を捜索させろ。こいつら暗殺者は一匹見かけたら三十匹はいる」

「さすがにそんなにはいないと思いますが……承知いたしました」

　ルパートは扉から廊下に顔を出し、近くの兵士たちを呼び寄せた。







　本物のユニスは、寝室のクローゼットから発見された。

　エステラと同年代の黒髪黒目の少女で、丸い頰と大きな目が特徴的な愛あい嬌きようのある顔立ちをしている。暗殺者とは背格好が似ているから、それで狙われたのだろう。

　猿さる轡ぐつわを外され、両手両足の縄を解とかれると、彼女は開口一番に大声で叫んだ。

「わたしクビですか!?　クビになっちゃうんですか、どうなんですかああああ!?」

　唾つばを飛ばして迫られて、エステラは完全に気け圧おされてしまった。

「ええと、クビ、ではないと、思いますけれど……」

　しどろもどろになって室内を見回すが、ここに雇こ用ようの決定権を持つ者はいない。ヴィクリスもルパートも既に〈北の宮〉を後にしている。

（特に何もおっしゃっていませんでしたし、大丈夫ですわよね）

　不審者の侵入を許したのは警備の兵士たちであって、襲われた侍女が咎とがめられることはないはずだ。

　ちなみにユニスの父親が内戦時、ヴィクリスの属するエリオネル陣営の協力者だったため、彼女が暗殺者を手引きした可能性は除外されている。

「よかったわあ。わたし、こんなヘマをして絶対クビになると思ってたんですよう」

　ユニスがほっと胸を撫で下ろす。暗殺者に襲われて拘束されていたというのに、命が助かったことよりもクビにならなかったことを喜ぶあたり、なかなかたくましい少女だ。

「あ、ところであなたは？　新入り？」

「ちょっと、ユニス……！」

　何もわかっていない顔できょとんとするユニスを、他の侍女がたしなめる。

　そういえば自己紹介がまだだった。エステラは胸に手を当てて会釈した。

「バークワース伯爵の長女、エステラですわ。よろしくお願いいたしますわね」

　ユニスは一瞬固まった後、口を大きく縦に開いて飛び上がった。

「お、お、お、王妃様ああああ！　こ、これは大変失礼いたしました！」

　ずざざっと飛びすさって床に両手をつき、へへーと突っ伏す。反応がいちいち大振りな子だ。周りの侍女たちは呆れた顔をしているが、エステラは好感を持った。

「顔を上げてくださいませ。それだけ元気でしたら、もう大丈夫ですわね」

「王妃様……」

　おそるおそると見上げてきた黒い双眸に、にこりと笑いかける。

「縁あって陛下の妃になりましたけれど、修道院生活が長くて王宮の作法も貴族の礼儀もほとんどわかりませんの。若輩者のわたくしが少しでも立派な王妃になれるよう、ユニスさんが助けてやってくださいませ」

「わ、わたしのことはユニスと呼び捨てにしてください！　『さん』なんてつけられたら背中が痒かゆくなっちゃいます」

「では、わたくしのことはエステラと呼んでくださいませ。『王妃様』などと呼ばれては、わたくしもこそばゆくなりますわ」

「わかりました、エステラ様、ですね。ふふっ」

　ユニスが嬉しそうに微笑む。出会ったばかりだが、彼女とは仲良くなれる気がした。

　ふと侍女たちがひそやかに視線を送りあい、そろそろと移動をはじめた。ユニスもだ。こちらに向かって横三列に整列し、毅き然ぜんと顔を上げる。

「これまでお仕えしてきた十二人の王妃様がお帰りになられたのは、きっと運命ではなかったからだと思います。我々侍女一同は、エステラ様こそ陛下の運命の相手と信じて、誠心誠意尽くさせていただきます。どうか末永く王妃であらせられますよう、よろしくお願いいたします。礼！」

　侍女頭らしき年配の女性の合図で、みな一斉に頭を下げる。

（す、末永く……半年でも末永いことになりますかしら……）

　エステラの背筋を冷や汗が伝い落ちていく。噓うそは大の苦手だ。神様も、汝なんじ噓をつくなかれと仰せだ。

（でも、これもすべてはミストリアの未来のためですわ！　ごめんなさい！）

　胸中で盛大に謝罪してから、なんとか笑顔を取り繕う。

「も、もちろんですわ。末永く、よろしくお願いいたしますわね……」

　侍女たちが顔を上げる。

　きらきらと期待に輝く眼差しに思わず、うっ、と怯ひるみそうになる。

　いずれこの目を裏切らなければならないのかと思うと、胸がずきずきと痛んだ。
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　侍女たちから入念な美容処置を受けたエステラは、上等な絹の夜よ着ぎを着せられた。

　窓の外は濃い夜闇に満ちており、寝室は橙色のランプの明かりが緩やかに揺れながら、暖かみのある光で照らしている。

　小さな丸テーブルとセットの椅子に腰掛けてユニスが淹れてくれたカモミールティーを飲むと、舌の上から胃袋にかけて清涼な空気が抜けていった気がした。

（お茶って本来、美お味いしいものですのね。修道院では効能重視のでたらめな薬草茶ばかり飲んでいたせいで忘れていましたわ）

　などと現実逃避をする。

　今夜は結婚初夜だ。

　婚前契約書〈夫婦の章〉第六条に『甥おいのヘンリー王子を後継者とするため子どもは作らない』という条項があるので夫婦の営いとなみこそしないものの、キリエ教会の決まりとして同衾だけはしなければならないらしいのだ。

　内戦時に救護院の手伝いに駆り出されていたため、ここ十年異性に触れたこともないというわけではないが、一般的な女性と比べれば接点はかなり少ないだろう。それなのに異性と同衾、しかもヴィクリスととなれば、緊張しないわけがない。

（寝ている間に何か失礼なことをしてしまったらどうしましょう。陛下がお眠りになるまで起きていられるとは思えませんわ。わたくし、寝つきが良すぎますもの）

　修道女は夜も早く、朝も早いのだ。

　悶もん々もんとしていると、ヴィクリスの侍従から王の支し度たくが調ととのったという連絡が入った。

　侍女たちがどこかうきうきした様子で撤退し、寝室にはエステラだけが残される。

　冷めたカモミールティーをしつこいくらいちびちびと飲んでいると、ついに来訪を告げるノックが響いた。びくりと肩が跳ね、カップを落としそうになる。

「もう眠っているか？」

「いいえ、起きておりますわ、陛下」

　エステラは慌てて受け皿の上にティーカップを下ろすと、立ち上がって来客を出迎えた。

　扉がぎいと軋んだ音を立てて開く。

　が、扉が全開になっても、なかなか入ってこない。

　ややあって開いた扉から分厚い板の一端がぬっと現れた。遅れて、その板を肩に担いだヴィクリスが部屋に入ってくる。

（い、いったい何がはじまるんですの？　板は何に使うんですの!?）

　王がおかしな言動を取るたびに突っ込みを入れていたルパートが、おとなしく付き従っているだけというのも引っかかる。

　初夜はないはずだとたかをくくっていたが、考えが甘かったかもしれない。

（な、何を戸惑っておりますの。わたくしはミストリアの未来のために、この身を捧げると誓ってここまでやってきたのですわ！）

　迷える人々に神の祝福を与えるためならば、どんな無茶な要望にも応えてみせる。

　聖印を切って覚悟を決めると、すっくとヴィクリスの前へ進み出た。

「覚悟はできておりますわ。煮るなり焼くなりお好きになさってくださいませ！」

「そうか、ならそこを退いてくれ。邪魔だ」

「……はい」

　慌てて横に避けると、ヴィクリスはエステラの横を通り抜けて板を寝台に下ろした。

「そちらは……？」

「この板は寝台用の間仕切りだ。子作りはしないと言っておいて、寝ね惚ぼけて抱きついたり口づけたりしてはまずいからな。ちなみに私の手製だ」

　エステラは目を見開いて、仕切り板を凝視した。断面の磨きや角の処理、寝台と接合するための留め具など、本職さながらの高い技術力を感じる。

「驚きましたわ。国王陛下であらせられながら、大工の技術もおありなんですのね」

「うぉおおいエステラ様、そこ感心するところと違いますよ!?」

　ルパートの突っ込みを黙殺して、ヴィクリスは少し得意そうに口元を緩める。

「ああ。内戦中はよく隠れ家の雨漏りを直したものだ」

「まあっ、まあっ！　わたくしも雨漏りを直すのは得意ですのよ。嵐で修道院の屋根が壊れるたびに、わたくしが直しておりましたの！」

「そうか、君も苦労してきたのだな。私の方は補佐官が釘もまともに打てないほど不器用でなんの役にも立たなかったから、余計な技術ばかり身についてしまった」

「……あーあー陛下、これ、どうやって取り付けたらいいんですかね？」

「さっき説明しただろう。いいか、この留め具Ａを……」

　ヴィクリスは仕切り板の突起を指差して説明しながら、ルパートに指示を出す。ややあって、大きめの寝台はちょうど真ん中で仕切り板によって二等分に分かたれた。

「あの……この仕切り板なのですが、穴が空いているようですけれど」

　ちょうど枕の横あたりの位置に、仕切り板が正方形に切り抜かれていて窓のようになっている。枕に頭を載せて横を向けば、相手の顔が見える寸法だ。

「相手の顔がまったく見えないというのも不気味だろう」

「そうかもしれませんが、寝惚けてここから触れてしまうかもしれませんし」

「寝惚けて手が触れるくらいなら許容範囲だ。だが、もし私がここから腕を出して不快なことをしてきたら、嚙みついてくれて構わない」

「そんなことをしたら、婚前契約書〈夫婦の章〉第八条『夫婦は互いを労るべきであり、危害を加えるような行為をしてはいけない』に反してしまいます」

「その条項より〈夫婦の章〉第六条『甥のヘンリー王子を後継者とするため子どもは作らない』が優先され、それにともなうすべてのみだらな行為が禁止となる。特記事項を読み落としたか？」

「申し訳ありません、まだほとんど暗記できていませんの」

　修道院に入った当時、聖典を丸暗記するにもずいぶん時間がかかったくらいだ。

「まあ、初日にすべて覚えろなどと無茶は言わない。徐々に覚えていってくれればいい。そういうわけだ、何かあったら遠慮なく嚙みついてくれ。それが互いのためにもなる」

「承知いたしましたわ。ところで……どのくらい嚙んでよろしいのですか？」

　ヴィクリスが秀麗な眉をひそめる。

「……どのくらいとは？」

「陛下にお怪我をさせるわけにはまいりませんし、かといって痛くなければ意味がないでしょうし……どのくらい強く嚙まれたら手を引っ込めたくなるのでしょうか？」

「説明するのは難しいな。なんなら実際に嚙んでみるか？」

　気軽に右手を差し出されて、その手と彼の精悍な顔を交互に見比べる。

「ですが……」

「構わない。練習だ、やってみろ」

　エステラは気が進まないながらヴィクリスの手を両手で取った。

　王の手は自分の手と違って大きく骨張っていて、筋肉がしっかりとついていて逞しい。緊張に胸を高鳴らせながら口元へ運び、そこで躊ちゆう躇ちよした。

「いいから、思い切り嚙みついてみろ」

　胸中で、ままよ！　と叫んで、親指の根元に嚙みついた。

「まったく痛くないぞ。甘嚙みされたようなものだ。真面目にやれ」

「で、では、もう一度」

　はむ、と今度はさきほどよりも強く嚙みついた。

「全然だな。その程度で男が手を緩めると思っているのか？　真剣にやれ。さもなくば顎関節に問題があるのを健康診断で見落としたとして、担当した医師を全員解雇する」

「ふむうううーっ」

　医師たちのため、エステラは必死に、だが慎重に歯と両顎に力を込める。

「そう、その意気だ。だんだん効いてき……つっ！」

　声に驚いて、慌てて口を離した。ヴィクリスの右手の親指の付け根あたりにくっきりと赤い歯し列れつの痕あとがついている。

「申し訳ありません！　加減がわからなくて」

「私がやれと言ったのだから気にするな。何かあったら、その意気で嚙みついてこい」

「は、はい。では陛下も」

　エステラはおずおずと右手を差し出した。ヴィクリスが不思議そうに眉をひそめる。

「陛下の番ですわ。陛下も、嚙む練習をなさってくださいませ」

「すいぶん細い手で気は引けるが……」

　ヴィクリスがエステラの手を取った瞬間、わざとらしい咳払いが響いた。

「あー陛下。陛下は力がおありなのですから、嚙みつかずとも何かあれば取り押さえられると思うのですが？」

「……そう言われてみれば、そうだな」

　ヴィクリスはそっとエステラの手を下ろすと、気まずそうに視線を逸らした。

「他に何か確認しておきたいことはあるか？」

「あの、恥ずかしながら宮廷の作法には疎うといもので。この後はどうしたらよろしいのでしょうか？」

「特にやってもらうことはない。先に横になっていてくれ」

　そうですか、わかりましたわ、と二つ返事で頷いて、エステラは仕切り板で等分された寝しん台だいの右側に回り込み、ぽすんと横たわった。

　寝台はふかふかでとても柔らかい。スプリングが効いていて、敷布も滑なめらかで肌はだに心地ここちよい。この寝台がシフォンケーキだとしたら修道院の寝台はガレットだ。

　とたんに瞼が重たくなってくる。いつのまにか目を閉じていることに気づいて渾こん身しんの力で瞼を押し上げるが、またもあらがいがたい力で下がってくる。

（そういえば、今日は長旅で少し疲れていたのでしたわ……）

　ヴィクリスたちはまだ何事か話し合っている。

　国王より早く寝るわけにはいかない。

　そう思っているのに睡すい魔まには勝てそうもなかった。せめておやすみの挨あい拶さつをしなければ、と口を開きかけたところで、エステラは意識を失った。







「すぴーう、すぴーう……」

　突如聞こえてきた異音に、補佐官と話し込んでいたヴィクリスは思わず振り返り、目の前の光景にぎょっと表情を歪めた。

　低い仕切り板の向こう側、寝台の右側で仰向けになったエステラは、下腹部の上で両手を祈るように組み、どこか笑っているようにも見える弛し緩かんしきった顔で眠っている。

　さきほどから響いている、すぴーう、という音は彼女の寝息らしい。夕方、ヴィクリスの裸の胸を見て鼻血を出していたから、鼻の粘ねん膜まくが弱いのかもしれない。

　可か憐れんに整った顔立ちに反してなんとも間の抜けた寝姿だが、ヴィクリスの頭の中には警けい鐘しようが盛大に鳴り響いていた。

「ルパート、これは罠だ」

　すぐさまひねった体を戻してルパートに向き直る。

　だが彼は興味がなさそうに頰ほお杖づえをついて、呆あきれきった半はん眼がんでこちらを眺めている。
















　元従者で現補佐官の態度ではないが、彼は乳兄弟で物心ついた頃からともに暮らしているので、他に誰も見ていないときはくだけた態度も許している。

「自分は今日、陛下の『これは罠だ』を八回聞いておりまして、若干うんざりしているところなのですが」

「数えていたのか。いいから聞け、今度こそ間違いない」

「あんたが『間違いない』って言ったときは五十回中四十九回は間違っているんですがね……一応、根拠を聞いておきましょうか」

「この娘はおかしい。普通じゃない」

「エステラ様もあんたにだけは言われたくないと思いますよ」

「いいや私よりおかしい」

「あんた自分がおかしいっていう自覚あったんですかい」

「当たり前だ。こんな猜疑心クセを抱えていたのでは生きづらくてかなわない……いや、いまは私の話をしているのではない」

　ヴィクリスは寝台の反対側で眠るエステラを指さした。

「この娘──」

「エ、ス、テ、ラ」

　ルパートが発言を被せ気味に遮ってくる。

「お名前でお呼びするべきです。半年契約とはいえあんたの妃なんですから」

「確かに。そのエステラなのだが、横になってから寝つくまで十秒とかからなかった」

「数えてたのかよ。まあ、お疲れだったんじゃないですか？　聖アンナマリー修道院から王都まで馬車で四日はかかりますから」

「遠方という点ならば三つ前の妃のキャロラインは五日かけてやってきた。だが初夜は仕切り板ＭｋマークⅡツーに怯えて泣きじゃくって一睡もしなかった。当然私も眠れなかった」

　ちなみに現在使用している仕切り板は改良版のＭｋマークⅢスリーだ。ＭｋⅡからの改良点は、顔が見えるように小窓を作ることで同どう衾きん相手の存在を確認できるようにし、板の高さを若じやつ干かん高くすることで防壁としての効果を高めた。

　ルパートはなぜか沈痛な面持ちで、眉間の皺を指の腹で揉みほぐした。

「まあ、ごく普通の感性をお持ちのご令嬢ならば、寝台にこんなもん取り付けられたら変なことをされるんじゃないかって怖くなるでしょうね」

「変なことをしないために取り付けているというのに、なぜ理解されないのだ……とにかく、この異常な状況で安心して眠れる女が存在するとは思えるか？　私は思わない」

「その異常な状況を作り出している張本人が言わんでください」

「それだ」

「どれだよ」

「……私の隙を突くために私に従ったふりをし、狸たぬき寝ね入いりをしているのかもしれない。このむ……エステラの正体は修道会が非人道的な手段で育て上げた暗殺者で、裏で糸を引いているのは三姉アメリシア……」

　そこまで言いかけたところで、ルパートはエステラを起こさない程度に手を叩いた。

「はいはい、猜疑心を働かせるのはそのくらいにしといてくださいね。バークワース伯爵の娘さんを暗殺者呼ばわりとか、温厚な私もキレちゃいますから」

「……確かにそうだ。すまん。私も疲れているようだ」

「お疲れなのは事実でしょうが、あんたの反応はおおむね平常通りです。とにかく、用はすみましたから私はもう行きますよ。おやすみなさいませ、陛下」

　恭しく一礼して、補佐官が部屋を出ていった。扉が閉まり、その隣の部屋の扉も閉まる音が聞こえた頃、自然と重いため息が漏れた。

「〈魔女王〉も厄介な置き土産を残していってくれたものだ。君もそう思わないか？」

　新王妃のあどけなさの残る寝顔に語りかける。

　返事は期待していなかった。独り言の一種のつもりだった、のだが、

「すぴーう」

　と、エステラの鼻がまた鳴った。

　それがどこか肯定の返事に聞こえてしまい、ヴィクリスはわずかに口元を緩めた。
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　翌朝、エステラは日の出前にぱちりと目を覚ました。

　敷しき布ふに手をついてゆっくりと上半身を起こし、そういえば、と思い出して寝しん台だいの仕切り板の向こう側を覗いてみると、そこには既すでにヴィクリスの姿はなかった。

「もうお目覚めになられたのかしら」

　窓の外はカーテン越しでもわかるほど暗い。

　結婚初夜に「同どう衾きん」という事実が必要なだけだから、ヴィクリスは途中で自分の部屋に戻ったのかもしれない。きっとそうだ。

　エステラは寝台から足を下ろした。上等な絹きぬの夜よ着ぎがさらりと肌はだを流れる。ドレスと違って着き心地ごこちはすこぶるいいが、いつまでも着ていられない。

　用意されていた水みず盥だらいで顔を洗い、クローゼットの戸を開く。

　中にはエステラの修練服と、見覚えのないドレスが数着収納されていた。

　着替えは衣装部屋から侍女が持ち出すものだということは知っている。

「ということは、これは非常用のドレスということですわね」

　緊急に着替えが必要なときのために用意されているのかもしれない。衣い装しよう部屋への入室には申請書の提出が必要だというから、手続きの時間をとれないときに着用するドレスなのだろう。その証拠にすべて着脱しやすい作りになっている。

　そして、いまは緊急を要するときだった。

（いつもの礼拝時間を過ぎてしまいましたわ。早く神様と聖アンナ様にご挨あい拶さつしないと！）

　はやる気持ちで、手近にあった若草色のドレスを手に取った。

　内戦前の無む駄だに豪ごう奢しやで装着に時間がかかるドレスと異なり、内戦後のドレスは少し簡略化されて着やすくなっている。近年の流行に感謝しつつ、エステラはドレスを被かぶり、何カ所もある留め具をとめ、掛け紐ひもを結んでいった。

　さらに白い絹の手袋を塡はめ、刺し繡しゆうの施ほどこされた布の靴くつを履はく。寝ね癖ぐせで乱れた髪を手て櫛ぐしでざっと整えると、エステラは火を灯ともした角灯ランタンを持って寝室を出た。

　隣の部屋からは扉で侍女の部屋に通じている。

（ユニスに声をかけていった方がいいかしら）

　扉に耳をくっつけてみると、ぐおー、ぐおーといびきが聞こえてきた。疲れているのなら起こしては可か哀わい相そうかもしれないと思い、ノックはせずに控えの間を通り抜けた。

　人ひと気けのない廊ろう下かを進み、突き当たりの扉とびらから外に出ると、薄暗い庭園を見回した。

「ええと、見取り図によれば確かこのあたりに……ああ、ありましたわ」

　三角屋根の上に聖印を掲かかげる建物を見つけると、小走りに近づいていく。樫かしの木でできた両開きの扉の前で足を止め、ほっと息をつく。

　力を込めて扉を開くと、こぢんまりとした礼れい拝はい堂どうが姿を現した。

　天てん井じようは高く、天窓と左右の窓には天使を描いた七色のステンドグラスが塡まっており、そこから差し込む陽光が柔やわらかく堂内を照らしている。

　左右の窓と窓の間の壁には聖せいアンナの秘ひ蹟せきにちなんだ宗教画が時系列どおりに並べられ、静かに彼女の偉業を讃たたえていた。

　席に挟まれた赤あか絨じゆう毯たんの先には祭さい壇だんがあり、奥の壁には聖せい妃ひ像ぞうと無数の燭台が掲げられている。華美な装飾はほとんどなく、地方の教会のようなぬくもりが感じられた。

（まあ、なんて素敵な礼拝堂……）

　エステラは一目でここが気に入った。こんなに素敵な礼拝堂ならば掃除もやりがいがあるだろう。王妃に掃除が許されていないことが残念でならない。

　高鳴る胸を抑えて礼拝堂に足を踏み入れ、ゆっくりと赤絨毯を踏みしめて祭壇の手前まで近づくと、エステラはそこで足を止めた。胸の前で再び両手を組み合わせる。

（神様、聖アンナ様、今日という日を与えてくださったことを感謝します）

　毎朝の祈りを捧げること数分後、エステラは組み合わせた手を解いた。

　聖妃像をもっと間近でみようと、祭壇の後ろに回る。

　と、足の裏にぐにゃっとした感触があり、「ぐえっ」と蛙の潰つぶれたような声が漏もれた。

「え？」

　驚いて足元を見ると、青い双そう眸ぼうと目が合った。

　足の下に毛布おばけがいる。

　否いな、上等な夜着を着て毛布にくるまった、金髪の巻き毛の少年を踏みつけていた。

「きゃあっ、ごめんなさい！」

　エステラが慌てて足をどけると、少年は即座に跳ね起きた。

　年は十歳くらいだろうか。愛くるしい中性的な顔立ちを驚きよう愕がくに引きつらせて、信じられないものを見る眼まな差ざしでこちらを見上げている。

「僕を踏んづけたな、無礼者め！　僕を誰だと思っているんだ！」

「心からお詫わび申しますけれど、わたくし、あなたのことを存じ上げませんの。よろしければ教えていただけませんか？　あ、わたくしはエステラと申しますわ」

「エステラぁ？　どっかで聞いたような名前だな……あっ、思い出したぞ！　おまえが叔お父じ上うえの新しい妃か！」

　少年が得心がいったとばかりに目を見開き、人差し指を突きつけてくる。その態度でエステラも少年の正体に気がついた。

「ええ。どうぞお見知りおきを……ヘンリー殿下」

　第二王子エリオネルの忘れ形見であり、ヴィクリスの実の甥おいにあたる幼い第一王位継承者は、ふんっ、と鼻を鳴らし、精いっぱい傲ごう然ぜんと見上げてくる。
















「おまえのことなんか覚えるだけ労力の無駄だ。どうせおまえもいままでの王妃と同じく、すぐ叔父上に追い出されるに決まってる！」

「そうならないよう精進いたしますわ。殿下にも覚えていただけるよう頑張ります」

「ふん、勝手にしろ！」

　ヘンリーはぷいと顔を背けると、そのままエステラの横をたたっと駆け抜けて礼拝堂の外へ走り去っていった。小さな後ろ姿を微笑ほほえましく見送ってから、はたと気がついた。

「そういえば、殿下はどうしてここにいらしたのでしょうか」

　よくよく思い返してみると目元が赤かった気がする。毛布があるということはここで眠っていたのだろうが、なぜ暖かい部屋ではなく、神の御前で夜を過ごしたのだろう。

（何かお困りになっていることがおありなのかしら）

　困っている者がいたら手を差し出すのが神の教えだ。

　よし、と思い立ってエステラは身を翻ひるがえした。彼を放っておくわけにはいかない。

　礼拝堂を出て、ヘンリーの後ろ姿を探して周囲を見回していると、見覚えのあるお仕着せ姿の少女が血相を変えて駆け寄ってくるのが見えた。

「エステラ様、ご無事でしたか!?」

「おはようございます、ユニス。どうかしたのですか？　そんなに慌てて」

「どうかって……エステラ様が急にいなくなるから探し回ってたんですよ！」

　見れば、ユニスは大急ぎで着替えてきたとみえてお仕着せの釦ボタンを掛け違えており、まとめ髪も少し乱れている。

「ごめんなさい。まだ眠っているようでしたから、起こしてしまっては悪いと思って」

「そういうお気遣いはいりません！　お着替えになりたいとき、お部屋を出たいとき、喉が渇いたときなど、遠慮なく呼び鈴を鳴らしてくださいませ。エステラ様がどんなに早起きであってもきちんとおとも……」

　そこまで言ってから何かに気づいてはっとして、神妙そうな顔つきになる。

「エステラ様、もしかしてものすごく早起きでらっしゃったりします？」

「修道院ではだいたい四時半くらいには起きていましたわ。いつもパトと早起き勝負をしていましたの。あ、パトというのは修道院で飼っている鶏なのですけど」

「……エステラ様、よろしければ目を覚ましてからしばらくは、婚前契約書の復習の時間になさってはいかがですか？」

「まあ、それはいい考えですわね。陛下のためにも、婚前契約書は間違いのないように暗記しなければ」

　エステラが両手を打って同意すると、ユニスはなぜかほっと胸を撫なで下ろした。
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　部屋に戻るなり、エステラは別のドレスに着替えさせられた。

　さきほどまで着ていたドレスは晩ばん餐さん用のものだったらしい。言われてみれば、肌寒い早朝から着るには少々派は手でで、胸元の開いた意い匠しようだった。

　自覚していた以上にものを知らない自分自身に、かなり落ち込んだ。

「わたくしのような何も知らない人間が王妃になってしまって、みなさんもさぞ呆あきれてらっしゃるでしょう」

　大きな鏡台の前で天鵞絨ビロード張りの椅い子すに腰掛け、侍女たちに髪をブラシで梳すかれたり編み込まれたりしていると、自然とそんな弱よわ音ねが口をついて出た。

　鏡に映った侍女たちが目を丸くして顔を見合わせ、ふふっと笑みを零こぼす。

「呆れてなんていませんよ。私たちとしては、王妃様になってくださるだけでもありがたいくらいです」

「エステラ様はいままで厳しい戒かい律りつの中で生活なさっていたんでしょう？　でしたらきっとここの作法もすぐに覚えられますよ」

「でも、修道院の戒律や規律と陛下の規則、どちらが厳しいのかしらね」

　再び侍女たちが顔を見合わせ、眉根を寄せて考え込む。

「そんなに厳しいんですの？」

　思わず後ろを向こうとすると、ユニスに頭を左右から挟まれて正面に固定された。

「頭を動かしてはいけません！」

「ご、ごめんなさい」

　ちなみにさきほどからユニスはおしゃべりに参加していない。

　普段は快活で人好きのする少女だが、身み支じ度たくのときになると途端に無口になる。王妃の着替えの手伝いをするのが夢だったと語るだけのことはある。エステラの髪に向ける鋭い眼差しは、老ろう獪かいで頑がん固こなベテラン職人のそれだ。

　侍女の一人がくすくすと笑いながらエステラの傍かたわらにしゃがみ込む。

「興味がおありでしたら、あたしの雇こ用よう契約書をご覧になりますか？」

　そう言ってお仕着せの中に隠し持っていた書類束を取り出し、エステラが顔を動かさなくても読めるように、鏡台の前に立てかけて見せてくれた。

　雇用契約書もまたかなりの厚みがあった。婚前契約書ほどではないが、優に三百ページは超えているだろう。長い間持ち歩いているせいか、あるいは何度も読み返したせいか、厚紙の表紙も中の書類もよれたり破れたりとかなりの使用感がある。

　内容はごく普通の雇用契約からはじまって、追記として王宮内で生活する上での遵じゆん守しゆ事項が盛り込まれている。雇用契約書は最初の数ページ程度で、ほとんどが追記だ。

　たとえば廊下を歩くときにはこんな規則がある。

『正殿内は原則右側通行とし、緊急の時以外に通行人を呼び止めてはいけない。また、廊下での立ち話は禁止する』

　各宮殿ごとに通行可能な廊下とその順路、また時間帯などが定められており、井戸や厨ちゆう房ぼう、食堂に洗せん濯たく場ばや浴よく場じよう、厠かわやなどの各施設についても細かい規則の記述がある。ところどころに図が書き込まれているのは、わかりにくいところの補ほ足そくかもしれない。

「これ、いつも肌身離さず持ち歩いているんですの？」

　これだけの重量のあるものだと、お仕着せの中に忍しのばせておくのも大変だろう。

「ええ。あたしって馬ば鹿かだから、全部覚えられないんです」

「私も私もー」

　ドレスのリボンを広げ直したり、足の爪つめを磨みがいていた侍女たちが挙きよ手しゆをする。

「毎日立ち入る場所の規則はさすがに覚えられたんですけどね。たまに普段行かない宮殿や倉庫なんかに用があったりすると、規則違反をしていないか、規則違反を誰かに見られていないかってすごく不安になるんです」

「だから雇用契約書が手放せなくって」

　侍女たちは苦笑いを浮かべて頷うなずきあう。大量の規則に困っているのは事実のようだが、そこに悲壮感はない。王が決めた規則ならば仕方ないと受け入れているようだ。

「みなさん、陛下に不満があるわけではないのですね」

「そりゃ、内乱を治めた英雄様ですからね」

「うちの故郷、内戦中にランデリック王子の軍に攻め込まれたことがあるんです。でもそれを事前に察知していた陛下の軍が撃退してくださって……」

「納な屋やに隠れて見てたっていうんでしょう？　その話もう耳タコなんだけど」

「エステラ様には初めて話すんだからいいでしょ！」

「いま私たちがこうして平和に暮らせて、ついでにいいお給金をいただけているのは全部ヴィクリス様と亡なきエリオネル様のおかげなんです」

「そうなのよねえ。お給金がいいのよねえ……」

　冗談を言って笑いあう侍女たちの中で、一人、そばかすの目立つ少女だけが暗い顔になってぽつりと呟つぶやいた。

「先輩たちはいいですよねえ。あたしなんてもう七点溜たまっちゃってるんですよお」

「七点？」

「規則違反をすると点数が溜まっていくんですよ」

　と答えたのはユニスだった。

　気がつけば、鏡の中に淑しゆく女じよが出来上がっている。

　栗くり色いろの髪は複雑に編あみ込まれてまとめ髪になっており、そこに真珠の髪飾りを等とう間かん隔かくに挿さしてある。エステラの好みを察して控えめに、だが上品に仕上がっていた。

「まあ！　すごいですわ、ユニス。あなたは髪結いの天才ですの？」

「ふふふー、もっと褒ほめてください！」

「調子に乗り過ぎよ、ユニス。王妃様もあんまりおだてないでくださいませ」

　鏡の中でぷくっと鼻の穴を膨ふくらませるユニスを、先輩の侍女がたしなめた。

「点数の話に戻しますが、規則違反一回につき一点。一点につき銀貨二枚の計算で、違反点数に応じてお給金が引かれる仕組みになっているんです」

「それでもう七点も溜まっちゃってえ……」

「だから毎日欠かさず雇用契約書を持ち歩きなさい、移動するときは必ず確認しなさいとあれほど言ったでしょうに」

「だってえ」

　そばかすの侍女が悲ひ愴そうに目を潤ませ、ユニスがよしよしと頭を撫でてなぐさめた。

「いっそのこと、王宮中に張り紙で規則を貼り付けられたら楽なんですけどねえ」

「やだユニスったら──」

「まあ、それはとてもいい考えだと思いますわ！」

　エステラが手を打って賛成すると、侍女たちはぎょっとして振り返った。

「エステラ様ったらご冗談を……ご冗談ですよね？」

「いいえ、本気で申しておりますわ。王宮内の場所ごとに規則が定められているのでしたら、どの場所でどの規則が適用されているのか可か視し化かできれば、みなさんも分厚い契約書を持ち歩かなくてすむでしょう？」

「で、でも、さすがに張り紙は見み栄ばえが……」

「そうですわね。わたくしも張り紙を貼れとは申しませんわ。要は、一目で規則がわかればよいのでしょう？　でしたら……」

　エステラはいま思いついたばかりの計画案を披ひ露ろうした。

　最初は困惑気味だった侍女たちの表情が、みるみるうちに希望の色に染まっていく。ややあって数名が慌あわてて部屋を飛び出していった。







　一時間後、〈北の宮〉の空あき部屋に次々と板が運び込まれていった。

　板は、嵐や突風で屋根や窓が壊れたときのために常備されている修しゆう繕ぜん用のものだ。それらを運ぶのは、警備を任されている兵士たちだ。

〈北の宮〉の警備責任者である第三近衛このえ隊長は、〝計画〟の話を聞いてすぐに協力を申し出てくれた。兵士たちもまた日頃から大量の規則に縛られて難儀していたらしい。

　空き部屋には作業台が用意され、役割を与えられた使用人たちが作業に勤いそしんでいる。

　裁断係の兵士が板をのこぎりで決められた寸法に切ってゆき、成形係の侍女が形を整え、製図係が図案どおりに下絵を描き、彩色係が絵の具で色を塗っていく。

　なお、エステラとユニスは彩色係に割り当てられた。

「それにしてもエステラ様、よくこんなこと思いつきましたねえ」

　ユニスが小さな板に彩色しながら言ってくる。鼻の頭に白い絵の具がついていることに気づいていない。エステラは手を止めて、ハンカチで鼻の頭を拭ふいてやった。

「あ、ありがとうございまふ」

「どういたしまして」

　にっこりと笑い返して、再び筆を握って作業に戻る。

　あのあと、エステラは侍女たちにこう説明した。

「規則を覚えるのが難しいのでしたら、その場所にどんな規則が適用されているのかがわかる標示をつければいいのですわ。できるだけ宮殿の雰ふん囲い気きを壊さないような意匠で大きさも小さくして、ただしわかる人にはわかるような」

　たとえば、食事や飲み物、菓か子しなどを運ぶときに通ってはいけない通路には、ティーセットの絵柄に斜めの打ち消し線を入れた標示を。

　武器の携帯が禁止されている区域には、剣に斜めの打ち消し線を入れた標示を。

　決められた時間帯以外には通行不可の廊下には通行可能な時間の標示を。

　一目で内容がわかる目印を掲げておけば、どの場所どの通路にどの規則があるかを目で見て判断することができるから、新入りの使用人にも親切だ。

　この計画は侍女たちによって「王宮標示化計画」と名づけられ、即座に実行へ移された。

　いまや必要最低限の使用人や兵士だけを持ち場に残し、他はみなこの一大計画の中に組み込まれている。

「聖アンナ様がヒントをくださいましたの」

「聖妃様？　お告げでもあったんですか？」

　目をぱちくりさせるユニスに、エステラは笑って首を横に振った。

「今朝、礼拝堂で聖アンナさまの絵が飾られているのを見ましたの。宗教画は本来、文字の読めない人々にも聖妃様の行いや神の教えが伝わるように描かれているでしょう？」

「ああなるほど、そういうことでしたか」

「王妃様、王妃様！」

　呼び声に振り向くと、作業に加わっていない侍女が近づいてきた。

「どうかなさいましたの？」

「お取り込み中、申し訳ありません。実は、王妃様に一目会ってお話ししたいと〈西の宮〉の警備隊長と女によ官かん長ちようがいらしています」

　どちらも面識はない。助けを求めるようにユニスに視線を向けると、わたしも知りませんよと言いたげに首を横に振ってみせた。

「どういったご用件でしょうか？」

「わかりません。とにかく早急にお取り次ぎいただきたいと……いま立て込んでいますし、日を改めてもらいましょうか？」

　なんの用かは知らないが、客人を無む下げに追い払うというのは気が引ける。

「いいえ、構いませんわ。どうぞお通ししてくださいませ」

「かしこまりました」

　侍女が呼びに戻ると、しばらくして白しら髪が交まじりの男性と、肉付きのよい中年女性が入ってきた。男性が警備隊長、女性が女官長だろう。二人のよそよそしい距離感を見るかぎりでは、一緒にきたわけではなく、たまたまそこで鉢はち合あわせただけという印象だ。

「それで、エステラ様はどちらに？」

　警備隊長が顔をしかめて辺りを見回す。女官長の視線も当然のようにエステラの頭を飛び越えてしまっていた。

「わたくしがエステラですわ」

「あ、あなたが……!?　これは失礼いたしました！」

　まさか王妃が侍女に混じって作業に加わっているとは思わなかったのだろう。

　二人はすぐに低頭して挨拶を述のべてくる。たかだか半年契約の王妃に礼儀を尽くしてくれる二人に、エステラは申し訳ない気持ちになった。

「それで、わたくしに話というのは？」

　警備隊長と女官長が視線を交かわし、女官長が一歩進み出た。

「王妃様に折り入ってお願いしたいことがございます。王宮標示化計画のことです」

　内緒で進めていたつもりだったが、いつのまにか他の部署にまで知れ渡っていたらしい。

（苦情でしょうか。でも、婚前契約書には〈北の宮〉の内装は著いちじるしく変えなければ多少はいじってもいいと条項が……）

　内心に嵐を吹き荒らさせているエステラの前で、警備隊長と女官長はそろって恭しく片かた膝ひざをついた。

「この計画……ぜひとも我々も加えさせてくださいませ！」

「陛下の細かすぎる規則の数々には、我々もほとほと難儀しておるのです！」

　エステラは思わず目を瞬しばたたいた後、ユニスと顔を見合わせた。
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「失礼しますよ、陛下……って、何をなさっているんです？」

　執務室に入ってきた補佐官に、ヴィクリスは、ん、と顔を上げずに曖あい昧まいな返事をした。

　ルパートが何を見て訊たずねてきたのかはわかっている。

　現在、書類を端に避けてスペースを作った執務机には木製の試験管立てが置かれ、細い試験管がずらりと並んでいる。

　透明な硝子ガラス管かんにはそれぞれ同じ試験薬が満たされていて、右から三つ目までに小さく裁断した紙片が沈んでいる。ヴィクリスはいままさに四つ目の試験管に新たな紙片をピンセットで投入するところだった。

「今け朝さ、怪あやしい手紙が届いた。いま紙やインクや封ふう蠟ろうに揮き発はつ性せいないし接触性の劇薬や麻薬が仕込まれていないか検査しているところだ」

　と言って、硝子管に新たな紙片を落とす。

　液体に触れた紙片はやがてしゅわしゅわと細かな泡を上げはじめた。この紙片に劇薬や麻薬が含まれていれば、透明な試験薬が赤ないし青色に変色するはずだ。

「そうですか……その手紙を拝見しても？」

　革手袋を塡めた手で引っ摑つかみ、顔を向けずに突き出す。

　ルパートは受け取ると、切り抜かれて虫食い状態になった手紙を読み上げた。

「ええと、何々……『一目あなたを見たその瞬間から、私の胸は狂くるおしいほど甘く高鳴りつづけています。ああ、あなたへの熱い思いは日ごとに増すばかり』……あの、これのどこが怪しい手紙なんですか？」

「読んでわからないのか？　私に会ったときから心が狂気に満たされ、動どう悸きが治まらないと書いてあるだろう。これは異常者からの脅きよう迫はく状じようだ。まったく、三重の検けん閲えつをどうやってくぐり抜けてきたのか……場合によっては検閲官を処分しなければなるまい」

「なんでそうなるんですか！　これは恋文ですよ、恋文！　どうして読んでわからないんですか。署名だってほら、アイリーン・カーティスと書かれているでしょう。カーティス男だん爵しやくのところのお嬢じようさんからですよ！」

　ヴィクリスは作業の手を止めて顔を上げた。

「そうなのか？」

「そうですよ！　このハートマークと真まっ赤かな唇くちびるの跡あとをなんだと思ってたんです!?」

　ルパートは文末に描かれたハートマークと、口紅をつけた唇の跡を指差してくる。

　ヴィクリスは首を捻ひねってしばし考えてから、答えた。

「『おまえの心臓をがぶりと喰らってやる』？」

「絶対ぜつてェねえです」

　ヴィクリスは嘆たん息そくして、ピンセットを机の上に下ろした。補佐官がここまではっきりと断言するということは、また自分の早とちりだったと考えた方がよさそうだ。

　無意味になってしまった検査道具を押しやって、革手袋を外す。

「言い訳をさせてくれ。まさか、この国にまだ私に恋心を抱くような奇特な令嬢がいるとは思わなかったんだ」

「その点については大いに同意しますよ。まあ、あなたは黙っていれば男前ですからねえ。おまけに救国の英雄。ひゅーひゅー！」

「やめろ、気持ちが悪い」

　この補佐官は自分が英雄扱いされるのを苦手としていることを知っていて、ときおりわざとこういう表現をしてからかってくる。

　ルパートはきひひと意地の悪い笑みを漏らすと、手紙を机上において返してきた。

「にしても、一足遅かったですねえ。もうちょっと早く送ってくれれば、今年の契約王妃候補でしたのに。来年の契約王妃候補者リストに入れておきましょうか？」

「そうしてくれ。ところで、私に何か用があったのではないか？」

「あーはい、そうでしたそうでした。実はエステラ様のことなんですが……」

　どこか楽しそうな報告を聞いて、ヴィクリスは眉をひそめた。

「その標示というのは、どのくらいの大きさなんだ？」

「んー、こんくらいですかねー」

　ルパートは右手の親指と人差し指の先をくっつけて丸を作ってみせた。

「そんなものか。なら放っておく」

　素っ気なく答えて、ヴィクリスは検査道具の片付けに取りかかった。紙片を落とした試験管の薬液は見事に透明なままだ。

「おや、いいんですか？　申請書、未提出ですよ？」

「必要ないだろう。『内装を著しく変更する場合は事前に申請書を提出すること』という条項はあるが、その程度ならば『著しい』うちには入らない。むしろ、標示を取り付けることでより多くの者が規則を守りやすくなるのならば歓迎する」

　訥とつ々とつと説明しながらも、ヴィクリスは感心していた。

　これまでに娶めとった十二人の妃はみな婚前契約書の条項や王宮の規則などにいい顔をしなかった。まさか本気で強制はしないだろうと無視する者が大半で、残りは露ろ骨こつに反発するか、規則を破るまいと過か剰じように怯おびえて心身の調子を崩していた。

　規則を受け入れた上で、使用人たちのために改善案を出してきた娘は初めてだった。

（厳しい戒律に慣れた修道女見習いか……いままでの妃とは違うようだ）

　新しい契約王妃とは、必要に迫られなければ会わないでいるつもりでいた。王妃とは顔を合わせない方が婚姻関係が長続きすると経験上学んでいる。

　だがエステラには近いうちにもう一度、会っておきたいと思えてきた。

　検査道具を抱えて席を立つと、ルパートが目を丸くしてこちらを見つめていた。

「どうした。猫が着地に失敗したような顔をして」

「意外というかいつもと違うというか。陛下、珍めずらしく機き嫌げんがよさそうですね」

「顔に出ているか？」

　つい先日、もっと愛あい想そ良く振舞うよう進言されたばかりだ。いまの表情を覚えておこうと思い立ち、引き出しを開けて手鏡を探す。

「いえ、お顔はいつものしかめ面ですので確認は不要です」
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　その頃、エステラは〈東の宮〉の玄関前にいた。といっても地上ではない。

「エステラ様ぁ、危ないですよう！　やっぱりわたしがやりますからあ……」

「平気ですわ。わたくし、高いところの作業は得意ですの。修道院の屋根の修繕もわたくしがほとんどやってましたのよ」

「わかりました、わかりましたから振り向かないで！」

　エステラがいるのは、玄関の扉の前に置かれた脚きや立たつの上だ。

　足元で不安定な脚立がぐらぐらと揺れるのを持ち前のバランス感覚で乗りこなし、扉とびら枠わくの上に小さな正方形の標示を釘くぎと金かな槌づちで打ちつけていく。とんとんとん、と釘を叩たたく音が調子よく響き、釘の頭が板の中に埋うまっていった。

『武器の携帯禁止』の標示の四よ隅すみを釘で固定しおえると、ドレスの隠しポケットからまた別の標示板を引っ張り出した。

「まだ終わらないのか？　のろまだな」

　小馬鹿にするような声音に手を止めて顔を上げると、二階の窓からヘンリーが顔を覗のぞかせていた。開け放った窓の枠に頰杖をついて、つまらなそうにこちらを眺めている。

　この〈東の宮〉は彼が住まいとしている宮殿だ。

「さっきからとんとんとんとん、耳障りなんだけど？」

「もう少々お待ちくださいませ。ここにはあと二つ、『右側通行』と『猫禁止』を取り付ければ終わりですから」

　右側通行は文字通りの意味だ。

　猫禁止は、ヘンリーが猫や猫の毛などが近くにあるとくしゃみと鼻水が止まらなくなる体質のためにできた規則で、猫本体の連れ込みは無論のこと、猫を飼かっている者と、あとなぜかルパートの立ち入りも禁止されている。

「ふーん、早くしろよ。明日まで続くようだったら、叔父上に新しい王妃が騒いでいて迷惑だって言いつけるからな」

　婚前契約書には、自分の宮殿以外でむやみに騒いではならないという条項もある。

「それは困りますわ。日暮れまでには終わらせますので、どうかご勘かん弁べんくださいませ」

「だったら無む駄だ口ぐち叩いてないで手を動かせば？」

「ええ、そうさせていただきますわ」

「……つまんないやつ。いままでの王妃みたいに、ぴーぴー泣いていればいいのに」

　ヘンリーはそう言い捨てると、ぴしゃりと窓を閉めて引っ込んだ。

「な、なんっなんでしょう、あの言いぐさは！」

　ユニスがその場で地じ団だん駄だを踏んで顔を上げ、幼おさない王子の消えた窓を睨にらみつけた。

「わたしたちは頼まれてやってあげているだけだっていうのに、感謝するどころか邪険にするだなんて！　王子だからってあんな態度はないでしょう！」

「ユニス、わたくしたちは〈東の宮〉の侍じ従じゆう長ちようから依頼されたのであって、ヘンリー殿下が望まれたわけではありませんわよ」

「そうですけどお。あんな言い方をされて、エステラ様は腹が立たないんですか？」

「殿下はまだ子どもですもの。なんとも思いませんわ」

「本当にぃ？　我慢してらっしゃいません？　本ほん音ねをおっしゃってください。この生意気なくそがきめ！　とか、ほんのちょっぴりでも思いません？」

　どうやらユニスはヘンリーを生意気なくそがきと認識しているらしい。ここまであけすけに言われると、無礼な発言をたしなめるどころか、思わず笑ってしまった。

「いいえ、まったく思いませんわ。だって……わたくしの幼い頃の方が、もっととんでもないくそがきでしたもの」

「エステラ様があ？　ご冗談でしょう？」

　ふふっと笑って、エステラは釘を打つ作業に戻った。

　さきほど取り付けた標示のすぐ隣に次の標示を並べて押し当て、金槌を握ったままの手を腰につけた作業袋に突っ込み、人差し指と中指で中身を探る。

　指先が新しい釘を探さぐり当て、摘つまみ上げようとしたときだった。

　ばきっ、と嫌な音と感覚がしたと思った瞬間、体が宙に放り出されていた。

　近くで甲かん高だかい悲鳴があがったが、エステラ自身は叫ぶ間もなく落下して地面に叩きつけられた。頭をかばって突き出した手のひらと膝に痛みが走り、歯を食いしばる。

「エステラ様！　大丈夫ですか!?」

「だ、大丈夫ですわ……」

「誰かー！　誰か来て！　エステラ様がお怪け我がを……！」

　心配をかけまいとすぐに起き上がりたかったが、体の方は痛みに悲鳴をあげている真っ最中で、顔を上げるのが精いっぱいだった。

「どうしたのですか!?」

　まもなくして、ユニスの呼び声に応じて赤毛をまとめ髪にした侍女が近づいてきた。標示の取り付け作業をはじめてから何度か見かけている、ヘンリーの侍女のキーラだ。

　彼女はエステラの姿を認めると、大げさなほどの身振りで口元を覆おおった。

「まあ、王妃様、なんてこと！」

　大急ぎで駆け寄ってくると、すぐに、きっ、とユニスを睨みつけた。

「あなたがついていながら、どうして王妃様がお怪我をなさるようなことになるの！」

「ご、ごめんなさい。危ないとは申し上げたんだけど」

「私ではなく王妃様に謝りなさい。そもそも、危ない仕事を王妃様に押しつけるなんて、いったい何を考えているの！」

「それは……エステラ様はこういうこと得意だっておっしゃるし、それにキーラ、あなただってエステラ様がはしごに上っているところを何度も見て……」

「そういう問題じゃないでしょう！　ああ王妃様、侍女が不ふ甲が斐いなくて申し訳ありません。どこか痛いところはございませんか？」

　すかさず跪ひざまずいて、手を差し出してくる。

　痛いところはあちこちあったが、ここで正直に打ち明けたらまたユニスに矛ほこ先さきが向きかねない。エステラはキーラの手を借りて起き上がりながらも、気丈に微笑んでみせた。

「大丈夫ですわ。わたくし、体は頑がん丈じような方ですの」

「そんなことおっしゃらずに、傷いためたところをお見せくださいませ……まあ大変！　血が出ていますわ！　すぐに手当てをいたしましょう！　起き上がれますか？　歩けないようでしたら、私が背負わせていただきますが」

「本当に大丈夫ですわ。ほらこのとおり」

　立ち上がり、その場で足踏みをしてみせる。手のひらと膝の傷口はまだ痛むが、地面を踏みしめても特に痛みが増すこともないので、本当に擦すり傷だけですんだようだ。

「いいえ、いけません。傷が化か膿のうしておみあしに傷痕が残るようなことになったら、陛下からどんなおしかりを受けるかわかったものじゃありません。最悪の場合、私たち全員が責任を問われて解かい雇こされる事態もありえます」

　解雇の言葉に、ユニスの顔がみるみるうちに青ざめた。

「エステラ様お願いです、手当てを受けてください！　わたしたちのお給金のためにも！」

　はしごから落ちたとき以上に切迫した様子で詰め寄られ、エステラは迫力に負けた。

「わ、わかりましたわ。では、ここの作業の続きをお願いしてもいいでしょうか」

「はい、このユニスにお任せを！」

　元気よく挙手をするユニスに、エステラは金槌と釘の入った布袋を手渡した。

「あと三カ所留めればいいだけですわ。ここが終わったら次は……」

「王妃様、行きますよ。傷は早めの手当が一番なんですから」

　キーラが強引に腕を引いてくるので、エステラは軽く謝って現場を離れた。

　案内されるまま〈東の宮〉の中に入り、長い廊下を抜けると、突き当たりに扉が出現した。キーラは扉を開けて進んでいく。その先は外だった。

　エステラは首を傾げた。ここで手当てをするのではなかったのだろうか。不思議に思って侍女の後頭部に視線を送ると、キーラは振り向かずに説明した。

「現在〈東の宮〉では包帯を切らしております。隣の城館に在庫があるはずですので、ご足労ですがおつきあいくださいませ」

「わかりましたわ」

　隣の城館へ行くのならばわざわざ〈東の宮〉の中を通る必要はないように思えたが、こちらの方が近道なのかもしれない。

　どことなく釈然としないまま侍女に従って小道を進んでいくと、その先にある庭木に囲まれた建物に辿たどりついた。

　王宮内の各建物には必ず一カ所以上に応急処置用の薬品と道具の設置が義務づけられている。これもヴィクリスが作った規則らしい。

　軋きしむ扉を開けてエントランスに入ったところで、エステラは思わず立ち止まった。

（……暗い、ですわね）

　まだ夕暮れ前だというのに、館の中には日がほとんど差し込んでいない。窓の外に植えられた高い樹木が日の光を遮さえぎっているのだ。

「どうかなさいましたか？」

「……いえ。あの、ランプはありませんの？」

「ここは普段使われておりませんので置いていません。真っ暗闇やみでもありませんし、明かりがなくても歩けると思いますが」

　婚姻前の健康診断の際に暗闇が苦手であることは申告してある。

　おかげで〈北の宮〉は夜でもあちこちに明かりが灯ともされていたが、そんな事情は他の宮殿の侍女は知らないだろう。厚意で怪我の手当てをしてくれると言っているのに、「暗いのが怖いから別の場所にしてほしい」などとわがままを言うのははばかられた。

「……そ、そうですわね」

　キーラは何を言い出すんだか、とでも言わんばかりに鼻を鳴らすと、また歩き出した。

（置いていかないでくださいませ！）

　エステラは胸中で叫び声をあげつつ、慌てて侍女の背中を追いかける。少し目を離すと、侍女のお仕着せが闇に紛れて見えにくくなり、余計に心細くなる。

　ぎゃあ、とつんざくような声にびくりと振り向くと、窓の外で庭木の枝が揺れていた。鳥の鳴き声のようだ。外の木々が鳥のたまり場になっているらしい。

「王妃様、こちらに」

　キーラがとある部屋の扉を開けて促してくる。エステラは急ぎ足で部屋に入った。とにかく早く手当てを終わらせてここを出たい。

　だが、部屋に一歩足を踏み入れたところで違和感を覚えた。

　部屋には寝台もテーブルも椅子もある。しばらく使用されていないのか少し埃ほこりを被っているのは気にかかったが、そんなことは些さ末まつな問題だった。

　窓がないのだ。より正確に言えば、天窓しかない。

　木々の枝に遮られてかすかな光しか差し込まないせいで、廊下よりもさらに暗かった。

「あの、キーラ──」

　振り返った瞬間、ばたん、と鼻先で扉が閉められた。

　意味がわからずしばし呆然と立ち尽くしているうちに、がちゃん、という硬い音がして、足音が遠ざかっていくのが聞こえてきた。

　嫌な予感がした。慌てて扉の取っ手を回すと、がちりと途中で引っかかった。外側から鍵をかけられている。閉じ込められた。

「……冗談でしょう？　キーラ、ここを開けてくださいませ、キーラ！」

　必死に叫んでも、扉を叩いても、侍女は戻ってこない。

　天窓から差し込む陽光は、次第に陰り、朱しゆを帯おびはじめていた。
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　ヴィクリスはルパートをともなって王族の居住区に向かっていた。

　辺りは既に濃い闇に満たされており、月のない夜空には無数の星々が瞬またたいていた。

　そのまま視線を南の空に向ける。まだ女王座は輝いていない。

　女王座が輝く季節に女王または王妃が不在だと凶きよう作さくになる──

　ヴィクリスはカミラの呪いを信じてはいない。だが、信じる臣民が多い以上、ただの迷信だと一いつ蹴しゆうするわけにはいかなかった。

　今度の結婚はせめて半年は保たせたいところだが、最長記録が一カ月弱なので実現できるかどうかは自信がない。

（彼女には悪いが、次の王妃候補者の選定も同時に進めた方が……なんだ？）

　星明かりを頼りに小道を進んでいくと、〈東の宮〉の前を通りかかったところで玄関前にランプの明かりが集まっているのが見えた。使用人たちが輪を作るように顔を突き合わせて、何やら話し込んでいる。

　このあたりは立ち話を禁止している区域ではないが、気に掛かった。

「そこで何をしている！」

　ヴィクリスが声をかけると、使用人たちはびくっと肩を震わせて振り返った。

　主に〈東の宮〉と〈北の宮〉の使用人だった。ヴィクリスはすべての使用人の顔と名前と契約内容を把握している。〈東の宮〉の前に〈東の宮〉の使用人がいるのは自然だが、〈北の宮〉の使用人まで集まっているのはただごとではないと思えた。

「何かあったのか？」

　使用人たちが怯えた様子で顔を見合わせる。そのときだった。

「叔父上ーっ！」

　嬉き々きとした呼び声とともに、宮殿の裏からヘンリーが息せき切って駆けつけてきた。

　窓からヴィクリスの姿を見つけて、慌てて外に飛び出してきたのだろう、走ってきたそのままの勢いで懐に飛び込んでくる──のを、ヴィクリスは寸前でひらりとかわした。

「ちょ、わあああああ！」

　ヘンリーは勢い余って頭からすっ転んだ。ずざっと固い地面の上を俯うつぶせで滑すべり込んで止まると、うう、と小さな呻うめき声を漏らして起き上がる。

「あんまりです叔父上……」

　涙目で見上げてくる幼い甥を、ヴィクリスは平然と見下ろした。

「ヘンリー。私は予告なしに抱きつかれるのは好まないと何度も言ったはずだが？」

「そ、そうでした……」

　ヘンリーはすかさず駆け寄ってきた侍女の手を借りて起き上がった。侍女がハンカチで王子の頰ほおについた汚れを拭ぬぐい、別の侍女が衣服についた埃を手で払い落とす。

「それで、何があったんだ？」

　使用人たちの顔を見渡しながら訊ねると、視線が一斉に虚うつろになった。さすがに一国の王に対して視線を逸そらす度ど胸きようのある者はいないらしい。

　やがて、意を決した様子で一人の侍女が前に進み出た。〈北の宮〉の侍女ユニスだ。

「お、恐れながら、陛下にご報告申し上げたいことがあります！」

　こうべを垂れ、緊張に声を裏返しながら続ける。

「実は、三時間ほど前からエステラ様のお姿が見あたらなくなりまして……」

「なんだと？」

「も、申し訳ございません！　実はエステラ様が怪我をなさって……と言ってもちょっと擦りむいたくらいだったのですが」

　気まずそうに言いながら、ちらちらと、ある侍女の方を横目で見る。視線の先には〈東の宮〉の侍女キーラがいた。

　キーラはユニスの視線に不快そうに眉をひそめ、すまし顔を作って一歩進み出た。

「王妃様の怪我は〈東の宮〉で手当てをさせていただきました。その後、少し目を離した隙すきに行方ゆくえがわからなくなってしまいました。おそらくですが、キャロライン様と同様、ここでの生活が合わず逃げ出されたのではないかと──」

「勝手に決めつけないで！　エステラ様はここの生活に慣れてきたところだったんです。いきなりいなくなるような真似、なさるわけがありません！」

「あなたこそ、王妃様のお気持ちを決めつけているのではなくて？　不安を抱えておいでなのに誰にも打ち明けられずにいたのだとしたら、あなたの責任だわ」

「なんですって！」

「はいはい、そこまでにしてください」

　ルパートが手を叩いて制止すると、侍女たちは睨み合いながらも押し黙った。ヘンリーがいまはじめてルパートに気づいた様子で「げっ」と呟き、近くにいた侍従長の後ろにささっと隠れる。

　ヴィクリスは二人の侍女の顔を交互に見比べた。どちらが噓をついているか判断するよりも先に、確認するべきことがある。

「一つ聞きたいのだが、エステラはなぜ怪我をした？」

　ユニスがいまにも泣き出しそうな顔で申し開きをした。

「本当に申し訳ございません！　実はそこに標示をつけるためにはしごに上って……」

　震ふるえる声でことこまかに状況を説明してくるのを聞きながら、ヴィクリスは周囲を見回した。くだんのはしごらしきものが壁に立て掛けてあるのを見つけて近づくと、「あ、それです！」とユニスが声をあげた。

　ルパートが急いではしごに近づき、しゃがんで確認する。

「陛下、これを見てください」

　言われるままに近づいて確認する。はしごの右足が中途で折れてささくれ立っているが、問題は折れ口だ。半分くらいまでがノコギリで切ったような断面をしている。

「このはしごはどこから持ち出したものだ？」

「〈東の宮〉の物置からです！　〈北の宮〉から持ち込むのは不便でしょう、って言われたので借りました」

　ユニスがすかさず声を張りあげる。キーラが即座に睨みつけるが、ユニスはなぜ睨まれているのかわからない顔をしている。

（なるほど。そういうことか）

　ヴィクリスはキーラに冷ややかな目を向けた。

「〈東の宮〉の備品に、なぜこんな、体重をかければすぐに折れるような細工が？」

「わ、わかりません……」

「わからない？　それはおかしい。備品の管理担当は君のはずだ」

　キーラの表情が一瞬で凍こおりつく。一国の王が備品の管理担当まで覚えているとは思いもしなかったのだろう。

「備品管理の杜ず撰さんさについては査定につけさせてもらう。それで、エステラの行方に心当たりがある者はいないのか？」

　使用人たちは静まり返った。〈北の宮〉の侍女と兵士たちだけが配そうな視線を交わし、他の部署の使用人たちは申し訳なさそうに俯うつむくのみだ。ただ、俯きながらもキーラは助けを求めるようにヘンリーに視線を送っていた。

「いかがなさいますか？」

　ルパートが声をひそめて訊ねてくる。彼もまた薄々気づいているようだ。

「心当たりがある。おまえは念のためここにいる全員を聴ちよう取しゆしろ」

「仰おおせのままに」

　恭うやうやしく一礼する補佐官を置いて、ヴィクリスは踵きびすを返した。
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　暗闇の中で、エステラは震える自分の体を抱きしめてうずくまっていた。

　既に天窓からはほとんど光が差し込まなくなっている。樹木の生おい茂しげった枝葉がわずかな星明かりまでもを完全に遮ってしまっているのだ。

　閉じ込められてからしばらくは扉に体当たりをしたり、椅子を扉に叩きつけたりと脱出を試みていられたが、その気力は部屋が暗闇に閉ざされた瞬間に消え失せていた。

　ねっとりと絡みつくような闇が全身を縛り、うずくまる以外の動きを封じてくる。

（聖アンナ様、罪深いこの身をお許しください。神様、どうかこの身をお守りください。聖アンナ様──）

　がちがちと歯を鳴らしながら、エステラは一心不乱に祈り続けていた。

　祈り続けていなければ昔のことを思い出してしまう。

　いたずらに業ごうを煮やした父に酒蔵へ閉じ込められたあの日。

　何も見えない闇の中から摑みかかってきた正体不明の冷たい手の温度を、エステラは忘れたことがない。いまにもあの魔物じみた冷たい手が伸びてきて、腕を引いてきそうな気がする──

（いや、いや、いやあ！　助けて、助けて、神様、聖アンナ様！）

「──おい、しっかりしろ！　おい！」

　その瞬間、強い揺れが全身を襲った。

　はっと我に返ると、もう視界は闇に閉ざされていなかった。

　橙だいだい色いろのランプの明かりが、目の前にいる男の顔を浮かび上がらせている。

　癖くせのない黒髪と銀灰色の双そう眸ぼうをぼんやりと眺めていると、頰を軽く叩かれた。

「大丈夫か？　私がわかるか？」

（陛下？）

　口に出したつもりが、唇が震えて声にならなかった。

「ようやく我に返ったか」

　ふうと嘆たん息そくすると、ヴィクリスはエステラの肩から手を離した。

　どうして彼がここにいるのだろう。

　訊ねたくともまだ声が出せずにいると、彼はエステラの視線や表情から読み取ったらしく、「ああ」と朴ぼく訥とつとした声音で説明してくれた。

「君が使用したはしごに脚が折れるよう細工がしてあった。管理責任者はヘンリーの侍女だ。それでヘンリーの侍女が立ち入りできる区域で、暗闇が苦手な者を閉じ込められる場所を考えたところ、ここが思い当たった」

「……陛下は……」

　ようやく少し落ち着いてきて、エステラは声を絞しぼり出した。

「陛下は使用人全員の立ち入り可能な場所を把は握あくしておいでなのですか？」

「規則の大半を作ったのは私だ」

　何を当たり前のことを言っているんだ、とばかりに眉をひそめる。

（……そういうことでしたのね）

　王宮に勤めている人間は兵士を除いても数百名、職種は数十に及ぶ。

　全職種の雇用契約書の内容を記憶しているのだとしたら、ヴィクリスがいままで王宮内に標示をつけようという考えに及ばなかったのも納なつ得とくがいった。

　なまじ記憶力に優れているため、自分の雇用契約書すらまともに暗記できない者の気持ちがわからなかったのだ。

「甥の無礼を謝罪する。それと、私自身の不始末も。君の過去は伯爵から聞いている。暗闇が苦手な妃を迎えておきながら、王宮内のすべての部署に照明器具を用意していなかったのは私の落ち度だ。恐ろしい思いをさせてすまなかった」

「そんな、陛下が謝あやまられることでは……っ」

　胸の奥から熱いものがこみ上げてきて言葉に詰まった。

　恐ろしい思いをさせてすまなかった──そう言われて、初めて気がついた。

（わたくし……怖かったんですのね）

　暗闇の恐怖から解放された安あん堵ど感かんからか、涙が溢れ出してきた。

「二度とこんなことがないよう、再発防止に全力で取り組むと約束する。ヘンリーにもきちんと謝罪させる。だから泣き止やんでくれないか」

「は、はい……」

　返事はしたものの、一度堰せきを切ってしまったものは止められなかった。ハンカチを取り出して目元を拭い、口元を覆っても、次から次へとこぼれ出してきてしまう。

「すぐには無理か。エステラ、こちらを見ろ」

　両肩を摑まれて顔を上げると、真剣な眼差しがこちらを射貫いた。

　息を吞のむエステラに向かって、ヴィクリスは唇を開き──べろり、と舌を出した。

「……？」

　引き結ばれた唇から垂たれ下がる舌を、エステラは茫ぼう然ぜんと眺めた。意味がわからない。

　ヴィクリスは表情を変えずに舌を引っ込め、不可解そうに眉をひそめた。

「おかしいな。昔からこれをやると、ヘンリーは泣き止んで笑ったのだが」

　エステラは彼が何をしたいのか、ようやく気がついた。

（もしかして……べろべろばーのつもりですの？）

　彼なりに泣き止ませようとしているらしいが、いくらなんでもべろべろばーはないだろう。おまけに下へ手たすぎる。表情がほとんど動いていない。

「笑えないか？」

　ヴィクリスは再び舌を出し、それを指差してみせる。

　真顔でべろべろばーだかあかんべーだかをしている王を見つめていたら、じわじわとお腹のあたりが引きつってきた。

　いけない、と思いつつも抑えられない。

「……ふふふ、あはははは！　も、申し訳ありませ……ふっふふ、あははははは！」

　涙から一転、今度は笑いが止まらなくなる。おかしくてたまらない。

　これが内戦の英雄にして、人間不信に取り憑つかれた猜さい疑ぎ王おう？

　少なくとも、泣く子を笑わせようと舌を出す姿を見るかぎりでは、彼は人よりも少し不器用なだけの、心優しい二十二歳の青年でしかない。

　ヴィクリスは舌を引っ込めると、ふ、と満足そうに頰を緩めた。

「やはり泣く子にはこれが一番効くようだ……立てるか？」

　エステラは指で涙を拭いながら頷いた。いつまでもこんな暗いところにはいられない。

　床に手をついてなんとか立ち上がろうとする。が、膝にも腰にも力が入らず、くたりとまた尻をついてしまった。

「す、すいません、すぐに動けるように……」

　と言い終わる前に、ひょいと抱き上げられる。気がつけばヴィクリスの腕の中に収まっており、あまりにも近い距離にある異性の顔に思わず息を吞んだ。

「陛下……!?」

「生あい憎にくと君が歩けるようになるまで待つ暇はない」
















　ヴィクリスはエステラを器用に片腕だけで支えると、もう一方の手で床ゆかに置かれていたランプを拾い上げて差し出してきた。受け取れ、という意味だろう。

　エステラがランプをおっかなびっくり受け取ると、ヴィクリスは再びエステラの体を両腕で支え直した。そのしっかりとした手つきは、初対面で逃げるように身を離した猜疑王と同一人物とは思えない。

「あの、陛下は他人に触れるのがお嫌いなのでは……」

「もちろん嫌いだ。だが腰を抜かして泣く娘を警戒する理由はない──急ぐぞ」

　ヴィクリスはエステラを抱えて扉をくぐった。歩幅の広いきびきびした足取りのせいであっという間に廊下を抜け、城館の外に出る。

　一刻も早く〈北の宮〉へ帰そうとしてくれているのかと思いきや、彼が別の宮殿に向かう小道に入ったことに気づき、エステラはぎょっとした。

「あの、いったいどちらへ……？」

「〈東の宮〉に決まっている。甥の教育のため、君には協力してもらう」

　ものすごく嫌な予感がした。







　外に出たとたんさらに歩調が早くなる。

　はじめは落とされまいとしがみついていたものの、やがて〈東の宮〉の前に集まる人々の角灯の明かりが見えてくると、自分の置かれている状況を思い出して焦った。

「わたくしはもう歩けますから、下ろしてくださいませ！」

「本当に歩けるのか？　絶対に歩けると断言できるのか？　下ろしてみたら歩けなかった、となったら私を騙だましたと判断するが」

　こんな状況でも彼はこじらせていた。

（下りてみないと歩けるかどうかなんてわかりませんわ。でも、試しに下ろしてもらったところで歩けなかったら陛下の不興を買って離縁に……）

　しばし悩んだ末、エステラはひしっとヴィクリスの首にしがみついた。

「ぜ、絶対にわたくしを落とさないでくださいませ！」

「承知している」

　やがて〈東の宮〉の前に差し掛かると、集まっていた使用人や兵士たちがこちらに気づいてわっと近づいてきた。ルパートの姿もある。彼はエステラを見て、おっ、と目を丸くした後、なぜか嬉うれしそうに微笑んだ。

「エステラ様っ！」

　そんな彼を押しのけ、真っ先にユニスが駆け寄ってきた。

「よかった、ご無事だったん──」

「邪魔だ、退どけ」

「はいぃっ！」

　王に睨みつけられて、ユニスが泣きそうな顔をして飛び退すさった。

　使用人たちの集団が申し合わせたように二つにわかれ、道が開けたところをヴィクリスが通り抜けていく。その後をルパートが追いかけてこようとして、兵士に制止される。

　玄関の扉が開かれると、ヴィクリスは颯さつ爽そうと玄関ホールに入っていった。赤あか絨じゆう毯たんの敷かれた大階段を上り、吹き抜けに面した通路を突き進む。

　目的の部屋の前まで来ると、侍女や侍従たちが慌てて制止してきた。

「陛下、ヘンリー殿下はもうおやすみになられて……」

「叩き起こせ」

「で、ですが……」

「できないのならそこを退け。私が叩き起こす。それと扉を蹴け破やぶられたくなければ開けろ。両手が塞ふさがっている」

「……あの、それでしたらわたくしを下ろした方が」

　エステラが言い切るより早く、ヴィクリスが長い足を上げる素振りをみせる。侍従はこの王ならやりかねないと思ったらしく、血相を変えて扉を開けた。

　我が物顔で控えの間に入ると、壁際に置かれた天鵞絨ビロード張りの長椅子に近づいていき、そこへ壊れ物を扱うような慎しん重ちようさでエステラを下ろした。

「あ、ありがとう、ございますわ……」

　ぎこちなく礼を述べたそのとき、ちょうど奥の扉が開き、夜着姿のヘンリーが侍従とともに現れた。

　既に就寝したと聞いていたが、青ざめた表情からは寝ね惚ぼけた様子はまったく窺えない。眠っていなかったわけではなく、叩き起こされて眠気が消し飛んだのだろう。

「叔父上……」

「反省も謝罪も、早ければ早い方がいい。自分の不始末は自分でつけろ」

「……わかりました」

　殊しゆ勝しように頷いて、ヘンリーは上目遣いでこちらを見た。一瞬視線を逸らして不満そうな顔をしたものの、しぶしぶといった様子で頭を下げる。

「いたずらをして、怪我をさせて、悪かった……これでいいでしょう、叔父上」

「許すかどうかを決めるのはエステラだ。それで、どうだ？　ヘンリーを許すか？」

　その問いの答えには迷う余地はなかった。

「許しますわ」

　ヘンリーがはっと目を見開き、ヴィクリスが気難しげに眉をひそめる。

「いいのか？　君は心の傷を抉られるような恐ろしい思いをしたのではなかったのか？」

「ええ、とても怖かったですわ。真っ暗で何も見えなくて、あまりの恐ろしさに頭がおかしくなりそうでした……でも、ヘンリー殿下のお気持ちもわかりますの」

「出会ったばかりの君へ理り不ふ尽じんな行いをした理由がわかると？」

「いいえ。悪戯いたずらをして騒ぎを起こした理由が、ですわ──殿下はきっと、陛下に構かまってほしかったのだと思います」

　その瞬間、ヘンリーがかっと頰を朱に染めて身を乗り出した。

「ば、馬鹿を言うな！」

「ヘンリー、座りなさい……なぜそう思う？」

「わたくしがそうでしたから」

　エステラは自分の胸に手を当てて苦笑した。

「わたくしはとても甘やかされて育ちました。ほしいものはなんでも手に入り、屋敷の誰もが毎日わたくしの遊び相手になってくださいました。けれどわたくしが七歳の頃、弟が生まれてから生活が一変しました。待たい望ぼうの世継ぎの誕生に家中が沸わき立って……気がつけば、わたくしを構ってくれていた人たちはみな弟の方へ行ってしまいました」

　残されたのは世話係の侍女一人と、本や人形などのたくさんの遊び道具、そして可か愛わいいドレスや小物の数々だった。それだけでもじゅうぶんすぎるほど恵まれているのに、我わが儘ままなエステラは満足できなかった。

「みんなの関心を取り戻そうと必死になりました。けれど、ダダをこねても相手にしてもらえません。それどころか、おまえはお姉様になったのだからしっかりしなさいと窘たしなめられて……でも、いまさらそう言われても納なつ得とくなどできませんでした。それでわたくしは、過あやまちを犯おかしました。つまり、いたずらをして、注目を浴あびようとしたのですわ」

　何度おしおきを受けても構わなかった。

　叱しかられている間だけは、父や母の関心は自分に向いていると確信できたからだ。

　暗い満足感を覚えながらいたずらを繰り返し、ついにはバークワース家に代々伝わる家宝の聖せい遺い物ぶつを破壊してしまった。そしておしおきとして酒蔵に閉じ込められ──暗闇に潜む、冷たい手をした何者かにさらわれそうになった。

　その手の主が何者だったのかはわからずじまいだ。夢を見ていたのではないかと言う者もいる。けれど、当時のことはいま思い出しても体が震え出しそうになる。

「ヘンリー殿下はわたくしと似ている気がいたしますの。他ひ人と事ごととは思えませんわ。いたずらっこの先輩として、後輩の過ちは水に流します。罪を憎にくんで人を憎まず、ですわ」

「罰を与えなくていいのか？」

「既に殿下は相当なお叱りを受けたご様子。ならば、わたくしから望むことはただ一つだけですわ……陛下。ヘンリー殿下を抱きしめて差し上げてくださいませ」

　ヴィクリスが不意打ちを食らったように目を瞠みはった。

「……抱きしめる？」

「ヘンリー殿下はご両親を亡くされて、寂さびしかったのだと思いますわ。愛情に飢うえておいでなのです。お心が満たされれば、もういたずらをしようなどと考えないでしょう」

「さ、さっきから黙って聞いていれば、勝手なことを言うな！」

　ヘンリーが激げき昂こうして詰め寄ってきた。

「僕はおまえとは違う！　一人前の紳士だ！　子どもじゃあるまいし、お父上やお母上が御み園そのへ旅立たれたからといって、寂しくなんてない！」

「では、どうしてこの間は礼拝堂で泣いてらっしゃいましたの？」

　ぐっとヘンリーが息を吞んだ。抗議するように口を動かしたものの、なんの言葉も紡つむげずに唇を引き結ぶ。その態度で憶測は確信に変わった。

（やっぱり、あれは泣いていましたのね）

　朝の礼拝堂で出会ったあのとき、迎えにきたユニスに無理を言ってでもヘンリーの後を追いかけていればよかった。そうすれば、こんな騒動など起きなかったかもしれない。

（わたくしの不徳のせいですわ。よりいっそう修行に励はげまなければ）

　ヴィクリスはしばし考え込んでいたが、ややあって足を踏み出した。

　竦んだように立ちつくしているヘンリーの目の前まで進み出ると、自分の腰当たりにある小さな肩に手を伸ばした。

「お、叔父上」

　驚いたように顔を上げる甥を、正面から抱きすくめる。

　時間にしてみればほんの数秒ほどの短い抱擁だった。だがヴィクリスが体を離したときには、幼い王子の目は潤うるみ、激しく揺れていた。

「お、じ、うえ……」

　ぽたり、と大粒の涙がこぼれ落ちる。

　それを皮切りに、ヘンリーはわあああっ、と声をあげて泣き出した。

「ごめんなさい、ごめんなさい……！」

「男が声を上げて泣くものではない。ほら」

　ヴィクリスは甥に見せつけるように舌を出してみせる。

　だがヘンリーは泣き止まない。叔父の上着に爪を立てて、わんわんと泣きじゃくる。

「なぜ泣き止まないのだ。エステラには効いたのに」

　幼い王子が悲しみや恐怖からではなく、嬉しくて泣いているのだということが、彼にはわからないらしい。

　困り果てる王の姿が微笑ましくて、エステラはこっそりと口元を綻ほころばせた。
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「エステラ様、次の問題です。〈庭園の章〉第三条は？」

「ええと……『庭園では原則として茂しげみに身を隠してはならない。ただし不審者、獣けもの、求婚者から逃げているときは可』」

「正解です」

　柔やわらかな日差しが差し込む室内で、エステラはユニスと婚前契約書の勉強の答え合わせをしていた。この〈庭園の章〉あたりはユニスの雇こ用よう契約書の条項とも重複する部分なので、互いに教え合って暗記している。

「さすがエステラ様、覚えるのが早いですね。輿こし入いれされてまだ一週間も経たっていないのに、もう半分も暗記されるだなんて」

「そんなことありませんわ。一晩眠ったら忘れてしまいそうですもの」

「そしたらまた覚え直せばいいだけですよ。一緒に契約書マスターを目指しましょう！」

「ええ、もちろんですわ！」

　脳のう裏りに、真顔で舌を出すヴィクリスが思い浮かぶ。

（助けていただいたご恩は必ずお返ししますわ。そのためにも婚前契約書や規則を完かん璧ぺきに覚えて、立派な王妃にならなければ！）

　エステラはやる気に満ちあふれていた。

「それでは、次はわたくしが出題しますわね。〈北の宮の章〉第十三条──」

　ユニスの雇用契約書を開いて問題を出しかけたとき、素早いノックの音が響いた。

　どうぞ、と答えるのと同時か少し早く、勇いさみ足気味に侍じ女じよたちが駆かけ込んでくる。

「エステラ様！」

「まあ、どうなさいましたの？」

　息せき切ってやってきたのは、今日は休暇を取っているはずの侍女二人だった。

　城下にでも繰り出していたらしく、お仕着せではなく流行の外出着に外がい套とうを羽織っている。が、その表情は仕事中でも見かけないほど真剣そのものだった。

「これを見てください！」

　と突き出されたのは、新聞だった。

　ミストリアでは新聞といえば週刊新聞が主流だ。週に一度、一週間分の事件や出来事などが掲載される。だが、受け取った新聞には「不定期」の文字があった。

（『ジャック・オー・ランタン』……？　変わった紙名ですわね）

　新聞紙名としてはふざけた名称のそれをめくってみて、エステラは硬直した。

『十三番目の妃は〝女王座〟対策の雇やとわれ王妃か？』

　衝撃的な見出しに、心臓が大きく跳はね上がる。

「な、なんですの、これは……」

「最近王都を騒がせている風刺新聞の最新号です。王室への皮肉と批判が多めの低てい俗ぞくな新聞なんですけれど、他の新聞より安くて派は手でな記事が多いので人気で……それより、この記事は本当なんですか？　エステラ様が半年限定の契約王妃だって……」

「噓うそですよね、エステラ様。こんなのでたらめだっておっしゃってください！」

　私服の侍女が不安そうな顔で見つめてくる。

　言葉に詰まった。噓かと問われれば本当だ。しかし、ミストリアの未来を考えれば、契約王妃だと認めるわけにはいかなかった。

（とにかく、陛下にお伝えしなければ……！）

　エステラは勢いよく立ち上がった。

　おおっ、と見上げてくる侍女たちを残して、部屋を飛び出していく──つもりだったが、ユニスを含む侍女たちがぞろぞろとついてきてしまった。

（いったいどうなっていますの？　契約王妃の件は、一部の貴族にしか知らせていない極秘事項ではありませんでしたの？）

　脳内に疑問符を浮かべながら廊下を抜け、玄関ホールに差し掛かったときだった。

　玄関からヴィクリスが足早に入ってきた。右手に握りしめられた新聞を見るに、彼も記事の件で来たのだろう。視線が交こう錯さくする。

「陛下、あの記事は──」

　たたっと小走りに駆け寄り、彼の手前で足を止める。

　だが、ヴィクリスの方は立ち止まらなかった。

　え、と思った瞬間には、エステラは彼の両腕に抱きしめられていた。

　背後で、きゃー！　とユニスら侍女たちの黄色い歓かん声せいがあがる。

（え？　え、ええ、えええええー!?）

　エステラは混乱した。

　硬直して目を白黒させていると、ヴィクリスは耳元に口を寄せて囁ささやいた。

「すまない、エステラ。愛いとしい君を不安がらせるつもりはなかったのだ」

（い、愛しい──!?）

　混乱に満ちた脳内で爆発が起きる。

　まさか彼の口から甘い言葉が飛び出すことがあるとは思わなかった。そもそも彼には疑いの目を向けられてばかりで、そういう仲にもなっていない。何かの間違いでなければ、体調不良による奇行としか思えなかった。

「陛へい下か、いったいどういう──」

　ことですの、と言い切る前に気がついた。

　ヴィクリスはひどく切せつ迫ぱくした表情をしており、額ひたいに青筋を浮かべていた。

（も、ものすごく無理してらっしゃる！）

　エステラを愛している演技をしているのだと、一瞬で理解した。だがなぜこのタイミングではじめたのだろうか。新聞記事と関係があるのだろうか。

　とにかくヴィクリスの顔色の悪さが気になり、エステラは彼の頰ほおに手を伸ばした。

「陛下、顔色が悪いですわ。いったい何がありましたの？」

「君こそ、不安に満ちた表情をしているではないか。すまない、私が不ふ甲が斐いないばかりに君の繊せん細さいな心を苦しませてしまった。だが安心してくれ。低俗な記事に心を痛める必要はない。私の心は永遠に君だけのものだ」

　頰に添えていた手を搦からめ捕とり、手の甲にそっと唇くちびるを押しつける。

　エステラは声にならない悲鳴をあげた。貴族の令嬢にとっては自然な行為かもしれないが、修道院生活が長い元令嬢にとっては刺激が強すぎる。

「へ、陛下……！」

「そうやって初うい々ういしく恥はじらう君も可か愛わいらしい」

　これがもし優しく微笑ほほえまれて言われたのならば、うっかり勘かん違ちがいしたかもしれない。

　だが実際は甘さ皆かい無むのしかめ面つらで、さらにさきほどより青筋が増えている。

「……いったい何がありましたの？」

「……すまない。不快だろうが少し我が慢まんしてくれ」

　声をひそめて訊たずねると、ヴィクリスもまた声をひそめて答えてきた。

「不快ではありませんけれど……事情を説明してくださいませ」

「わかっている。その話をするために君を呼びに来たんだ」

　ヴィクリスに丁てい重ちように手を引かれて、エステラは宮殿を後にした。







　睡すい蓮れんの浮かぶ人工池に面した四阿あずまやを、清涼な風が駆け抜けていく。

　かすかに響ひびく心地ここちよい水音に水鳥の鳴き声、そしてほんのりと漂ただよう花の香り。やわらかな昼前の日差しも相まって穏おだやかな空間を演出してくれているはずなのだが、こちらに向けられる殺気だった視線のせいで、エステラは落ち着けなかった。

「あのう……なぜ、あんなに猫が集まっているのでしょうか……」

　四阿の周囲には、たくさんの猫が集結していた。

　ざっと目算して三十匹はいるのではないだろうか。こちらに近づきたいが何かが邪じや魔まをして近づけないといった様子だ。

　新聞記事の話を聞くために移動したものの、猫が気になってしかたがない。

「このあたりはなぜか野良猫が多いんだ。なぜか」

　ヴィクリスが自分で淹いれた紅茶をすすりながら言った。

　なぜか、と言ったときに、四阿の柱に寄りかかっていたルパートが気まずそうな顔をして視線を逸そらしたので、狐きつね顔がおの補佐官が何か関わっているのだろう。

　ちなみにエステラが飲んでいるのもヴィクリスが手ずから淹れたものだ。彼は信用のおける人物が淹れた茶しか飲めず、またルパートが最高級の茶葉を台無しにする天才なので自分で淹れ方を覚えたらしい。

「少し待っていてくれ。いますぐ追い払う」

　ヴィクリスはそう言ってカップを受け皿に下ろすと、ぎろり、と猫たちを睨にらみつけた。

　とたんに、にぎゃあ！　と悲鳴じみた鳴き声をあげて、猫たちが退散していく。

「邪魔者がいなくなったところで、本題に入ろう」

「……はい」

「この新聞記事だが、遅かれ早かれこうなるだろうことは想定の範囲内だ。少々早すぎる気もするが、対策は考えてある」

　ヴィクリスが長い指で、とん、と記事の一部分を叩たたいた。

　そこには、短期で離婚することが前提の契約王妃にカミラの呪いを振り払えるのか、もし今年も凶きよう作さくになれば国王夫妻が神聖な結婚を冒ぼう瀆とくした結果だろうと書かれている。

　冒瀆の文字に胸の奥が痛み、新聞に添えた手が思わず震ふるえた。

「気にするな。ただの飛ばし記事だ。君との結婚が短期契約だという証拠は残していない。バークワース伯はく爵しやくからの説得の手紙もすべて処分してある」

「ですが……」

「陛下、エステラ様は証拠の心配をしているわけではないのですよ」

　ルパートが苦笑いを浮かべてテーブルに近づいてきた。

「エステラ様、そもそも『神聖な結婚』とはなんでしょう？」

　少し身を屈かがめてこちらを覗のぞき込みながら、家庭教師が教え子に教え諭さとすような穏やかな声こわ音ねで訊ねてくる。エステラはルパートの顔と新聞記事を見比べながら答えた。

「愛のある結婚のこと……でしょうか」

「ならば、この世界に愛のある結婚がどれだけあるとお思いですか？　貴族や豪商の多くは政略結婚です。農民や職人の結婚とて利害関係が絡からむケースは多々あります。借金のために幼おさない娘を老人に嫁とつがせることに比べれば、この結婚は健全な方だとは自分は思いますね。国民を呪いの不安から守るためのものなんですから」

「そうかもしれません。でも、今年もし何か災害が起きるようなことがあれば、わたくしが偽にせの王妃だから王妃の役目を果はたせなかったということになりませんか？」

「ならない」

　断言に驚いて顔を向けると、ヴィクリスがしかめ面で紅茶をすすっていた。

「過去に王妃が健在でありながら災害が起き、不作になった年もあった。王妃がいれば必ずしも災害が起こらないというわけではない。それを呪いなどと、馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

「陛下は呪いを信じてらっしゃらないのですね」

「当然だ。カミラは歴代の王の一人でしかない。私も王だ。つまり、彼女と私は同等の立場にある。呪い？　そんなものがあったとしてもはね除のけてみせる。彼女にできることが私にできないはずがない」

　エステラは思わず目を瞬しばたたいてヴィクリスを見つめた。

　迷いのない声音から、呪いではないと断言できるだけの確かな知識と、国の頂点に立つ者としての揺るぎない自信が窺うかがえる。

（この方は……王なんですわ。生まれながらの）

　本来ならば王位継承権が回ってくることはめったにないはずの、五番目の王子。

　王位争いで内戦を起こしたのは彼の兄や姉たちであって、彼は実じつ兄けいの側についていただけにすぎない。それはわかっている。

　けれど、戦いくさで命を落とした人々には申し訳ないが、すべては彼が王位につくための天の配剤だったのではないか、と思えてしまった。

「どうした？」

「いえ……おっしゃるとおりだと思いますわ。陛下ならば、カミラの呪いを打ち消せそうな気がいたします」

　ヴィクリスは驚いたように目を見開き、持ち上げかけたカップを受け皿に戻した。

「ああ。そうだな、私がこの世界を去るときは呪いを打ち消していくことにしよう。ルパート、私が死にそうになったらこのことを思い出させろ」

「かしこまりました」

　ルパートは笑いを堪こらえているような表情で一礼した。

「あの、それで相談というのはなんでしょうか？　この記事を気にしないように、ということでしたら納なつ得とくいたしましたわ」

　どちらにせよエステラは契約期間が終了するまで王宮から一歩も出る予定はないし、王宮から出ないのならばどんな記事を書かれても気にはならない。

　だが、ヴィクリスとルパートは厳しい表情になって顔を見合わせた。

「君の言うとおり、記事で書かれたことに関しては気にする必要はない。だがこの新聞の、国民の不安を煽あおって金を巻き上げるようなやり口は見過ごせない。かといって、記事に抗議をするにしても〝ジャック〟は所在不明だ」

　ジャック、と口に出したときにヴィクリスの表情が少し陰った気がした。

　よくよく紙面に目を落として確認すると、発行人のところにその名があった。

「陛下は、ジャックという方をご存じなのですか？」

「……内戦中に、少しな」

　ヴィクリスは言葉を濁にごした。

　補ほ足そく説明を求めてルパートを見ると、彼は困ったように肩をすくめてみせた。

「ジャックは内戦中、うちの陣営に協力してくれた情報屋です。あるときは役者、あるときは詐さ欺ぎ師し、またあるときは占い師。共通点はなんだと思います？」

「……まったくわかりませんわ」

「言葉を使って人心を操る専門家」

　ヴィクリスが代わって答えると、ルパートは「正解」と人差し指を立てた。

「そして現在は新聞記者。本人はペンで戦う情報の騎士、とかなんとか言っているようですけどね。いろいろあって仲なか違たがいしてしまいましたが……」

　ヴィクリスが咳せき払ばらいして注意を促うながした。

「とにかく、ジャックの居場所が知れないかぎりはどうにもならない。売り子を捕まえても蜥蜴とかげの尻尾しつぽ切りだ。よって、記事の信用を落とすことにした──そこで、君に相談というか頼みがある」

　含みのある物言いに不安になった。

　信用を落とすということは、新聞社の悪評でも広めようというのだろうか。

「何をすればよろしいんですの？」

　ヴィクリスは一瞬、苦渋に満ちた表情になったあと、神しん妙みように切り出した。

「私と、熱愛夫婦になってほしい」

「……は？」

　エステラは思わずドレスに紅茶を零こぼしてしまい、熱さに悲鳴をあげた。
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　その日、王宮の中央庭園に面した柱ちゆう廊ろうは使用人たちで溢あふれかえっていた。

　遠とお眼鏡めがねを持った侍女や侍じ従じゆう、兵士、料理番に洗濯番、書記官に医務官、その他もろもろの使用人たちの目当ては、現在庭園を散策している一組の夫婦にある。

「信じられねえ。俺は夢でも見てるのか？　誰だれか俺を殴なぐってくれ……いてえ！」

「もしや陛下はご病気なのでは？　高熱で猜さい疑ぎ心しんが麻ま痺ひしているのかも」

「いや、悪いものでも召めし上がったんだろう。ちょっと料理長から今け朝さの献こん立だてと材料リストを借りてくる」

「それだけじゃだめよ、生なまゴミも確かめないと。惚ほれ薬を盛られたのかもしれないわ」

「さすがに惚れ薬はねえだろ。たぶんあれだ、〈恋多王〉エドワール三世の霊れいに取り憑つかれたんだよ」

　彼ら彼女らの視線を一身に浴あびながら、その夫婦──国王夫妻は控えめに腕を組み、幾き何か学がく模も様ようを描く植木の間を歩いていく。

　歩幅を合わせてゆっくりと歩きながら、ヴィクリス王はときおり妃の顔を覗き込み、いつもより少し頰を緩ゆるめて何かを熱心に語りかけている。穏やかな表情は珍めずらしいものの顔色は正常なので、とてもではないが体調を崩くずしているようには見えない。

　それに対してエステラ王妃の動作はぎこちなく、彼女の方が病気と言われた方がまだ理解できるほどだった。

　ヴィクリスの腕に軽く手を添えているだけなのに、がちがちに緊張しているのが遠目にもあきらかだ。顔を覗き込まれるたび、頰を朱しゆに染めてうろたえている。

　初々しくも仲なか睦むつまじい夫婦、というのが使用人たちの共通見解だった。

「ほーら見なさい！　やっぱりわたしの言ったとおりだったでしょ！」

　柱廊の人混みを搔かき分けて最前列にやってきたユニスが、鼻の穴を広げて勝ち誇ほこった。

「あんな低俗な新聞記事なんて、噓に決まってるって！　エステラ様の清らかな愛が、ヴィクリス陛下がお心に纏まとう猜疑心の鎧よろいを脱がせたんだわ」

　使用人たちは思わず顔を見合わせ、次ついで半はん眼がんになった。

「いや、おまえさっき『いつの間にくっついたの!?』とかって驚いてたじゃねーか」

「聞こえないわね！　なーんも聞こえない！」

　ユニスは両耳を押さえ、断固「聞こえない！」を繰り返した。







　一方その頃、話題の中心にいるエステラはいまにも卒そつ倒とうしそうになっていた。

（神様、ああ神様！　どうかわたくしに踏ふん張ばる力をお与えください！）

　ドレスに隠れて傍はた目めには見えないが、両りよう膝ひざはすっかり笑い出しているし、いまにも腰を抜かして倒れてしまいそうだった。

「身分の差なく誰でも通える王立学校の設立は、亡き兄上も長年切望されていたものだった。すべての国民が必要最低限の教育を受けられるようになれば、貧困や無知から武器を手に取る者も少なくなるはずだ。内戦中、金で雇われた幼い少年少女に襲おそわれるたび、私も必ず実現させようと思っていた」

　ヴィクリスは現在建設中の教育施設について熱心に語っている。

　ルパートから「何でもいいから遠目にでも仲睦まじく見えるようにいっぱいおしゃべりしてくださいね」と言われた結果、話題はもっぱら政策関連が中心となっている。

　よほどその分野の改革に力を注そそいでいるのだろう。口数が多い方ではない彼にしては饒じよう舌ぜつで、語り口も熱を帯びている。

「すまない、つまらなかったか」

「そ、そんなことはありませんわ！　とても、興味深いお話でしたわ！」

　本当だ。こんな状況でさえなければじっくりと聞きたかった。

　さきほどからエステラはヴィクリスの腕に手を回させられている。

　男性と腕を組むなんて十年ぶり、おまけに十年前の相手は父だった。

　修道女に殿方と腕を組んで歩けなどと、昨日までつかまり立ちをしていた幼児にいきなり腕立て伏せ百回を命じるようなものだと思う。

　この状況でヴィクリスが平然としていられるのが不思議でならなかった。「演技」という大義名分があるだけで頭を切り替えられるのだとしたら、なんともうらやましい。

「エステラ」

　耳元で囁かれて思わずびくりと肩を跳ねあげると、寂さびしそうな苦笑が漏もれた。

「そんなにあからさまに怯おびえないでくれ」

「お、怯えているわけではありませんわ……」

　ただ少し、彼の低くて穏やかな声は刺激が強いのだ。

　ちなみに彼が聞かれては困ることを話すときに耳に口を寄せてくるのは、茂みに誰かが聞き耳を立てている可能性を考こう慮りよしているからだ。

　まさか猜疑王を相手に盗み聞きをする愚ぐを犯おかす者がいるとは思えなかったが、そのまさかがいた。少し前に茂みに潜せん伏ぷくしていた文官と兵士が、規則に違反したとして近衛このえ隊たいに連行されている。いまも何人か潜ひそんでいるかもしれない。

　ヴィクリスが不審そうに眉根を寄せた。

「いいや、君は怯えている。噓をつくな。修道女見習いが聞いて呆あきれる」

　正式には修道女見習いの見習いなのだが、そこはもう訂正する気力がなかった。

「ほ、本当に噓はついていませんわ……本当に本当ですの」

「むきになるところがますます怪あやしい」

　さすがに猜疑王と呼ばれているだけあって、一度疑いだしたら梃て子こでも譲ゆずらない。

　誤解を解くためには、乳ち兄弟きようだいのルパートですら声を張りあげて延々と突っ込みを入れなければならないのだから、エステラごときではどうしようもなかった。

「本当に違いますのに。どうすれば信じていただけますの？」

「そうだな……ではじっとしていてくれ」

　何をするのかと思っていると、ヴィクリスが手を伸ばしてきた。

　大きな手が首筋にぴたりと添えられて、思わずびくりと体を跳ねあげる。

「な、何をなさいますの……」

「君の脈を感じている。たいていの人間は噓をつくときに脈が乱れる。これから私が質問するから、すべて『いいえ』と答えてくれ──私が怖いか？」

「いいえ……」

　だが、首筋に触れる大きく温かな手の感触のせいで、心臓はうるさいくらいに早はや鐘がねを打ちいまにも胸を突き破ってきそうだった。

「脈が乱れすぎだ。これで噓をついていないと？　君のような噓つきは修道女失格だ」

　ヴィクリスは断罪し、手を離す。

「わ、わたくしがどきどきしているのは恥ずかしいからですわ」

　エステラは触れられていたところを手で押さえて、気持ちを落ち着けながら抗議する。まだしばらくは拍はく動どうの乱れは収まりそうもない。

「陛下に失礼があってはいけないと思うと緊張だってしてしまいます。それにわたくしは男子禁制の修道院で十年暮らしていたのです。陛下のような殿方に触れられたことなんてなくて、慣れていないのですわ」

「恥ずかしくて、緊張していて、慣れていない、か。筋は通っているな」

　納得したとまでは言わない。ただ一応はエステラの意見を受け入れたようだ。

「私は恥ずかしくもなければ緊張もしていないが、慣れていないのは同じだ。いつまでもぎこちないようでは熱愛夫婦らしくない。心の底から愛し合う夫婦に見えるよう、ともに研けん鑽さんを積んでいこう」

「ええ、わたくしも頑張りますわ。必ずや熱愛夫婦の演技を完かん遂すいしてみせます！」

　ああ、と頷いたヴィクリスが、ふと何かを見つけたように目を見開いた。そっと手を伸ばしてきて、エステラの前髪を払う。

「陛下？」

　と問いかけたときには、彼の顔が急速に近づいていた。驚くほど近くにある国王の尊そん顔がんに思考が真っ白になった瞬間、とん、と額に何かが当たった。

　ヴィクリスが目を閉じて自分の額をエステラの額に押し当てたのだ。

　どこか遠くの方で、きゃー、だの、うおおー、だのと甲高かったり野太かったりする歓声があがった。

「さきほどから顔が赤いのが気になっていた。少し熱があるようだな。無理をさせてしまったようで、すまない」

　こともなげに言って、額を離す。

　エステラはしばらくの間、二の句が継げなかった。鼓動がばくばくと心臓を破りそうなほど跳ね回る。

　ヴィクリスの手は温かい。手のひらで熱を計るには向かないから、おでこを使ったのだろう。理屈ではわかる。だが今日という今日は言わなければならない。

「へ、陛下！　以前から申し上げようと思っておりましたけれど、わたくしは子どもではありませんわ。子どものように扱うのはおやめになってくださいませ」

「そうか。それはすまなかった。今後は気をつけよう」

　よくわかっていない顔だったが、子ども扱いが嫌ということは伝わったらしい。

　まったくもう、と胸きよう中ちゆうで愚ぐ痴ちる。まだ鼓動が落ち着かない。

「風が冷たくなってきたようだ。体を冷やしてはいけない。部屋まで送り届けよう」

　肩に腕を回し、やんわりと体を支えてくれる。優しい手つきと布越しに肩へ伝わる温かな体温に、なぜだか胸の奥がきゅっと締めつけられる気がした。

「あ、ありがとうございますわ……」

「三日間は王宮内で演習を続ける予定だ。そのあとはより難易度を上げた実地演習に移行する。より多くの者に私たちが愛し合う夫婦だということを周知するため、王侯貴族や一般国民が集まる場所で、同様の演習を行う。厳しい状況が続くが、ともに乗り切ろう」

　熱愛夫婦の演技も、彼に言わせると新兵の戦闘訓練のように聞こえるから不思議だ。

　やると決めたからには全力で取り組むつもりだ。エステラは表情を引き締めた。
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　壮そう麗れいな王立歌劇場にソプラノの美び声せいが響ひびき渡っていた。

　舞台の中央に立つ歌姫が情感豊かに紡つむぎ出しているのは『ルドニアの庭師』の一場面だ。不倫愛あい憎ぞう劇を面白おかしく描えがいた喜劇で、昨さつ今こん人気の演目である。

　内戦の疲労から立ち直ったばかりの国民にとっては、伝統的で生き真ま面じ目めな物語より気楽に楽しめる色恋沙ざ汰たの方が受けがいいようだ。

　エステラは四階にある王室用ボックス席から舞台を見下ろしていた。

　お忍びでの観劇で席も狭いので、侍女や侍従はともなわず、必要最小限の護衛だけを連れてきている。

　一階の一般用平土間席と二階のバルコニー席、三階の貴き賓ひん用ボックス席はそれなりの客入りで埋うまっているが、盛り上がっているのは一階席くらいで、上階席にいるほとんどが雑談などに興きようじている。彼らの視線がこちらに向けられていることを考えると、何が話題になっているかは明白だった。

（初めて公おおやけの場に現れた新しい王妃、それも短期契約の噂うわさがあるとなれば、気持ちはわからなくもないですけれど。もう少し歌劇に集中してくださらないかしら……）

「君も気になるか？」

　隣に腰掛けたヴィクリスが顔を舞台の方へ向けたまま訊ねてきた。素振りは観劇に集中しているが、視線は主おもに二階以上の客席に巡めぐらされている。

「ええ。陛下もですのね」

「当然だ。群衆の中には暗殺者も身を隠しやすい。だが安心していい、燧発フリントロツク式銃は命中精度が低く狙そ撃げきには不向きだ。携帯性を考慮すればクロスボウでの狙撃はありえるが、私はそのくらいならば素手で受け止められる。問題は他の観衆を巻き込んで薬物や火薬を使用された場合だが──」

　自分と彼とでは、気にしているものの内容が違っていたらしい。

「そちらの心配はしておりませんわ。わたくしが気にしているのは視線です。どうも見られているのが落ち着かなくて」

「視線に殺さつ傷しよう能力はないぞ」

　ヴィクリスが不思議そうに首を傾かしげる。

　それがなんだかすごくおかしくて、エステラは小さく笑ってしまった。

「何がおかしい？」

「いえ、なんでも……陛下はあまり歌劇がお好きではなさそうですわね」

　人のことを言える立場ではないが、ヴィクリスは席に着いてからほとんど舞台を見ていない。なんとなく舞台に目を向けてみると、照明の下で若い男二人が互いに剣、ではなくスコップを握って熱い決闘を繰り広げていた。どういう話なのだろう。

「ああ。歌劇は苦手だ。これだけ多くの人間が集まっている場所で何時間もじっとしているなど耐えかねる」

「それでしたら、どうしてここへ？　熱愛夫婦ぶりを周知するためでしたら、歌劇でなくてもよいのではありませんの？」

「君が子ども扱いされて怒っていたようだったから、きちんと淑しゆく女じよらしく扱おうと思ったのだ。それで、淑女はこういうところが好きかと思ったのだが……嫌いだったか？」

　エステラは思わず目を見開いた。

（わたくしを喜ばせようと思って、誘ってくださいましたの？）

「嬉うれしいですわ、陛下」

「だが、あまり楽しんでいないようだ」

「周りの視線が気になって、そのせいで楽しめていないのは確かですわ。でもそれ以上に、陛下のお気持ちが嬉しいのです」

　彼にとって、自分など半年間限定の同居人でしかないだろう。

　そんな自分を気にかけてくれたというだけでも、嬉しくて心が温かくなる。

「嫌いなものを押しつけられても、嬉しいと喜べるのか。君は変わっているな」

　ヴィクリスがかすかに笑みを零す。いつもしかめ面をしている彼の微笑みは貴重だ。

　妻を愛する夫の演技のためだろうが、最近の彼は少し表情が豊かになった気がする。

　エステラは微笑み返して、じっと彼の双そう眸ぼうを覗き込んだ。

　感情の見えにくい淡たん色しよくの瞳ひとみだが、わずかな感情の変化が少しだけ読み取れるようになってきた。初めて会ったときは刃のようだと感じたのに、いまは聖印架ロザリオの色に思える。

（こうして見つめ合っていると、本当に逢おう瀬せをしているかのようですわね）

　などと考えたところで、はたと我われに返った。

　一瞬生まれた自分の思考が信じられず、愕がく然ぜんとする。

「どうした？　いまのは熱愛夫婦っぽくていい演技だったと思うが」

「な、なんでもありませんわっ」

　動揺のあまり、心臓がまたも早鐘を打ちはじめる。

（修道院に戻ったらいままで以上に厳しい修行に身を置かなければ。礼拝の数も増やして、修道院中のお掃除そうじをして、恵まれない人々のことを祈って断だん食じきも……）

　目を回しそうになっていると、廊下の方から騒がしい声が聞こえてきた。

「何事だ？」

　ヴィクリスが鋭い視線を向けると、護衛の騎士が慌あわてて廊下へ通じる扉を開けた。

　とたんに「お願いです、メアリはまだ六歳なんです！　ああメアリ、メアリ！」という女の悲痛な声が聞こえてくる。

　騎士は、そうか、わかった、と外にいる見張りに確認をとり、首を引っ込めた。

「一般席の女が紛れ込んだようです。本人は幼い娘を捜さがしていると申しています。舞台に熱中していたら、いつの間にかいなくなっていたと」

「まあ、それは大変！」

「怪しいな」

　エステラとヴィクリスは同時に声を漏らし、顔を見合わせる。

「何が怪しいんですの？」

「上階に立ち入るには追加料金を支払うか、ボックス席を買い取る必要がある。当然、見張りがいる。幼い娘を捜すためとはいえどうやって見張りを欺あざむいて侵入した？　そもそも私が歌劇場に来たときにかぎって事件が起きるなど不自然だ。これは罠わなだ」

「いかがなさいますか？」

「つまみ出せ。二度と近づけるな」

「陛下！」

　エステラはたまらず声を張りあげて制止した。

「規則に反するのはわかります。ですが、協力まではできなくとも子どもを捜させて差し上げてもよろしいのではありませんか」

「私の話を聞いていたか？　罠の可能性がある。関わるべきではない」

「あれが演技だとおっしゃいますの？　陛下もさきほどの女性の声をお聞きになりましたでしょう？　あれは本気で我が子の身を案じる母親の声でしたわ」

「君は歌劇場に慣れていないようだな。世の中には演技の上う手まい者がいるんだ。それに、どんなに拙つたない演技であっても他人を欺くすべはあることを、君も知っているはずだ」

　言葉に詰まった。いままさにエステラは熱愛夫婦を演じている真っ最中だ。王宮中が騙だまされているが、それは二人の演技力によるところではない。

（みんな信じたいのですわ）

　猜疑王にも人を愛せるようになってほしいという願いが舞台装置の一部となり、仲睦まじい夫婦像に真実みを与えているのだろう。

　言い方を変えれば、騙されたいと思っているから素直に騙されるのだ。

「演技という証拠はありませんわ」

　だが、エステラは引き下がるわけにはいかなかった。

　ここで引き下がっては「汝なんじおのれと隣りん人じんを信じよ」の教えに背そむいてしまう。

「本当だったらどうしますの？　幼い子どもが攫さらわれたか、何か事故に遭あって動けずにいるのかもしれませんのよ。もちろん母親の杞き憂ゆうで、子どもはどこかで遊んでいるだけかもしれません。でも、本当に子どもの身に危険が迫せまっていたら？　いまならまだ間に合うかもしれませんわ」

「君は人を好意的に見すぎている。修道院暮らしの長い君には人間がいかに悪意まみれかということがわからないのだろうが──」

「わからなくて結構ですわ！」

　と、気がついたら席を立ち上がっていた。

「幼い子どもが無事ならば騙されても構いませんわ。騙されたと思い込んだせいで子どもが犠ぎ牲せいになる方が何倍も嫌いやですもの！」

　ヴィクリスがはっと目を見開くのを尻しり目めに、エステラはボックス席を出ていった。







　護衛たちは突然の夫婦喧げん嘩かに呆あつ気けにとられたらしく、供もつけずに出ていくエステラを茫ぼう然ぜんと見送っていた。

「誰か、王妃についていってやってくれ。くだんの女に会いに行ったのだろうから」

　ヴィクリスがため息をつきつつ命じると、護衛の一人が慌てて飛び出していった。

（騙されても構わない、か）

　エステラの言葉を嚙かみしめながら、強い意志の光を帯びた榛はしばみ色いろの双眸を思い浮かべる。

　騙されてもいいと言い放った彼女の姿はいつも以上にやけに美しく輝いて見え、脳裏に鮮せん烈れつに焼きついて離れない。

（そんな考え方もあるのか……いや、知っていたはずだ。長らく忘れていただけだ）

　いつから自分はこうなってしまったのだろう。

　内戦がはじまったばかりの頃は、まだ他人を信じられる人間だったはずだ。

　むしろルパートの方が警戒心を剝むき出しにしていた覚えがある。兄夫婦たちとともに王都から逃れたあとも、行く先々で接触してきた人々に目を光らせていた。

　ヴィクリスも無む警けい戒かいだったわけではない。

　ただ、女や子ども、老人などの弱者に化ばけた暗殺者、貧ひん困こんから間かん者じやとして雇われた村人までは警戒しなかった。そのせいで何度も窮きゆう地ちに陥おちいった。

　自分が命を落とすだけならば、馬鹿な王子が馬鹿をやっただけですむ。

　しかし責任ある立場にもなればそうはいかなかった。

　体の弱い兄を、気弱な兄の妃を、幼い甥おいを、見捨てずについてきてくれた乳兄弟を、自分に命を預けてくれる臣しん下かたちを、危険に晒さらすことになる。

　騙されるわけにはいかない。罠に嵌はめられるわけにはいかない。

　そして、死ぬわけにもいかない。

　自分は亡き兄の遺志を継ぎ、内戦で疲ひ弊へいした国を再建し、先々よりも豊かな国を作る義務がある。それが戦争を起こした王族としての贖しよく罪ざいだ。

　そんなことは百もわかっている。だが。

「少し、エステラが羨うらやましい」

　背後で護衛たちが戸惑うように身じろぎする気配がした。
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　廊下を出てしばらくすると、後ろから若い騎士が駆け寄ってきた。

「お供いたします、王妃殿下」

「陛下のおそばを離れてもよろしいんですの？」

「その陛下のご命令ですので」

　ヴィクリスに心配をかけているのだと思うと心苦しい。

（ごめんなさい、陛下。でも、まずは子どもの無事を確認させてください）

　エステラは騎士に「ではおつきあいくださいませ」と告げて廊下を進んでいった。

　しばらく行くと、階段の手前で押し問答をしている集団を見つけた。二十代半なかばくらいの女性と、歌劇場の使用人たちが揉もめている。

「痛いっ、離してよ！　うちの子がこのあたりにいるはずなの！」

　声でさきほどの叫び声の主である若い母親だとわかった。女の化け粧しようが涙で崩れているのを見て、やはり演技ではないのだと確信する。

「どうかその人を離して差し上げて」

　エステラが声をかけると、使用人たちはあっと驚いた顔をしてかしこまった。

　わざわざ名乗ってはいないが、ヴィクリスと腕を組んで入場しているのだから、王妃だと気づいているはずだ。

「王妃殿下」と呼ばれなかったものの、エステラがやんごとない身分だということは若い母親にも知れただろう。母親は使用人たちの手を振りきって進み出た。

「どうか、貴族さまの席を探させてください！　うちの娘が行方ゆくえ不明なんです。まだ六歳で可愛い盛りの子で……うちの子らしき子どもを見かけたって言う人が、怪しい男に手を引かれて階段を上っていったと。お願いします、どうかあの子を捜させてください！　お金ならいくらでも払います！　ですからどうか、どうか……」

「わたくしには劇場の方にそのようなお願いをする権限はありませんの。でも一緒に娘さんを探すお手伝いならばできますわ」

　それからエステラは使用人たちに向き直る。

「あなたがたはどうぞ職務にお戻りになって。この方はわたくしが引き受けます。でも、もしよろしければ、空あき部屋を探して差し上げてくださると嬉しいですわ」

　使用人たちは顔を見合わせた。しばらくして、一番年配の男が首しゆ肯こうする。

「そこまでおっしゃるのでしたら、承知いたしました。ですが、貴族席には鍵かぎをかけておりますので迷い込んだ可能性は低いと思われます。いるとすればご婦人の着替え用の控え室でしょう。ご案内いたします」

　後輩たちを持ち場へ戻らせると、年配の男が先導して歩き出す。

「大丈夫ですか？」

　彼の後に続きながら、エステラは使用人たちに摑つかまれていた手首をさする母親に話しかける。護衛の騎士が制止するべきかそわそわしはじめたが、構わなかった。

「どこのどなたかは存じませんが、お心こころ遣づかいありがとうございます」

「メアリさんとおっしゃったかしら。お子さん、早く見つかるといいですわね」

「ええ、ええ、本当に。あの子ったら、貴族さまにまで心配をかけて……見つけたらめいっぱい叱しかってやんなくっちゃ！」

　この場にいない我が子への悪態に、照れと深い愛情が窺える。

　やがてとある扉の前で年配の使用人は足を止めた。

「こちらがご婦人用の控え室です。少々お待ちを」

　扉を開けた瞬間、甲高い声があがる。使用人は「失礼！」と叫んで顔を引っ込める。

「どうかなさいましたの？」

「ご婦人がワインを零したお召し物の染み抜きをさせているようで……」

「では、わたくしたちが入って探してまいりますわ。すぐに戻りますから、ここでお待ちになってくださいませ」

　行きましょう、と母親に語りかけて、ともに控え室に入る。

　淑女の身み支じ度たくに必要なものがすべてそろった部屋だった。

　複数の鏡台の前に椅子が並び、休憩用の長椅子と飲食をするためのテーブルも用意されている。番号の振られた細長いクローゼットは、予備の衣装や防寒具などを保管しておくためのものだろう。貴人には着替えが必要な事態がまれに起こりうる。

　室内には人影が二つあった。

　一つは長椅子に腰掛け、毛布を被かぶっている女性だ。こちらに背を向けているので顔は見えない。もう一人は彼女の侍女らしく地味なドレスを着ており、主人のものらしき豪ごう奢しやなドレスの染み抜きをしている。

「失礼。こちらに女の子が迷い込まなかったでしょうか？」

　そのとき、ぱたん、と扉が閉まる音が響いた。

　振り向くと、母親が扉に背中を押しつけていた。目元を手のひらで乱暴に拭ぬぐうと、どこか険けんのある眼差まなざしを染み抜きをする侍女に向ける。

「ご希望どおりやってやったよ。お代ははずんでくれるんだろうね？」

「もちろんだ。売れない役者にしちゃ上出来だ」

　声は男のものだった。

　侍女が立ち上がっておもむろに振り返った。女性としては長身だが、男性としてはそれほど体格はよくない方だろう。

　男性としては。そう、侍女は男だった。おそらく従者ですらないだろう。

　すぐさまドレスを脱ぎ捨てると、仕立てのいい上下を纏った青年が姿を現した。さらにカツラも外してその場に放り捨て、汗ばんだ赤毛を後ろに撫なでつける。

　啞然とするエステラの前で、彼は毛布を被かぶった女性の後頭部をつついた。すると頭が──カツラがぐらりと崩れ、支えていた木組みが倒れる。偽物だ。

「はじめまして、契約王妃様。ペンで戦う情報の騎士にしてミストリア国民の味方、不定期新聞『ジャック・オー・ランタン』でございます」






















　あまりのことにエストラは呆気にとられて立ちつくす。

「どういうことですの？」

「鈍にぶい女だね。見てわかんないの？　あたしは娘なんて捜してないし、そもそもあたしには娘どころか子どもも旦だん那なもいないんだよ」

　母親──いや女が蓮はすっ葉ぱに言って、上まで釦ボタンを止めてあった胸元をくつろげる。

　すべては彼女の狂言だったのだと知って、エステラは長い息をついた。

「よかったですわ……母親とはぐれて寂しい思いや、連れ去られて怖こわい思いをしている子どもは存在しないのですね。本当に、よかったですわ」

　女は得え体たいの知れないものを見る目をこちらに向けた後、翻ほん訳やくを求めるように『ジャック・オー・ランタン』を名乗る男に視線を送った。

「何、こいつ？　頭おかしいの？」

「修道女見習いらしいよ。自己犠牲の精神をお持ちでいらっしゃる」

「うげ、あたしの一番嫌いなタイプだよ。ねえ、さっさと出すもん出してくれない？　こんなところ、一秒だって長くいたくないね」

　男は苦笑して、懐ふところから小さな革袋を取り出し、女に向かって放り投げる。

　女は革袋を受け止めると、紐ひもを解ほどいて中身を確認し、満足げに胸元に押し込んだ。

「まいどあり」

　そう言って窓辺に近づいていって窓を開け放ち、足をかける。

　あっ、と思ったときには、女は窓の外に体を躍おどらせていた。

「まあ、大変！」

　ここは四階だ。落ちたら大おお怪け我がをしてしまう。

　慌てて窓に駆け寄ろうとしたが、髪を一房ふさ引っ張られてつんのめる。

「何をなさいますの！　さっきの方が……」

「人の心配をしている状況じゃないんじゃないかなあ、契約王妃サマ？」

　エステラの髪を摑み上げながら、男が意地悪く笑う。愛あい嬌きようはあるが傲ごう慢まんそうな青い双眸が好奇心に輝いていた。

　童顔のせいで年齢は十代半ばから二十代の後半の間で読めない。ただなんとなく、自分よりかなり年上なのではないかと思った。

「離してくださいませんか？　あなたは何か勘違いをなさっていますわ。わたくしは契約王妃なんかではありませんもの」

「あれあれー？　修道女が噓なんかついていいのかな？」

「修道女ではありませんわ。修道女見習いの見習いです」

「元をつけ忘れているよ、契約王妃サマ？」

　揚あげ足を取られて、顔が熱くなった。

「ですから……！」

　男は口元に人差し指を当てて、しーっ、と囁いた。

「静かに。こっちはあんたに危害を加えようってわけじゃあないんだ。害意があったら、いま接近したときにずぶりとやっているはずだろう？」

　軽薄な口く調ちようで酷こく薄はくな物言いをする。

　ずぶり、などと具体的な表現をするからには、刃物を所持しているのかもしれない。本当に刺されてはたまらないので、薄うすら寒いものを感じつつも黙って頷いた。

「ジャック・オー・ランタンというのは、陛下の醜しゆう聞ぶんを面白おかしく書き立てている新聞のことですわね？　あなたはそこの発行人のジャックさん？」

「イエス、シスター。新聞記者兼発行人ってところだ。俺のことはジャックと呼んでくれ」

　ジャック・オー・ランタンのジャックか。さすがに本名ではないだろう。

「こんな回りくどい方法をとって、わたくしになんの用ですの？」

　エステラはジャックを睨みつけた。

　不幸な子どもが実在しなくてよかったという気持ちと、子どもをダシに騙されたことに対する怒りは別勘かん定じようだ。

「意外と話が早くていらっしゃる。今日はあんたに独占取材を申し込みに来たんだ」

「独占取材？」

「うちに、あんたが契約王妃だと告白する手記を寄せてほしい。見出しはこう、『渦か中ちゆうの王妃に独占インタビュー、私はこうして契約結婚しました』」

「お断りいたしますわ」

　即答した。一秒たりとも迷わなかった。

「そんな取材依頼を受けて、わたくしになんの得がありますの？　わたくしがそんな証言をしたところで、ミストリアの民のためになるとでも？」

「ミストリアの民のため、ね。おおかた契約結婚を受け入れたのもそれが理由かな？」

「ですから契約ではないと申しているでしょう」

　毅き然ぜんとした態度を貫く。迷える人々を救うためならば、噓の罪に身を落とす覚悟はとうにできている。いまさら動揺などしてたまるものか。

「それに、呪いがどうとか過激な記事で国民の不安を煽るような低俗な新聞に、協力して差し上げる義理がどこにありましょう。そもそも陛下が人間不信に陥ったのは、この国を守ろうとしたためではありませんの」

「これだから修道女は世間知らずで困るね。戦争をはじめたのは王族だよ」

「ですが、陛下ではありませんわ。ランデリック殿下とエリオネル殿下でしょう」

　エリオネル、と言ったところでジャックはにやりと嫌な笑みを浮かべた。

　罠に掛かった獲物を見つけた野獣のような目つきを向けられて、何かとんでもない失言をしたのだろうかと焦しよう燥そうに駆られる。

「あのさ、何もただで取材させろとは言ってないんだよ」

「お金なんてほしくありませんわ」

「俺も王族に金なんか払うつもりはないよ。情報には、情報で払う」

「情報？」

「──〈エリオネルの遺い恨こん〉」

　ジャックがずいと身を乗り出し、もったいをつけるように囁いた。

「エリオネル殿下の……何ですの？」

「〈エリオネルの遺恨〉。それの在処ありかを知っている。証拠はこれだ」

　ジャックが手首を翻ひるがえすと、指先に手品のように紙切れが出現した。

　差し出されるままに受け取ると、汚い筆ひつ跡せきでどこかの住所が書かれていた。

「王に言って、そこを探させてみな。面白いもんが見つかるから」

「ですから、その〈エリオネルの遺恨〉というのは何かと聞いて──」

「王妃殿下、いかがなさいましたか？」

　騎士が扉越しに声をかけてくる。自然と声が大きくなっていたらしい。

　エステラは慌てて扉を振り返って「なんでもありませんわ」と答えると、もう一度室内を振り返った。

　そのときには既すでに、ジャックは窓辺に駆け寄っていた。逃げるつもりか。

「話はまだ終わっていませんわ！」

「悪いが時間切れだ。とにかく、そいつの在処を知っている。教えてほしければ契約王妃だと証言すること。取引をする気になったら、金曜の夜にキャンベル伯爵邸ていで開かれる仮面舞踏会に一人で参加しろ。誰かに話したり、護衛を連れてきたらこの話はなしだ」

「仮面舞踏会？　待ってください、わたくしは受けるとは一言も──」

「受けないと、大変なことになると思うよ？　やつら、〈エリオネルの遺恨〉を使う気だから。大勢の命が失われる。俺は別に構わないけど、あんたらは困るんじゃない？」

　肩越しに振り返って、にやりと不敵に笑う。

　不気味な物言いと「大勢の命が失われる」との発言に、不安に搔き立てられる。

「使う？　大勢の命？　いったいどういうことですの？」

　だがジャックはそれ以上は答えず、開けたままの窓枠に足をかけた。

「待ちなさい！　せめて、やつらというのは……」

　エステラが大声をあげたのと、ジャックが窓から飛び降りたのはほぼ同時だった。

　慌てて窓に駆け寄って身を乗り出し、眼がん下かをくまなく見渡すが、夕ゆう闇やみの落ちはじめた大通りにそれらしき人影は見あたらない。

「王妃殿下！　失礼ですが入らせていただきます！　よろしいですね!?」

　騎士が部屋に飛び込んできてもなお、エステラは茫然と立ちつくして動けなかった。
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　長なが椅い子すに腰掛けて水の入ったグラスを膝ひざの上で握にぎりしめていると、護ご衛えいを引き連れたヴィクリスが足早に部屋に入ってきた。

　エステラの顔を見るなり、眉み間けんの皺しわを緩ゆるめて駆かけ寄ってくる。

「無事でよかった。いったい何があった？」

「ご心配をおかけして申し訳ありません、陛へい下か。実は……」

　事情を説明すると、ヴィクリスは「ジャックめ……」と苦々しげに双そう眸ぼうを眇すがめた。

「君を一人にするべきではなかった。怖こわい思いをさせてすまなかったな」

「いいえ、わたくしが勝手な行動をしたのがいけないのですわ」

　まさか、人の良心につけ込むような罠わなを仕掛けられるとは思ってもいなかった。

　怖い思いをしている子どもが存在しなかったのはよかったといまでも思うが、そのせいでたくさんの人々に迷惑をかけてしまった。

「いま周辺を捜そう索さくさせている。ジャックめ、内戦時の功労を考えて見み逃のがしてやっていたが、君に手を出してきた以上ただではおかない。必ず見つけ出して吊つるし上げてやる」

「ええ……あの、陛下。これを」

　と、エステラはジャックから渡された紙切れを差し出した。

「なんだ？　この住所がどうかしたのか？」

「その前に、人払いをしていただけますか？」

　内密の話があるのだと視線で訴うつたえると、ヴィクリスはすぐに理解して頷うなずいた。振り返って護衛に指示を出し、部屋から追い出して扉とびらを閉めさせる。

「人に聞かせられない話か？」

「おそらくは。陛下は〈エリオネルの遺い恨こん〉というものをご存じですか？」

　精せい悍かんな顔が一瞬にして凍こおりついた。銀ぎん灰かい色しよくの双眸が氷のような冷気を帯おびる。

「どこで聞いた？」

「ジャックが、わたくしが契約王妃だと認める証言をすれば〈エリオネルの遺恨〉の在処ありかを教えると……〈エリオネルの遺恨〉とはいったい何……きゃっ！」

　突然、両肩を痛いくらいに強く摑つかまれた。

「他になんと言っていた？　何か手掛かりになるようなことを漏もらしてなかったか？」

「へ、陛下！　痛いですわ！」

　ヴィクリスがはっと我われに返って手を離した。ばつが悪そうに目を逸そらす。

「すまなかった」

「いえ……」

　エステラは両肩を抱きしめるように両手でさすった。痣あざになったかもしれない。だが、彼のこの反応でよほど重大なものだということは文字通り痛いほどよくわかった。

「教えてくださいませ。〈エリオネルの遺恨〉とはなんですの？」

　ヴィクリスは躊ちゆう躇ちよした。しばし俯うつむき加減で押し黙だまった後、決断して顔を上げる。

「内戦中に盗み出された樽たる四十個ぶんの火薬のことだ」

　ぞくり、と背筋を悪お寒かんが駆け上がった。

　武器の知識をろくに持たないエステラだが、たとえば燧発フリントロツク式銃でもひとつまみ程度の量の火薬しか使わないことくらいは知っている。

　それが樽四十個ぶん。大たい砲ほうでいうと何発に相当するのか想像もつかない。

「もう三年前の話になるか。長兄ランデリック軍への追つい撃げきを断念して拠きよ点てんに戻る途中、橋を落とされて足止めを喰くらっている間に武器庫を襲おそわれた。当初はランデリックの手の者のしわざだと思われたが、その後ランデリックはほとんど火薬を用もちいる兵器を使ってこなかった。王宮を制圧し奪い返した後にも、それらしき火薬は見つからなかった」

　そこまで語ると、ヴィクリスは長い息を吐いた。

「兄上は息を引き取る寸前まで火薬の行方ゆくえを気にしていらした。あれを取り返さなければまた戦争が起きると。私も極ごく秘ひ裏りに捜さがさせていたが、手掛かりすら摑めず諦あきらめかけていたのだが……まさかここでその名を耳にすることになろうとは。この住所が〈エリオネルの遺恨〉と何か関係があるんだな？」

「わたくしにはわかりませんわ。でもそこを捜せば面おも白しろいものが見つかるから、陛下にお伝えするようにと、ジャックが」

「そうか……ジャックは他に何か言っていなかったのか？」

　エステラは迷った。この件は誰だれにも言うなと口止めされている。

　だがここで何も聞いていないと噓うそをつく気にはなれなかった。既すでに一回、ヴィクリスの意に反して、子を捜す母親を演じる女についていってしまっている。

「一人で仮面舞踏会に参加するように言われましたわ。そこで〈エリオネルの遺恨〉の情報と引き替えに、わたくしに契約王妃だと証言させるつもりのようです……申し訳ありません。本当は口止めをされておりましたの。わたくしが陛下に話したせいで、せっかくの情報が失われるようなことになったら」

　大きな手がエステラの肩を包むように摑んだ。ヴィクリスが首を横に振る。

「いや、賢けん明めいな判断だ。よく話してくれた」

　胸の奥がじんと熱くなってきた。と同時に、きちんと謝あやまっていないことを思い出した。

「陛下、さきほどは陛下の制止も聞かず、勝手な真ま似ねをしてしまい……」

「あれはジャックが君の善意につけ込んだだけだ。もう早まった真似はしないと誓ちかってくれればそれでいい」

「誓いますわ！　神に誓います！」

　思わず必死になって言ってしまった。ヴィクリスがわずかに表情を緩める。

「神になど誓わなくていい。私にだけ誓ってくれ」
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　二日後、エステラはそわそわと無意味に室内を歩き回っていた。

（ジャックが言っていた住所には何がありましたの？　ああ、知りたい……！）

　ヴィクリスはすぐに調査を命じたはずだ。

　無論、罠の可能性を考慮して慎しん重ちようにことを運んではいるだろうが、慎重になりすぎて手をこまねく真似はしないだろう。少なくとも数人の兵士を現場に送り込んだはずだ。

　なのに、その後の情報がまったく入ってこない。

　そもそも事件の捜査状況を王妃に伝える必要はないわけだが、ジャックから情報を受け取ったのは自分だ。教えてくれないなんてひどい。

　よって、エステラは決意した。

（将しようを射いんとせばまず馬を射よ、ですわ）

　東方の慣用句を胸きよう中ちゆうで口ずさみながら、現在休憩中の人物を求めて庭園を探し回る。

　と、植木の先を太った黒猫が駆けていくのが見えた。

（確か、動物の後を追いかけていくと会えるのでしたわね）

　近衛このえの騎士から聞いた情報をもとに黒猫の後を追う。黒猫は腹の肉を揺らしながら、ててて、と小走りに歩いていき、礼れい拝はい堂どうの裏に消えていった。

　慌あわてて追いかけていくと、非常にもふもふした山を発見した。

「な、なんですの、これは……」

　異常な数の猫が集まっていた。念を押すが、ここは王宮の中である。

　こんなところに白黒灰赤、縞しまにぶちに三毛、八割れとさまざまな模も様ようの野良猫たちが集まっているだけでも尋じん常じようではないのに、猫たちは地面に転がっている一人の人間によじ登ったりすり寄ったり嘗なめたり飛びかかったりしている。

「おまえたちやめなさい！　ってああああ、仕立てたばかりの上着が毛だらけにー！」

　二十匹あまりの猫にたかられていたのは王の補佐官、ルパートだった。

「何をなさっていますの？」

「や！　これはエステラ様」

　ルパートは飛び起きた。立ち上がり、慌てて衣服についた汚れと猫を落とす。

「お見苦しいところを……痛い痛い爪つめを立てないで！　後で遊んであげますから！」

　首筋によじ登ってきた白い子猫を引きはがし、地面に放り捨てる。が、子猫は負けじとまたルパートの足をよじ登りはじめた。他の猫たちも隙あらばよじ登ろうとしている。

「ものすごく懐なつかれておいでですわね」

「昔っから猫とか犬とか鴉からすとか梟ふくろうとか栗り鼠すとか、動物に懐かれやすいんですよねえ。どうしてなのかわからないんですけど。困ったもんです」

「動物になつかれやすい……」

　少し前に、四阿あずまやにたくさんの猫が集まっていた理由がわかった。

　警けい戒かい心しんの強い栗鼠にまで懐かれるなんて、すごい体質だ。修道院のある山で野の兎うさぎや栗鼠を見かけてもすぐに逃げられていたエステラとしては羨うらやましくてしかたがない。

（陛下もルパート様には心を許してらっしゃるし……はっ！　まさか、陛下も動物的な本能がルパート様に靡なびいて……？）

　ぶんぶんと首を振った。一国の王を野生動物扱いするなんて無礼にもほどがある。

「エステラ様、どうかなさいました？」

「なんでもありませんわ。それより、ルパート様にお聞きしたいことがありますの」

「くだんの住所から何が見つかったか、ですか？」

　どうやら見抜かれていたらしい。ルパートは苦笑して頭を搔かく。

「ま、あなたも無関係とは言えなくなっちゃいましたからねえ。いいでしょう、お話ししましょう。一言で言うと、見つかったのは火薬です」

　息を吞のむエステラに、「といっても」と残念そうに続ける。

「ごく一部ですよ。あの住所は空あき家やでして、床に微量の火薬が零こぼれていたんです。成分は現在分析中ですが、おそらく〈エリオネルの遺恨〉で間違いないでしょう。〈エリオネルの遺恨〉は悪用されたときにそれとわかるよう赤く着色してありましたから。近くの住民が言うには少し前まで出入りしている者がいたそうなので、残念ながら移動した後だったようです。火薬は運び出したときに零したと見ていいでしょう」

「ジャックの情報は正しかったのですね」

　ルパートが肩をすくめる。その肩に子猫が飛び乗る。

「なんだかんだ言って『ジャック・オー・ランタン』の情報は間違ってないんですよ。だからこそ厄やつ介かいなんですけれどね。国民のためにも隠しておかなければならない情報すら暴いちゃうんですから。陛下が人を信じられないこととかも、それですね」

　確かに、国政が上う手まくいっているのならば、わざわざ国王の欠点をあげつらう必要はない。ジャックの行為は、再びミストリアに混乱をもたらしかねなかった。

「ジャックは、ミストリアにまた戦争を起こしたいのでしょうか」

「その逆です。ジャックは戦争を憎にくんでいるんです。でもそれと同じくらい、陛下のことも憎んでいるんですよ」

「それは、どういう……」

「失礼、少々おしゃべりが過ぎたようです」

　ルパートは苦笑すると、またよじ登ってきた子猫を体から引っぺがした。

　──仮面舞踏会の招待状が届いたのは、その翌日のことだった。
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　エステラは執しつ務む机づくえの上に一枚の書類を提出した。

　ヴィクリスが頭痛を堪こらえるように額ひたいを押さえながら視線を向けてくる。

「……なんだ、これは」

「外出許可申請書ですわ」

「見ればわかる。私が訊たずねているのは、この日時と場所が意味することだ」

「陛下に思い当たるふしがおありでしたら、そういうことなのだと思いますわ」

　外出許可申請書に書かれた日時は金曜の夜、場所はキャンベル伯はく爵しやく邸ていとなっている。

　視線が交こう錯さくし、銀灰色の鋭するどい眼まな差ざしがこちらの双眸から心中まで読み取ろうとするかのように深く見み据すえてくる。だがエステラは引き下がらなかった。

「早まった真似はしないと誓ったはずだが？」

「早まってなどいませんわ。このとおり正式な手順は踏ふんでおりますもの。ですから許可してくださいませ」

　王宮を抜け出してひとり仮面舞踏会に参加する、ということも一度は考えたが、すぐに却下した。ヴィクリスを裏切るような真似は、絶対にしたくない。

「……〈エリオネルの遺恨〉の話などするべきではなかった」

　疲労の混じったため息が吐き出される。

「罠の可能性がある以上、許可はできない。それに王妃が関わるべき問題でもない」

「既にじゅうぶん深く関わってしまっていますわ。それにジャックは陛下やルパート様、他の騎士たち貴族たちではなく、わたくしに接触してきました。危険を冒おかしてまでわたくしに取引を持ちかけてきたということは、わたくしにしか話すつもりはないのでしょう。なぜかはわかりませんけれど」

　なぜか、のところでヴィクリスが嫌いやな顔をした気がしたが、見間違いかもしれない。

「……君はジャックと取引をするつもりなのか？」

「え？」

「契約王妃だと証言するつもりなのか、と訊きいている」

　エステラは、あ、と口元を押さえた。

〈エリオネルの遺恨〉の情報を手に入れることばかり考えて、すっかり忘れていた。

「できれば証言をせずに聞き出したいと思っておりますけれど、そんな都合の良い話はありませんわね。ただ、契約王妃の件が露ろ見けんした場合の損失よりも、〈エリオネルの遺恨〉の情報を得ることによる利益の方が、ずっと大きいと思いますわ。わたくしの代わりなどいくらでもおりますし──」

「君の代わりはいない」

　被かぶせ気味に言われて息を吞む。

　意味をはき違えそうになって、そんなわけがない、と冷静に考え直す。いまのは、エステラという人間が一人しかいないというだけの意味だ。

「そんなことはありませんわ。来年以降の候補者を前倒しにすればよろしいでしょう」

「契約王妃の存在があきらかになった後に、契約王妃になる者がいると思うか？　このことが公おおやけになれば契約王妃制度そのものが立ち消えになる。私はそれでも構わないが、バークーワース伯爵は困るだろう」

　エステラは神しん妙みように頷いた。父の面メン子ツは丸つぶれだ。

「だが、私はそういう話をしたいのではない。君が自己犠ぎ牲せいの精神を持つ修練女見習いだということは知っているが、もっと自分を大事にするべきだ。何度も言うが、君の代わりはいないし、誰も他人の代わりはできない」

　訥とつ々とつと、教え諭さとすように語る。

　胸の奥から熱いものがこみ上げてきて、エステラは何も言えなくなった。

（わたくしを案じてくれていますの？　半年契約でしかないわたくしを？）

　人間不信に陥おちいり、誰も信じられなくなっているはずの彼が。

　もしかしたら、彼は少しくらいは自分を信じてくれているのだろうか。

　そのとき高速でノック音が響ひびき、扉が乱暴に開かれた。

「ここはこのルパートめにお任せを！」

　満面の笑みで高らかに宣言しながら入ってきたのは、ルパートに似た別の何かだった。

　即座にヴィクリスがペーパーナイフを放つ。

　銀色の刃やいばがルパートの金きん髪ぱつを掠かすめ、後ろの壁にすたんと突き刺さった瞬間、補佐官が醜みにくい悲鳴をあげて飛び退すさった。

「ぎゃあーっ、陛下ご乱心!?」

「乱心しているのは貴様だ。早くそのドレスを脱げ。部屋の景観を著いちじるしく損そこねている」

　ルパートはなぜかドレスを着ていた。

　それも夜会用の、シフォンがふんだんに使われている派は手でなドレスだ。おそるべきことに胸には林りん檎ごらしき物体が二つ詰まっている。

「いやあ。エステラ様が仮面舞踏会に参加なさるのなら供ともが必要かと思いまして。侍じ女じよだったらついていってもおかしくないでしょう？　ジャックが侍女に扮ふんしていたって話を聞いたので、自分もやってみようかと」

「おまえの顔と体で性別を偽いつわれるわけがないだろう。即刻脱げ。それと、なぜエステラが仮面舞踏会に行く前提で話している」

　いやあ、とまたルパートが頭を搔く。そして一向にドレスを脱ごうとしない。

「せっかく〈エリオネルの遺恨〉の情報が手に入るかもしれないのに、罠を警戒して手をこまねくのも得策じゃないなーと思いまして。それでしたらエステラ様を……失礼ですが囮おとりにさせていただいて、ジャックを捕とらえて吐かせればいいでしょう」

　ヴィクリスの双眸が鋭さを増す。しかめ面の内側で何やら葛かつ藤とうしているのがわかる。

　ややあって、その眼差しがエステラに向けられる。

「本意ではないが……無茶はしないと約束できるか？」

「もちろんですわ！　必ずや陛下のお役に立ってみせます！」

「何もせず王妃でいてくれるだけで、じゅうぶん役に立っているのだが」

　重いため息をつくと、ヴィクリスはペンを手に取り、外出許可申請書に署名をした。
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　壮そう美びな彫像が見下ろす吹き抜けの大広間を、仮面の紳しん士し淑しゆく女じよが華か麗れいに踊おどっている。

　管かん弦げん楽がく団だんが演奏するのはメヌエット。長らく貴族の交流から離れていたエステラでも、辛かろうじて踊れるほど易やさしい舞曲だ。

　だがエステラはダンスには見向きもしなかった。

　無理やりついてきたユニスを軽食テーブルの前で撒まき、途中〈狼おおかみ〉の仮面をつけた紳士からの誘いも断り、歓かん談だんする人の波をくぐりぬけて大広間に面した柱ちゆう廊ろうへと逃げ込む。

　天使が浮き彫ぼりにされた柱の陰に隠れて、こっそりと懐かい中ちゆう時計を取り出す。宴うたげの最中に時間を確認するのは礼儀作法に反するが、今日だけは無礼を許してほしいところだ。

　長針と短針の位置を確認して、〈蝶ちよう〉の仮面の下で眉まゆ根ねを寄せる。

（午前四時半……）

　仮面舞踏会は午前零れい時じからが本番だ。ダンスに賭かけ事ごとに玉突き遊びにカードにチェス。夜が明けるまで享きよう楽らくの宴は続く。

　ジャックはまだ現れない。

　彼が接触しやすいようにと、一人になってキャンベル伯爵邸別館内で人ひと気けのないところを積極的にうろついてみたのだが、それがかえって警戒されてしまったのだろうか。

　護衛のために招待状を偽ぎ造ぞうして紛まぎれ込んだルパートたちとは目も合わせないよう注意を払っていたものの、感づかれたのかもしれない。ジャックはルパートと面識があるのだ。仮面とカツラで姿を変えていても見抜かれている可能性がある。

（でも、まだ時間はあるはずですわ）

　いまだ現れていないジャックも、これから接触してくる可能性はじゅうぶんにある。

　そう思っているうちに、懐中時計の短針が五を差してしまった。

　エステラはふとこみ上げてきた欠伸あくびを、口元を羽はね扇おうぎで隠して嚙かみ殺した。

　猛もう烈れつに眠くなってきた。修道院では早寝早起きが鉄則だった。エステラの感覚では、午前五時といえば起き床しよう時間より遅いくらいだ。

（きっとばれてしまったのですわ）

　ヴィクリスに打ち明けるべきではなかったのかもしれない。

　作戦に加わる誰かがどこかで情報を漏らしていたのかもしれない。ヴィクリスに隠し事をしたくない一心でジャックの指示を無視したばかりに、情報を得るチャンスを失ってしまったのだ。

　ため息をつきながら懐中時計をしまう。そろそろ諦めて帰らないと、自分はともかくユニスは明日も仕事がある。徹夜にさせては可か哀わい相そうだ。

　エステラは貴人たちの波を搔かき分けて侍女の姿を探した。付つき添そい人にんとはいえユニスも仮面をつけてドレスを着ている。

　目印となる黒いお団子頭を求めて別館内を歩き回っていると、薄暗い通路で窓が開け放たれているのを発見した。

　窓の金具に結びつけられたレースのリボンが夜風に靡なびいている。

（これは……！）

　手に取って検分する。百ゆ合りを模もした精せい緻ちなレース編あみは、間違いない、ユニスが「奮ふん発ぱつして買ったんです」と自慢げに髪へ巻いていたリボンだ。

「失礼、〈蝶〉の貴婦人。どうかなさいましたか」

　呼びかけに振り向くと、〈猫〉の仮面を付けた黒髪の青年が向かってくるところだった。その黒髪がカツラだということをエステラは知っている。

「ルパ……〈猫〉の殿方」

　仮面越しの視線で、「ここでは話しかけない、目も合わせない取り決めだったのでは？」と訴えると、ルパートは足早に近づいてきた。

「尋常ではなさそうな様子でしたので。それは？」

「ユニスのリボンですわ。なぜかここに結んであって……それにユニスの姿がどこにも見あたりませんの」

　ルパートが身に纏まとう空気が一変した。エステラからレースのリボンを受け取ると、仮面越しでもわかるほど表情を強こわ張ばらせる。

「……〈蝶〉の貴婦人はここでお待ちください。もしかしたら馬車に戻っているかもしれないので、確認してまいります」

　がた、と風が窓を叩たたく音が、妙に不吉な響きに感じられた。







　結論から言うと、ユニスは馬車にも戻っていなかった。

　ルール違反を承知の上で主催者に確認をとったところ、別室を借りて休んでいるというわけでもないそうだ。庭に出た形けい跡せきもない。

「ユニスはどこにいってしまったのでしょうか」

「わかりません。たちの悪い冗じよう談だんだといいのですが」

「彼女はそんなことをする人ではありませんわ」

　ルパートはため息をつくと、被っていた黒髪のカツラを脱いだ。無理やり押し込まれていた金髪がさらりと背中に流れ落ちる。

「ジャックが予告した場所で侍女が行方不明になるなんて、偶然にしてはできすぎています。キャンベル伯爵には事情を話して協力を要よう請せいしますので、ここは自分に任せて、エステラ様は先にお帰りください」

「ですが……」

「ダメです。作戦は中止です。大人おとなしく従ってください」

　ぐっと言葉を吞み込んだ。無茶はしない約束だ。

　エステラは辞去の挨あい拶さつと仮面の返却をすませると、会場を後にした。庭のアプローチには王宮から乗ってきた四頭立ての馬車が待機している。

　従僕フツトマンに扉を開けてもらい、手を借りて中へ入る。

　馬車の室内は、壁に取り付けられたランプ以外にも自前の角灯ランタンを持ち込んで灯ともしているので煌こう々こうと明るかった。

　御ぎよ者しやに合図を送ると、鞭むち打うつ音が響いて馬車が動き出した。

（ユニス……どこへ行ってしまいましたの？）

　ルパートも言っていたが、ジャックが指定した時間と場所で一番の侍女が姿を消したのだ。偶然のわけがない。自分が巻き込んでしまったのだ。

（どうか無事でいて）

　無性に神に祈りたくなって、聖印架を入れたドレスの隠しポケットに手を差し入れる。と、指先がかさりと聖印架とは違うものに触れた。この感触は紙だ。

　引っ張り出してみると、折りたたまれた紙切れだった。こんなものは入れた覚えがない。

　不思議に思いながら紙切れを開き、そこに書かれていた走り書きに頰ほおが引きつった。




『旧市街の教会跡にて待つ。夜明けまでに来られたし──Ｊ．Ｏ．Ｌ．』




　Ｊ．Ｏ．Ｌ．──ジャック・オー・ランタン？

　全身に鳥肌が立つのを感じた。

（いったい、いつのまに……!?）

　おそらくキャンベル邸の大広間で人の多いところを搔き分けて進んでいたときに仕込まれたのだろう。

（ユニスは、ジャックに攫さらわれましたの？）

　この短い文章からはそこまでは読み取れない。だがその可能性は非常に高い。

　エステラは慌てて窓を開けた。

　流れゆく町並みはまだ夜の帳とばりに包まれている。懐中時計を引っ張り出して確認すると、午前五時半を少し過ぎていた。この時期、午前六時くらいが日の出の時刻だ。

（あと三十分もありませんわ！）

　こうしてはいられない。御者台に通じる戸を開けて、老いた背中に問いかけた。

「お願いです、すぐにキャンベル伯爵邸へ戻ってくださいませ！」

「そうはおっしゃいましても。陛下から、日の出までには王妃殿下を王宮へ送り届けるよう厳命されておりますので。忘れ物でしたら、後日届けさせればよろしいかと」

「いえ、急いでルパート様にお伝えしなければならないことがありますの！　ユニスの行方に関わる手掛かりですわ！」

「それでしたらなおのこと、王宮に戻ってから使いの者を送らせるのがよろしいかと。小間使いのような真似を、王妃殿下御おんみずからがなさることはありません」

　御者の語り口はゆったりしていて、まったく意に介かいさない。職務をまっとうしているだけなのだから仕方がないとはいえ、そうしている間にも刻こく一いつ刻こくと約束の時間が迫っている。

　エステラはもう一度ポケットに手を差し込み、今度こそ聖印架を握りしめた。

（神様、聖アンナ様、どうかわたくしをお守りください）

　手早く祈りを捧ささげてポケットから手を引き抜くと、足元の角灯を拾い上げる。

　すう、はあ、と呼吸を整えた。覚悟を決める。

　それから床を蹴るようにして勢いをつけ、扉に体当たりをした。

　衝撃で扉が開き、エステラの体が宙に放り出される。

「王妃殿下!?」

　御者の叫び声が聞こえたのとほぼ同時に、石いし畳だたみの固い地面に勢いよく転がった。

　角灯をかばって体を丸めていたため、背中やら腕やら体のあちこちをぶつけて痛んだが、幾いく重えにも生地を重ねたドレスのおかげで下半身はそれほどでもなかった。

　夜の帳の落ちた静かな町並みに、二頭の馬の嘶いななきが鋭く響き渡る。御者が慌てて馬車を急停止したのだろう。

　エステラは痛みを我が慢まんして起き上がった。

　顔を上げて夜空を仰あおぎ、月と星の位置で方角の見当を付ける。

　キャンベル邸は王都の東、旧市街は西だ。

　いまから走ってキャンベル邸へ戻り、ルパートに報告したのでは、ジャックの指定した時間に間に合わない。

（ユニス、いま助けにまいりますわ！）

　車輪を軋きしませて馬車が止まる音を聞きながら、エステラは角灯を持って走り出した。

　旧市街の教会跡というのがどこにあるのかまでは知らないが、ミストリアの教会はたいてい三角屋根の上に大きな聖印架を掲げた作りになっている。上を向きながら探していればいずれ見つかるはずだ。

　ただでさえ豪ごう奢しやなドレスは走りにくいのに、宝石をあしらった布の靴くつは足の裏がやたらと滑すべって煩わずらわしかった。旧市街の手前に差し掛かったところで靴を脱ぐか迷っていたとき、前方の酒場からガタイのいい男たちが数人、扉から出てくるのが見えた。

　流れの労働者らしい。夜目にもわかるほど酔っているが、足取りはしっかりしている。

　男たちはこれから連れ立って二軒目へ行く相談をしているようだったが、エステラの姿を捉とらえると仲間内で一瞬にやりと笑い合い、すぐに腕を広げて道を塞ふさいできた。

　エステラは思わず足を止めた。はあはあと息を切らしながら、男たちに視線を向ける。

「そこを、通して、くださいませ！」

「そんなに急いでどこにいくんだい、お嬢さん。この先に舞踏会の会場はねえぜ？」

　男たちの中で一番の巨漢がおどけて言うと、残りの三人が腹を抱えて笑った。

　何がそんなにおかしいのか理解不能だ。旧市街で舞踏会が開かれるはずがないことくらい、幼児だって知っているだろう。

「あなた方には、関係ありませんわ。そこを空けてくださいませ。急いでおりますの」

「お嬢さんが俺たちと遊んでくれるってんなら、空けてやってもいいぜ？」

「申し訳ありませんけれど、わたくしには遊んでいる時間はありませんの。カードもチェスも時間がかかりすぎますもの」

　男たちはまた顔を見合わせると、今度は全員が大きな笑い声をあげた。

「おいおい、俺たちが言っているのはその遊びじゃねえよ。まあ、高貴なご身分の方にはわかんねえか。教えてやるから、ちょっとつきあえよ」

「ですから……」

　困った。急いでいると言っているのに、どうしてわかってくれないのだろう。

　懐中時計がなくとも指定の時間まであといくばくもないことはわかっている。しばし迷ったすえ、エステラは了承した。

「わかりましたわ。旧市街の教会跡でならば、遊んで差し上げますわ」

　男たちは驚いたように目を剝むいた。

「それっていまはもぬけの殻からになってる聖クラレンス教会のことか？　すぐそこの。あそこはいま……ははーん」

　巨漢は途中で何かを思いついた様子で、にたりと下げ卑びた笑みを浮かべる。

「こりゃまた、ずいぶん好き者のお嬢様みてえだな。いいぜ、つきあってやるよ」

「つきあえとおっしゃったのはあなたの方ですわよ。案内してくださる？」

「ついてきな、お嬢さん」

　馴なれ馴なれしく肩に腕を回されるのは嫌だったし、できればもっと急いでほしかったが、エステラは黙って男たちの後に従った。







　聖クラレンス教会は本当にすぐ近くにあった。

　夜空の下で、壊れた三角屋根の歪いびつな輪りん郭かくと傾いた聖印架が浮かび上がっている。

　片方の扉が外れた両開きの扉を開けて、巨漢が先に入っていく。他の男たちに押しやられるように、エステラもおそるおそる中に足を踏み入れた。

　床には埃ほこりが厚く積もり、割れたステンドグラスの破片などが散らかっていたが、礼拝堂はぎりぎりのところで形式どおりのかたちを保っていた。長椅子に長机はあちこち破損しつつも残っており、祭さい壇だんも、その奥の壁には聖アンナ像もある。

「ユニス！　ここにいらっしゃいますの？　いらっしゃったら返事をして！」

　堂内をきょろきょろと見回しながら声を張りあげる。

　不意に、どん、と肩を強く突き飛ばされた。不意打ちを食らって思わずよろめき、そのまま埃の積もった長椅子に尻をついてしまう。

「何をなさいますの！」

　と睨にらみつけると、巨漢は下卑た笑みを浮かべていた。

「誘ったのはお嬢さんの方だろ？」

「わたくしはここで人と待ち合わせをしているのです。ですから、その人が到着するまでの間でしたらここで遊んで差し上げますと申しただけですわ。案内してくださったことは感謝しますが、無体な真似をされる覚えはありません」

　エステラは毅き然ぜんと答えたが、男たちは話を聞かずに順番の相談をしている。何の順番だか知らないが決まったらしく、巨漢が大手を振ってにじり寄ってきた。

　ただならぬ気配を感じて、エステラは角灯を長机に置き、身を守る武器になるものを探した。だが特に何も見つからず、しかたなく金属製の聖印架を握りしめる。

　そのときだった。

　男たちの動きが不意にぴたりと止まった。操り人形の操作をやめたかのように動かなくなったかと思いきや、糸が切れたかのようにその場に崩くずれ落ちる。

「なっ……だ、大丈夫ですか？」

　エステラは一瞬前までの状況も忘れて、彼らに駆け寄った。

　巨漢は目を剝いて意識を失っている。口から泡あわを吹いて痙けい攣れんしており、そして首筋に小さな矢のようなものが突き刺さっていた。他の男たちも同様だ。

「これは……」

「──無用心だなあ。さすが世間知らずの修道女」

　聞き覚えのある声に振り返ると、いつのまにか祭壇の上に腰掛けている人影があった。

　仕立ての良い上下を纏い〈梟〉の仮面をつけているが、赤毛にも背格好にも、そしてもちろん声にも覚えがある。ジャックだ。

　エステラは男たちを避けて、祭壇へ近づいていった。

　ジャックはひょいと祭壇から飛び降りると、〈梟〉の仮面を外してその場に捨てた。

「あんた自分の立場わかってんの？　一人で来いと言ったのに供どころかルパートまでつけてきやがって」

　やはり、ルパートの変装は見抜かれていたらしい。

　だが、ここを突かれることは想定内だ。

「……あなたがほしいのは『契約王妃の証言』でしょう？　わたくしが陛下に噓をついて舞踏会に参加すれば、必ずあの方は気づき、噓つきの王妃と離縁なさるでしょう。そうなればあなたは『契約王妃の証言』を二度と得られなくなるのではありませんの？」

　ひゅう、とジャックがおどけたように口笛を吹いた。

「そうきたか。ちょっと強引だが、駆け引きってもんを学んできたようだな……だが、ここに来てくれたってことは、取引に応じる気になったってことでいいんだよな？」

「その前にユニスを返してくださいませ」

「証言が先だ。立場考えろっての。どっちに主導権があるのかわかんねえのかよ」

　エステラは歯嚙みした。

　ヴィクリスやルパートや、発案者である父のことを考えれば、取引をするわけにはいかない。だがユニスが人質にされている以上、従わなければどうなるか。

「……わかりましたわ。取引に応じましょう」

「そうこなきゃ」

　ジャックはにやりと笑うと、近くの長机の上に一枚の便びん箋せんと、インク壺つぼとペンを置いた。

「この紙に契約王妃になった事情を全部、洗いざらい書くんだ。署名も忘れるなよ」

「署名をしたところで、誰もわたくしの署名の真しん偽ぎはわからないと思いますけれど」

「これ、なーんだ？」

　ぴらり、と目の前に出されたのは、数日前にエステラが仮面舞踏会に参加するために提出した、外出許可申請書だった。

「どうしてそれをあなたが？」

「秘密。王宮に仕えている人間のみんながみんな、味方だと思わないことだな」

　エステラは唇くちびるを嚙みしめて、ペンを手に取った。いまは彼に従うしかない。

　ペン先をインク壺に浸ひたし、これまでのいきさつを正直に書き記す。

　もとより、神の御前で噓の証言などできない。修練女見習いの心理を逆さか手てにとってこの場所を指定してきたのだろう。だとしたら完全に思うつぼだ。

　最後に署名をすると、エステラは便箋を手に取って突き出した。

「これでよろしいでしょう？　早くユニスを解放してくださいませ」

「そう焦あせるなって。読み終わるまで待てよ」

　ジャックが文面に目を走らせる。記者らしく速読すると、うん、と納得して頷いた。

「なんだ、俺の想像とほとんど変わらないんだな。もっと突とつ飛ぴな事情があるのかと思ってたのに。現実なんてこんなもんか……ああ、ちなみにお望みのものはそこな」

　ジャックは右手の親指を立てて天井を指差した。

　促うながされるままに見上げて、エステラは悲鳴じみた声をあげた。

「ユニス！」

　ユニスは天井から縄で吊るされていた。両腕を胴体にきつく拘こう束そくされ、背中から伸びた縄が、二階の手すりに結ばれている。

　耳を澄すますと、ぐごー、ぐごー、と気持ちよさそうないびきが聞こえてきた。

　見たところ、目立った外傷はなさそうだ。安あん堵どのあまりへたり込みそうになる。

「……どうしてこんなことをなさいますの？　陛下をおとしめるような真似ばかりして、この国が再び内戦状態になればいいと思っているわけではないのでしょう？」

「戦争なんて二度とごめんだ。火薬だってとっとと見つかってほしいと思ってる」

「なら、どうして！　国を憂うれう心がおありならば、こんな回りくどいことをなさらないで、陛下にでも兵士の誰かにでも、報告なさればよろしいでしょう！」

「はん、冗談じゃない。タダで猜さい疑ぎ王おうに手柄をくれてやる気はないね。最低でも、猜疑王の醜しゆう聞ぶんと引き替えでなきゃ譲ゆずれねえよ」

　表情こそ笑みを作っているが、双眸には憎しみの色が滲にじんでいる。

「あなたはなぜそんなに陛下を憎んでらっしゃるんですの？　ルパート様から聞きましたわ。あなたはかつて、陛下のお仲間だったのでしょう？　それなのに、どうして」

　ジャックは視線を逸らして、ちっと小さく舌打ちした。

「……あんたと同じだ。あいつは、俺との約束を破った」

「え？」

「エリオネル殿下を必ず守ると、あいつは俺とそう約束した。だがあいつは殿下を死なせてしまった……俺が手を貸したのはエリオネル殿下のためだ。あの方が作る世界を見たかったからだ。人間不信をこじらせた王の治世が見たかったわけじゃない……」

　途中から、声が急速に力を失っていく。自信がなさそうな声こわ音ねは、心のどこかで、自分の発言に正当性がないことに気づいているからかもしれない。

「あなたは、エリオネル殿下を敬愛してらしたのですね」

「……そうだよ。あの方は命の恩人なんだ。ランデリックに利用されたあげく、切り捨てられて殺されかけた俺を、助け、許してくださった。俺はあの方のためにペンで戦う情報の騎士になると決めた。なのに、あいつは……殿下を守りきれなかった。絶対に許さない……」

　奥歯を嚙みしめるジャックの横顔を見ていたら、ある感情がこみ上げてきた。

「あなたは、なんて……」

　はっとジャックが顔をあげた。表情に拒否反応が現れている。

「おい、やめろよ。同情なんてするんじゃねえぞ。聖職者お得意の説教もごめんだ。俺の気持ちは俺にしかわからない──」

「そうでしょうね。わたくしも、そんなことを申し上げるつもりはありませんわ」

　エステラは自称情報の騎士を毅然と見据え、胸に手を当てて言い放った。

「わたくしはこう申したかったのです──あなた、とてもひねくれてますわ」

「……は……？」

　ジャックが乾いた声を漏らす。

　伝わらなかったのだろうか。ならば伝わるまできちんと説明するべきだろう。

「エリオネル殿下を失って、一番悲しんでいるのは実の弟でいらっしゃる陛下と、御お子このヘンリー殿下ですわ。それなのに一緒に悲しむならまだしもエリオネル殿下の死の責任を押しつけるなんて。同じ悲しみを共有された陛下はあんなにもまっすぐな方ですのに、どうしてあなたはこんなにひねくれ……」

「ちょ、ちょっと待てえっ！」

　ジャックが慌てて言葉を遮さえぎってきた。

「まっすぐだぁ!?　いまヴィクリスのことをまっすぐって言ったか!?」

　一国の王を呼びすてにしている。ついうっかり出てしまったといった呼び方だ。もしかしたら内戦中は名前で呼び合う仲だったのかもしれない。

「ええ、言いましたわ。それが何か？」

「ありえねえだろ！　人間不信をこじらせた猜疑王だぞ!?　俺の性しよう根ねが折れ曲がっているとしたら、あいつのは複雑骨折してるだろ！」

「あら、そんなことはありませんわ。陛下はとても実直で誠実で、優しい方ですわ」

「ねェよ！　実直で誠実で優しいやつはそもそも妃を十二人も実家送りにしねえっつーの！　あんた目ん玉開いてんのかよ！」

「あなたこそ、陛下のどこを見てらっしゃいますの？　陛下はご自分が猜疑心に取り憑つかれていることを自覚なさっていて、その上でよい王であるために規則を作り、それを忠実に守っていらっしゃいますのよ。それがまっすぐでないとしたらなんですの？」

　ジャックが二の句も告げずに愕がく然ぜんと見つめてくる。

「あ……あんた、あれを肯こう定ていしちゃダメだろ……」

「もちろん、全面的に肯定はいたしませんわ。陛下が人を信じられるようになったら、どれだけ素晴らしいでしょう。でも、傷ついた心が癒いえるには時間がかかりますわ。幸い国勢も安定していますし、わたくしは陛下をお支えしたいと思っておりますわ」

　エステラは自然と笑みを浮かべて宣言していた。

　そうだ。自分は彼を支えたいと思っている。彼の力になりたい。

　不思議だった。最初は、ミストリアの人々の力になるために王妃になったのに。

　いまは何よりも、彼の役に立ちたいと願っている。

　ジャックはしばし信じられないものを見る眼差しを向けてきたが、ややあって何かに思い至いたったらしく半はん眼がんになった。

「あんたまさか……ははーん、そういうことかよ。くっ……はははははっ！」

　ジャックが堪えきれないとばかりに吹きだした。

「何がおかしいんですの？」

「あんたが、だよ。くくくっ、こりゃ傑けつ作さくだ。あーもう、今日は仕置きがてら侍女を帰すだけのつもりだったのになあ。気が変わっちまった」

　ひとしきり大声で笑うと、がしがしと頭を無む造ぞう作さに搔く。そうして手を下ろしたときには、表情から笑みが消えていた。

「この間教えた場所は、ちゃんと調べたんだろうな？」

　押し殺した声音が、冗談はここまでだと語っている。エステラはこくんと頷いた。

「もちろんですわ。微量の火薬が見つかったと、ルパート様が」

「ならいい。次はミシア運河の南岸に面した二階建ての共同住宅を調べろ。目印は壁に穿たれた七つの弾痕だ。そこに最近、流れ者と思われる男たちが四十近い樽たるを運び込んでいるのを近所の住民が目撃している」

　樽四十個。〈エリオネルの遺い恨こん〉と同じ量だ。

「話を聞いて張り込んだところ、その部屋に出入りしていたのは内戦時代にエリオネル陣営で武器庫の見張り番をしていた元兵士だ。元兵士は、何者かに襲撃された際に大おお怪け我がをして退たい役えきしている。住所はここに書いておいた」

　また手品のように出現したメモ書きを受け取る。

「それで、その樽の中身は本当に〈エリオネルの遺恨〉なんですの？」

「さあ。そこまでは。だが樽の数は合っているだろ。〈エリオネルの遺恨〉かもしれないし、そうじゃないかもしれない。信じるか信じないかはあんた次第だ……んじゃま、取引成立ってことで」

「ま、待って！　ユニスを下ろしてくださいませ！」

「だめだめ。そんなことしたら俺が逃げる時間を稼かせげ……しまった！」

　ふと窓の方を向いたその横顔が凍りつく。

　ジャックは慌てた様子で身を翻ひるがえすと、ひらりと長椅子に飛び乗った。長机の上を身軽に駆けていき、反対側にある硝子ガラスの割れ落ちた窓から外へ飛び出して──

　行こうとして、突如窓から現れた人影の腕に刈り取られて、床に叩きつけられる。

　ぐおっ、と悲鳴をあげて転がったジャックの上に、窓から飛び込んできた人影があっさりと馬乗りになって、鳩尾みぞおちに拳こぶしを叩き込む。

　実に手際よくジャックを昏こん倒とうさせたのは、ヴィクリスだった。

「陛下!?　どうして、こちらに……」

　エステラの問いを、彼は無視した。

　白目を剝いたジャックを俯うつぶせに転がし、懐ふところから取り出した麻あさ縄なわで器用に縛り上げてから、ゆっくりとこちらに近づいてきた。

　びくりと肩を震ふるわせるエステラを、冷ややかに見下ろしてくる。

「無茶はしないと約束したはずだ」

「申し訳ありません。ユニスを攫われて仕方がなかったんですの。ジャックが指定した時間まで猶ゆう予よがほとんどなくて……」

「それはやつの作戦だ。わざと間に合いそうもない時間を指定し、冷静な判断を下す余裕を与えなかった。見事に引っかかったものだ」

　エステラはぐっとドレスの腰のレースを握りしめる。

「……わたくしは、どうすればよかったのでしょうか」

「当然、退ひくべきだった」

「でもユニスが……！」

「君は王妃の自覚がなさすぎる。ジャックに害意はなくとも、やつの支援者に害意があったらどうするつもりだった？　ジャックは囮で、支援者の目的が君を攫うことや殺すことにあったら、ことは君一人の問題ではなくなる」

　返す言葉が見つからなかった。そんなこと、考えもしなかった。

「この世界は悪意に満ちている。王宮の周辺は特にだ。私ほどではないにしても、君はもっと人を疑うことを学ぶべきだ」

「……はい」

「こんなことだろうと、馬車に見張りをつけておいて正解だった。その見張りも、一瞬君を見失ったのはあきらかな失態だが」

　冷れい淡たんな声こわ音ねに、頭を金かな槌づちで叩かれたかのような衝撃を受けた。

　こんなことだろうと。

　その一言で痛烈に理解してしまった。

　ヴィクリスは、自分を欺あざむいてジャックと取引をするだろうと最初から疑っていたのだ。

　確かにエステラは、絶対に取引をしないとは約束しなかった。結果的に、彼の読みは正しかったことになる。だが。
















（……この方は）

　目頭にじわりと熱がこみ上げてくる。

　そうして堰せきを切った熱が、大粒の雫しずくとなって溢あふれ出し、頰を伝い落ちた。

（この方は、わたくしを決して信じてはくれない……）

　胸が苦しくてたまらない。

　彼は猜疑王だ。人間不信から、過去に十二人の王妃を追い払ってきた。

　歌劇場で制止を振り切ってジャックの息の掛かった女に騙され、それでも許されたせいで、少しは信用してもらえているのだと勘かん違ちがいをしていたのかもしれない。

（わたくしはなんて……愚おろかなのかしら）

　しょせんは半年契約の王妃でしかない、修道女見習いの見習いのくせにおこがましい。

　彼の役に立とうなんて、身の程を知るべきだった。

「ごめんなさい……」

　涙を帯びた声は、礼拝堂に突入してきた兵士たちの軍ぐん靴かの音に搔き消される。

「王妃を保護しろ。それと、侍女を下ろしてやれ」

　ヴィクリスは兵士たちに指示を出すと、彼らと入れ替わるように礼拝堂を出て行った。

　颯さつ爽そうと靡く軍服の裾すそが、これ以上の謝罪を拒絶しているように感じられる。

　王の背中が消えていった扉を見つめながら、エステラはただただ涙を零しつづけた。
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　兵士たちに囲まれて歩いていると連行されているような気分になった。

　後ろめたいところがあるからそう感じるのかもしれない。

　エステラは王宮までヴィクリスの馬に乗せてもらった。その間、二人に会話はなく、王宮に着くとヴィクリスはエステラを下ろしてどこかへ行ってしまった。

　先導する兵士に角灯を持たれて〈北の宮〉に続く道を歩いていると、玄関前に同じような明かりがいくつか見えた。

　侍女たちが集まっている。エステラの帰りが予定よりもだいぶ遅くなったため、心配して出向いてくれているのだろう。エステラの姿を見つけて、一斉に駆け寄ってくる。

「王妃様！」

「いったい何があったのですか？　ユニスは一緒ではないのですか？」

「ユニスはいま手当てを受けていますわ」

「手当って……」

　そこまで言ったところで、そばかすの侍女が悲鳴じみた声をあげた。エステラのドレスの汚れや剝き出しの肌にできた痣あざや擦すり傷きずに気づいたからだ。

　侍女長が涙ぐみながら、エステラの腕にそっと触れてきた。

「ああ、ああ、なんておいたわしい……いったいどうしてこんなことに」

「今夜はいろいろありましたの。本当に、いろいろ……」

　罪悪感で胸が苦しい。ドレスの汚れも擦り傷も痣も、全部エステラの自じ業ごう自じ得とくだ。

　おまけに、自分は本物の王妃ではあるが期限つきの王妃だ。彼女たちに心配してもらう価値なんてないのだ。

　エステラの態度から何かを汲くみ取ったらしく、侍女がため息をついた。

「わかりました。まずはお体を清めて、それから傷のお手当てをいたしましょう。痕あとになったら大変です。すぐに準備しますから、先にお部屋でおくつろぎになっていてください」

　そう早口に告げると、侍女長は他の侍女たちに指示を出しはじめた。

「待って！」

「な、なんですか？」

「みなさんに、大事なお話がありますの」

　本当のことを伝えなければならない。いま言わなければならない。

　ジャックに契約王妃だと認める証言をしておいて、もっと大切な人たちに噓をつき続けるなんて、間違っている。

　エステラは兵士から角灯を受け取り、彼らを帰らせると、ゆっくりと侍女たちの方へ近づいていった。角灯を持っているのに、真まっ暗くら闇やみの中を歩いているかのように足が竦すくむ。

「大事なお話、ですか？」

「ええ。いままでみなさんに隠していたことがありますの。わたくしは半年で離婚する契約で結婚した短期の王妃です。あの新聞記事は事実なんですの……ずっと隠していて、ごめんなさい」
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『庭園では原則として茂しげみに身を隠してはならない。ただし不審者、獣けもの、求婚者から逃げているときは可』

　──という規則を胸きよう中ちゆうで暗あん唱しようしながら、思う。

（『怒っているお父様』も可にしていただきたいですわ）

　植木の茂みの陰にしゃがんで身を隠し、両手にへし折った枝葉を構かまえるエステラの頭上を、怒ど号ごうじみた声が駆かけ抜けていく。

「エステラ！　隠れていることはわかっておるのだぞ！　出てきなさい！　よくも私に恥はじをかかせおったな！」

　全身が震ふるえたのは、自力で着替えたドレスが季節外れで少し寒いから、ではない。

（お父様に怒られるのもひさしぶりですわね……）

　十年ぶりに再会したときとは打って変わっての猛もう獣じゆうぶりだ。

　幼おさない頃、いたずらをするたびに父に怒られていたので慣れているつもりだったが、〈北の宮〉に乗り込まれて開口一番にあの声を聞かされたら、つい条件反射で窓から逃げ出してしまった。ちなみに二階だったので、木を伝って地上に降りた。

（だって怖いんですもの）

　エステラが契約王妃だということは、既すでに王宮中に広まっている。短期王妃計画の立りつ案あん者しやである父のお怒りもごもっともだ。彼には怒る権利があり、エステラには怒られる義務がある。

　だが、無理なものは無理だ。

（お尻しりぺんぺんでしたら甘んじて受け入れましょう。でも、また真っ暗な酒蔵に閉じ込められたら……ああ神様！　罪深きこの身をお許しください）

　許しを乞こうべき相手を間違えている気もしたが、エステラは枝葉を握にぎりしめたまま心の中で聖せい印いんを切った。

「出てこい、エステラ！」

　さきほどより怒号が近づいてきている。見つかるのも時間の問題かもしれない。

　ここは危険を冒おかしてでも移動した方がいいだろうか。それとも自分は生まれながらの植物だと自己暗示を掛けてじっとしていた方がいいだろうか。

　そわそわと右を見て、左を見て、また右を向いたら可か愛わいらしい顔が出現していた。

「ひゃっ……!?」

　思わず声をもらしてしまい、慌あわてて口元を押さえる。運良く父が「エステラぁっ！」と叫んだ瞬間だったので気け取どられなかったが、危ないところだった。

「驚かせないでくださいませ……ヘンリー殿でん下か」

　エステラは声を押し殺して、隣でちょこんとしゃがみこんでいる王子に申し立てた。

「おまえが勝手に驚いただけだ。何をやってるんだ？　ここ、隠れんぼ禁止だぞ」

「これが隠れんぼに見えますの？」

　頭上を「出てきなさいエステラ！」と怒ど鳴なり声が通り過ぎていく。

「契約王妃だってばらすから怒られるんだろ。馬ば鹿かなやつだな」

「殿下もご存じでしたの？」

「いや、さっき侍じ女じよから聞いた」

　つまらなそうな口ぶりに、エステラは思わず相そう好ごうを崩くずした。

〈北の宮〉の侍女たちは、事情を知るなり急速に離れていった。

　食事などの必要最低限の準備はしてくれるが、すぐにどこかへいなくなってしまう。警備の兵士たちもよそよそしく、腫はれ物ものにさわるような扱いだ。ユニスに至ってはジャックの支援者に飲まされた薬が効いているらしく、まだ目を覚ましていない。

　騙だましていたのだから仕方がないとはいえ、こうも態度を変えられるとつらいものがある。だから、契約王妃だと知る前と後で態度が変わらないヘンリーは救いだった。

「お驚きにならないのですね」

「驚いたに決まってるだろ。でも大人が考えそうなことだなって納なつ得とくした。それよりあの叔お父じ上うえを説得して契約王妃を娶めとらせたことの方がびっくりだ。バークワース伯はく爵しやくって案外交渉上手じようずなんだな」

　そういえば内戦中はヴィクリスの下で折せつ衝しよう役やくをしていたと言っていた。

　エステラに契約王妃になるよう説得しに来たときも、院長に後押ししてもらうべく何やら小声で交渉をしていたし、ああ見えて本当に交渉の達たつ人じんなのかもしれない。

「出てこんかいぃっ！」

　と感情に任せた怒鳴り声を聞くかぎりでは、とてもそうは思えないのだが。

「おまえ、これからどうするんだ？」

「わかりませんわ。多分、ここにいられるのもあとわずかになるでしょうけれど」

　規則や婚前契約を破ったりヴィクリスの意に反したりした王妃は、みな実家に強制送還されている。例外はない。

「修道院に帰るのか？　修道女を目指して修行するのか？」

「そうなりますわね」

　肩をすくめる。結局、自分も十二人の王妃たちと同じ結末を迎えてしまった。

　過去の妃きさきたちは王の人間不信を受け入れられなかったために離縁になった。

　その点、エステラは苦もなく受け入れられた。むしろ、彼女たちがなぜ受け入れられなかったのかが不思議なくらい、規則や婚前契約にも順応した。

　ヴィクリス本人も、意外と茶目っ気があり、他人を気き遣づかえる好人物だった。

　だが猜さい疑ぎ王おうを受け入れた先に待っていたものは、どれだけ親しくなったと思えても、決して信用してもらえないというつらい現実だった。

『こんなこともあろうかと──』

　ぎゅっと胸の奥が痛んで、ドレスの胸元の生き地じを握りしめる。

（どうしてこんなに心が痛みますの？）

　人を信じられない性格だということは最初からわかっていたはずだ。

　少し熱愛夫婦の演技をしたくらいで親しくなれたと勘かん違ちがいし、自分ならば彼の疑ぎ心しん暗あん鬼きの闇やみを晴らせると過信していたのだろうか。

　だとしたら、ひどい自うぬ惚ぼれだ。

「あ、あ、あの、さ」

　可愛らしい問いかけに、エステラは思考を打ち切った。

　ヘンリーがそわそわしながら口を開く。

「おまえ、もう叔父上の妃じゃなくなるわけだろ」

「……ええ」

　あらためて事実を指摘されると腹にずしりと来る。

　ヘンリーが躊躇ためらいがちに視線を左右に泳がせる。耳を搔かいたり頭を搔いたりとせわしなく、頰ほおは林りん檎ごのように赤く染まっていた。

「だ、だったらさ。その、叔父上の代わりってわけじゃないけど……おまえさえよければ、ぼ、僕が、その、おまえを……」

「ここにおったかあああああああ！」

　その瞬間、元いたずらっこと現いたずらっこは同時にびくんと肩を跳はねあげた。

　振り向くと、低い生け垣がきの向こうから憤ふん怒ぬの髭ひげ面づらが出現している。

　あうあ……と硬直するヘンリーに対して、エステラは経験があるぶん反応が早かった。

「殿下、わたくしは先に失礼いたしますわ！」

　と叫ぶなり、擬ぎ態たい用ようの枝葉を捨てて立ち上がった。ドレスの裾すそをまくり上げて走り出し、あらかじめ想定していた逃走経路を駆け抜ける。

「待たんかあああ──うおおおおっ!?」

　奇妙な悲鳴のあと、どすん、ずざざっ、と何かが倒れる音が聞こえてくる。

「なぜこんなところに麻あさ縄なわが張って……誰だれだこんなことをしたのは！」

　わたくしですわ、と胸中で返答しつつ、エステラは振り返らずに走り去った。見つかったときのために足止め用の罠わなを仕掛けておくのは、基本中の基本である。

　迷路じみた生け垣の庭園を抜け、柱ちゆう廊ろうの通路を横切ったところで、〈北の宮〉に戻るか別の場所へ逃げ込むか迷った。

　悩んだ末に、もっと動きやすい格好に着替えた方が父から逃げやすいのではないかと思いつき、〈北の宮〉へ向かう。

　すると、その途中で兵士たちの一団と遭そう遇ぐうした。

　兵士たちは厳しい表情で近づいてくる。偶然通りかかったわけではなく、エステラに用があってきたのは緊迫した顔つきからも迷いのない足取りからもあきらかだった。

「王妃殿下」

　契約王妃だと知れてもなお、彼らはエステラを「王妃殿下」と呼ぶ。

　ただし、そこに敬意や親しみは感じられない。極きわめて事務的な響ひびきに、エステラは生なま唾つばを飲み下して姿勢を正す。

「陛下のご命令でまいりました──王妃殿下を拘束させていただきます」
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　こつこつと、硬かたい靴くつ音おとが薄暗い廊下に響く。

　ヴィクリスはルパートを伴って、簡かん易い監かん獄ごくの通路を歩いていた。

　すれ違う看かん守しゆが足を止めて頭こうべを垂たれるのに目礼で応じ、通り過ぎていく。空からの監かん房ぼうの前を抜けて、有人の監房の前で足を止める。

「ひさしぶりだなあ、ヴィクリス殿下」

　牢ろうの中から気安く声をかけてくる。

　ルパートが眉まゆをひそめて一歩進み出た。

「いまは陛へい下かですよ。訂てい正せいなさい」

　ヴィクリスは右手を挙げて補佐官を制止した。

　薄暗い牢の奥であぐらをかいて座っている青年に、厳しい眼まな差ざしを向ける。

「おまえがここまで愚おろかだとは思っていなかった──ジャック」

「契約王妃サマを脅おどしたことか？　おびき出したこと？　それともこうしてカッコ悪く捕まったことかな？」

「私の妃にちょっかいをかけたこともそうだが、一番問題なのは侍女の誘ゆう拐かいだ。取り返しのつかない犯罪行為だ。昔のよしみで見逃してやることもできない」

　ジャックが弾はじかれたように立ち上がった。

「あれは俺がやったんじゃねえよ！　俺の支援者が勝手にやったことだ。ルパートの目を逸そらしてくれって頼んだだけで、侍女を誘拐してくれとは頼んじゃいねえっての」

「その支援者とは誰だ？」

「教えらんねえな。どうしても知りたきゃ拷ごう問もんにでもかけろよ」

「オーウェル侯こう爵しやくだろう」

　ジャックがぐっと息を吞のみ込んだ。

「……どうしてわかった？」

「否定しないのか。正直者のおまえらしい」

　年齢よりも若く見える顔立ちに動揺が走り、気まずそうに視線を逸らす。

「俺は真実の探たん求きゆう者しやだ。デマは流さないし、噓うそも言わない。それが信条だし、信条を破るくらいなら筆を折るさ。で、どうしてわかったんだ？」

「仮面舞踏会の場で人目を盗んで侍女を攫さらうには、キャンベル家にゆかりのある者が手引きしていなければ不可能だ。そしてキャンベル伯爵の奥方はオーウェル侯爵の従妹いとこだ。伯爵の弟が事業に失敗したときもオーウェル侯爵が援助したと聞いている。キャンベル伯爵はオーウェル侯爵に頭が上がらない……ならば、無茶な要求にも従うしかないだろうと推測した。それに、オーウェル侯爵の娘フローラは私の最初の妃だ」

「あー、あのフローラ嬢ですか。あなたの女性不信にトドメを差した方でしたよねえ」

　ルパートが腕組みをしてしみじみと言う。

「国が大変な時期に王族が贅ぜい沢たくをするわけにはいかない、慎つつましい生活になると通告して本人も了承していたにもかかわらず、王妃になったら贅沢三ざん昧まい当たり前って感じで、ドレスに宝飾品に賭かけ事ごとに舞踏会にと、出費しまくって陛下の逆げき鱗りんに触れた方でしたね。最初の妃があの方でなければ、陛下もここまでこじらせなかったでしょうに」

　ヴィクリスはぐっと閉口した。嫌なことを思い出させてくれる。

　人間不信の責任をフローラになすりつける気は毛もう頭とう無いが、彼女と結婚してから悪化したのは事実だ。婚前契約書を作りはじめたのも二番目の妃以降である。

　ジャックは観念したように苦笑して肩をすくめた。

「ま、別にばれても構わないけどな。侍女の誘拐はこっちも迷惑だったし、支援者は他にもいるから」

　そう言って開き直ったようにどすんと床に尻をつくと、またあぐらをかき直した。

「で、俺はどうなんの？　国王侮ぶ辱じよく罪ざいとか不敬罪とかで死刑？」

「裏が取れ次第──あとついでに、頭が冷えたら釈しやく放ほうしてやる」

「甘すぎます、陛下！」

　ヴィクリスは再び手で補佐官を制止した。ジャックが露ろ骨こつに眉をひそめる。

「正気かよ？」

「侍女誘拐の実行犯でも計画犯でもないのなら罪にはならない。劇場への不法侵入は咎とがめられるべきだが、証拠がない。自白するのなら改めて罪に問うが」

「しねえよ……国王への侮辱は？」

「言げん論ろんを弾だん圧あつするつもりはない」

「……あんたのそういう寛かん大だいぶってるところ、嫌いだよ」

　憎にく々にくしげに顔を歪ゆがめているところを見るに、昔のような協力関係には戻れそうもない。それを少し残念に思いつつも、ヴィクリスはさっさと本題に入った。

「〈エリオネルの遺い恨こん〉の情報はあれで終わりか？」

「なんだよ。例の場所、なんもなかったのか？」

「あった。半分だけだが」

　エステラからメモを受け取ってすぐにくだんの運河沿いの共同住宅へ兵士を派遣し、現場にいた男数名と樽二十個ぶんの火薬を押収した。

〈エリオネルの遺恨〉と同じ火薬かどうかは現在鑑定中だが、まず間違いないだろう。目視検査だけでも、先日採取した火薬と酷こく似じしている。

　ただし、量が足りない。盗まれた火薬はあと樽二十個ぶんあるはずだ。

「半分だけってどういうこったよ？」

「みな口を揃そろえて『使ってしまった』と証言している」

「……信じているわけじゃねえだろうな？」

「私を誰だと思っている？」

「誰も信じない猜疑王」

「その名をつけたのはおまえだがな。本当に、他に隠している情報はないのだな？」

「しつけえよ。あれで全部だ。知ってたら、全部喋しやべってる」

　エリオネルへのジャックの忠誠心は本物だ。そこは疑う余地もない。

　彼がどれだけヴィクリスを恨うらんでいようとも、敬愛するエリオネルの意志と遺志に反することは絶対にしないはずだ。

「情報提供者は誰だ？　その者からもっと情報を引き出せないか？」

「……そいつなら昨日殺されたよ。俺にタレ込んだのがばれて」

「そうか……しばらくここで頭を冷やすといい」

　最後にそう告げると、ヴィクリスは踵を返した。

　簡易監獄を出てしばらく庭園を歩いたところで、ルパートが囁ささやいてきた。

「機嫌が悪そうですね」

「わかるか」

「ええ。エステラ様のことでしょう。お怒りもごもっともではありますが」

「エステラのことは最初から怒っていない。怒りを覚えているのは私自身に対してだ」

　ルパートが眉をひそめるのが気配でわかった。つきあいが長い分、視界に入らなくとも感情は手に取るようにわかる。

「ジャックが罠を仕掛けてくることは想定の範囲内だった。だから見張りをつけたというのに、詰めが甘かった。エステラを危険に晒さらしてしまった……反省している」

　あんな無茶をする娘だとは想定していなかった、というのもある。

「なぜ彼女があんな危険な真ま似ねをしたのか、それがいまだにわからない。ミストリアの民のためにしても自己犠牲の度が行きすぎている」

「あなたのためだと思いますよ、陛下。彼女はあなたの役に立ちたかったのでしょう」

「意味がわからない。彼女は既にじゅうぶん私の役に立っている」

　はあ、とルパートが重々しいため息をついた。

「女泣かせですねえ」

「用法が間違っている。確かに彼女を泣かせてしまったことは事実だが」

「いえ、用法は間違ってませんよ。まあ、これ以上は野や暮ぼですかねえ……ところで、そのエステラ様の件なのですが」

「おとなしくしているか？」

「それは、まあ。といいますか、私が聞きたいのはエステラ様の状況ではなく、エステラ様に対して陛下が下した命令の件なのですがね」

「なんだ。〈風切りの塔とう〉に幽ゆう閉へいしたのはやりすぎだと言いたいのか？」

　エステラは現在、幽閉用の塔の最上階に閉じ込められている。扉とびらには厳重に鍵かぎを掛け、見張り番もつけているので、一歩も外に出られないはずだ。

「彼女は善意が暴走気味で、何をしでかすかわからない。ジャックがまだ我われ々われを欺あざむいている可能性は薄いが、念には念を入れておきたくてあの処置にした。不服か？」

「いーえ。ただ、陛下らしくないなーと思いまして。いつもでしたら陛下の意に背そむいた王妃は即刻追い出してらしたでしょう。なのに、エステラ様は追い出すどころか閉じ込めるんだなーと不思議に思っただけです」

　言われてみれば、確かにそのとおりだ。

　こちらの意に背いてばかりで手に負えないのならば、なおのこと修道院に帰すべきだろう。その方が彼女にとってもいいはずだ。

「確かにそれでは過去の妃たちに対して不公平だな。すぐにエステラの幽閉処分を解とけ。彼女には即刻修道院に戻って──」

「待った待った！　そういう意味で言ってるんじゃないですから！」

　ルパートがなぜか慌てて制止してくる。

「公平とか不公平とかどうでもいいんです。大事なのは陛下のお心です。なぜいままでの王妃なら追い出すのにエステラ様は閉じ込めようと思われたのですか？」

　ヴィクリスは眉根を寄せて考えた。

「確かに、どうしてエステラに対してだけそういう処置をしようと思ったのだろうな。自分でもよくわからない」

「わからないのでしたら、わかるまでよーく考えてみてください。それまではご命令どおり、エステラ様には不自由な生活を送っていただくことにいたしますので」

「……そうか」

　ということは、自分が結論を出せるまでエステラは幽閉されたままということか。もし自分が誤った判断を下しているのだとしたら、責任重大だ。

「ところで、明後日の王立学校の落成式の件ですが──」

　補佐官からの報告は、半分も頭に入ってこなかった。

（他の十二人の王妃を帰して、エステラを閉じ込める理由はなんだ？）

　胸に手を当てて思考を巡めぐらせる。だが、答えはそう簡単に出そうもなかった。
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　エステラが〈風切りの塔〉に幽閉されてから三日目の夕方、鍵の掛かっていた鉄製の扉が開き、外へ出された。兵士たちに先導されて螺ら旋せん階段を下りていく。

（どういうことですの？）

　そもそも閉じ込められたこと自体、納得がいかない。

　勝手な行動を取ったために、ヴィクリスを怒らせてしまった。そこは理解している。

　だが、彼の怒りに触れて愛あい想そを尽つかされたのならば、聖せいアンナマリー修道院なりに強制送還されるはずだ。少なくとも過去の王妃は全員離婚になって帰されている。こんなところに幽閉された者はエステラ以外に一人もいない。

　一時は、自分が過去の王妃と比べてもあまりにも罪深いために、特別な懲ちよう罰ばつでも与えられるのではないかと思いもした。

　だが、部屋から出られないというだけで一日に三食、質も量もある食事を提供されるし、夜は申し分のない量の灯油を補充してもらえた。

　おまけに、謎なぞの白い梟ふくろうが『すぐに出してあげますから、しばらく我が慢まんしていてください』と書かれた、おそらくルパートからの手紙を届けてくる始末。

　ということは、懲罰目的ではないはずだ。

　そこへきて三日で解放されたとなると、何がしたかったのかさっぱりわからない。

「どうしてですの？」

　質問してみても、兵士たちから説明はない。回答を禁じられているのではなく、彼らも知らされていない。

　塔を降りると、すぐにヴィクリスの執務室へ案内された。

　ヴィクリスは今日も黒い軍服姿で政務に励はげんでいた。静かな室内に、羽根ペンが紙を引っ搔く音だけが響いている。

　呼びつけたのは彼なのだろうに、エステラが部屋に入ったときにちらりと一いち瞥べつしただけで、無関心そうに書類に向かっている。

（怒ってらっしゃるのかしら……そうに決まってますわよね）

　そうでなければ塔に幽閉しないだろう。あれは頭を冷やせという意味に違いない。

　兵士たちはエステラを執務机の前に連れて行くと、一礼して退室していった。

　二人きりになってから三十秒が経過した頃、ヴィクリスはようやく書き物を終えてペンを置き、顔を上げた。

「待たせてすまなかった」

　謝罪からはじまったので、エステラは少し緊張を解いた。

「いえ……」

「君を修道院へ帰そうと思う」

　そして、次の言葉に絶句した。

　覚悟はしていたつもりだったが、はっきりと離縁を口に出されると衝撃が大きい。

「勘違いしないでほしい。短期契約の王妃という噂うわさの信しん憑ぴよう性せいを打ち消すには、満期完了になる前に離縁してしまうのが手っ取り早いんだ。そうすればみな『猜疑王はまたいつものように王妃を追い出したのか、しょうがない王だ』と納得するだろう」

　ヴィクリスが手元の書類を上下を逆に返し、机の上を滑すべらせて差し出してくる。

　キリエ教会へ離婚の承しよう諾だくを伺うかがう書面だった。既にヴィクリスの署名は入っている。

「今回の契約結婚については、キリエ教会も承諾済みだ。裁判に発展することはないから、安心していい。あちらに書面が届き次第……書類に不備がなければだが、すぐに許可がおりる寸法になっている」

　よどみのない口調から、これは決定事項なのだとわかった。

「いままで不自由な思いをさせてすまなかった。これでようやく君を王妃の真似事から解放してやれる……どうした、あまり嬉うれしそうではないな？　修道院に帰って修行に戻りたいのではないのか？」

　エステラははっと我に返った。

　不思議そうにこちらを見つめていたヴィクリスが、ああ、と得心がいったように呟つぶやいた。

「バークワース伯爵のことか。彼には君をあまり叱らないよう口添えしておこう。だから安心していい」

「父のことでしたら大丈夫ですわ……ただ、少し急でしたから」

「だが予感はしていただろう」

　本来ならば幽閉ではなく、領館か修道院に帰されるものだと思っていた。

　だが、いざ本当に帰ることになると、胸の奥がざわついて苦しくなってくる。

（どうしてですの？）

　兵士に向けた問いを、今度は自分自身にぶつけてみる。

　自分はいま間違いなく──修道院に戻りたくないと考えている。

　戻れば修行を再開できる。早く一人前の修道女になって、尊敬すべき前修道院長や現修道院長、他の修道女たちのような神の妻になりたいと思っていたはずだ。

　それなのに、なぜ。

　王宮の贅沢な食事やドレス、華やかな生活に未練があるのだろうか。

　それともユニスやヘンリーや、王宮で知り合った人々との別れが惜しいのだろうか。

　前者だとしたら清貧の誓いに反しているから修行のやり直しだ。

　後者に関しては、最初から半年で王宮を去る予定だったのだから、覚悟が足りなかったことになる。どちらにしても自分の未熟が原因だ。

（わたくしのような未熟者が引き受けるには、大役すぎたということですわね）

　快こころよく送り出してくれた修道女たちの顔が脳のう裏りに浮かぶ。もうすぐ彼女たちと再会できるのだと考えれば、少しは気持ちも前向きになれた。

　エステラは姿勢を正して、まっすぐにヴィクリスを見つめた。

　鋭い銀ぎん灰かい色しよくの双そう眸ぼうを覗のぞき込む。

　王宮に来て半月弱の間で、初めは冷たい印象だったこの眼差しの中にもぬくもりがあることを何度も発見した。けれど、結局は怒らせてしまった。

「お役に立てず、我が身を不ふ甲が斐いなく思いますわ。申し訳ありませんでした」

　エステラはドレスの前で手を合わせて、深々と頭を下げた。

「そんなことはない。君はよく頑張ってくれた。ただ、王妃に向いていなかっただけだ」

「……ええ」

　頭を下げたまま、唇くちびるを嚙かみしめる。

「君の隣人愛と自己犠牲精神は危あやうすぎる。性根の純粋な王妃は歓迎するが、それも限度がある。自分の身を顧かえりみず、人を助けるためなら平気で危険に飛び込んでいくような者は、王妃には向かない。だが……私は、君はそのままでいいと思っている」

　えっ、と驚いて顔を上げて、そこでエステラは固まった。

　ヴィクリスは目を眇すがめて、困ったように微笑ほほえんでいた。

「恥ずかしい話だが、私も昔は君のように、おのれの信じるもののためならば猪いのししのように突っ込んでいくタイプの人間だった。いまではこのとおり、猜疑心の魔物にすっかり心を食い荒らされてしまったが」

　銀灰色の眼差しが、どこか遠い情景を見つめる。

「といっても、昔の自分に戻りたいわけではない。純粋なだけでは王は務まらない。どちらがマシかといえば、経験を積んだぶんいまの方がマシだろう。だが……君を見ていると、昔の自分に少しだけ戻ったような錯さつ覚かくがして、心が癒いやされる気がしていた」

「陛下……」

「だからこそ、君をいつまでもここに置いておいてはいけないと思う。私の妃でいるかぎり、宮廷の内外で様々な悪意に晒されるだろう。こんな汚い場所にいては、君まで猜疑心に蝕むしばまれかねない。君を塔に閉じ込めておけば、君を君のまま守れるかもしれないと浅はかなことも考えたが、それでは風切り羽を切った水鳥のように、本来の美しさを失わせるだけだ──だから、ここで終わりにすることにした」

　そう言って、ヴィクリスは立ち上がった。

　目を瞠みはるエステラの前で、深々と頭を下げる。

　そしておもむろに顔を上げると、猜疑王と呼ばれる青年は穏おだやかに笑った。

「君のような人がまだこの国にいるのだと思うと、私は前より少しだけ、人を信じられそうな気がするよ──君に会えてよかった。ありがとう」

「へい、か……」

　唇が震えた。声も震える。

　彼が、自分のことをそんなふうに見てくれていたなんて、思ってもいなかった。

（嬉しい……）

　うまく声が出せなくて口元に手を当てるが、冷え切った指先がわなないていた。

　言いようのない感情が胸の奥からこみ上げてくる。その熱は顔まで上ってきて、目から雫しずくとなって頰へ伝い落ちていった。

「泣かせるつもりはなかったのだが」

「わたくし……陛下に嫌われているものだと、思っておりましたわ」

「私がいつ君を嫌いだと言ったんだ？」

「だって……『こんなこともあろうかと』って……」

「なんのことだ？」

　エステラは涙を拭ぬぐいながら、聖クラレンス教会で言われたときのことを説明した。

　ヴィクリスの表情が後悔に陰る。

「私の言葉が足りなかったせいで誤解させてしまったようだ。あれは、ジャックが我々の裏をかいて接触してくる可能性を想定していたという意味だ。君が私を欺いてジャックに証言をするという意味で言ったわけではない」

　朴ぼく訥とつとした言葉の数々が胸の中に染み込んでくる。

　まったく信用されていないわけではなかったのだとわかって、安あん堵どのあまりさらに涙がこみ上げてきた。

「待て、待て。だからなぜ泣くんだ。君が泣き虫なのはわかったが、ルパートに女泣かせとからかわれる身にもなってくれ。とりあえず泣き止やんでくれないか。ほら」

「……陛下、もうべろべろばーは結構ですわ」

　大の大人が舌を出した間抜けな顔を見たら、泣きながら吹きだしてしまった。

「結構と言っておいて、笑っているではないか」

「だって、陛下ったらおかしいんですもの。ふ、ふふふっ」

　堪こらえきれずに笑いながら、それでもぽろぽろと零れる涙を指先ですくうように拭う。

　この人とは、これでお別れになる。

（でもわたくしは修道院に戻ってからも、陛下の幸せを祈り続けますわ。ずっと）

　ヴィクリスが幸せになれれば、きっとこの国はもっとすばらしい国になるはずだ。

　そのためには、彼の憂いのうち一番大きいだろうものの行方ゆくえが気がかりだ。

「そういえば、〈エリオネルの遺恨〉は見つかりましたの？」

「半分は……君のおかげだな。その点も、礼を言う。王妃のすることではないが」

　少しは彼の役に立てたのかと思うと、心がぷかぷかと浮かんでしまいそうになるが、あくまで半分だ。浮かれている場合ではない。

「残りの半分はどこへいってしまったのでしょうか」

「わからない。とうに使ったという証言もあるし、劣化して廃棄した分もありそうだ。引き続き調査をしているが……王都近郊で見つかったというのが懸け念ねん材料だ。杞き憂ゆうだとよいのだが」

　ヴィクリスはそう言って、眼差しを暗くした。
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　その翌日、エステラはひっそりと王宮を出しゆつ立たつした。

　誰一人見送りのいない中で二頭立ての馬車に乗り込み、いかめしい城門をくぐる。

　ヴィクリスとルパートには早朝のうちに別れの挨あい拶さつをすませていた。

　今日は例の王立学校の落成式が行われる日であり、国王とその補佐官は式典に参加するため現地入りしている。本来ならばエステラも王妃として参加する予定だった。

（陛下があれだけ心血を注いでいた学校、見ておきたかったですわ）

　聞いた話によると、学校は赤い煉れん瓦が造りで、新進気鋭の建築家の手によるものらしい。

　王都の永住権を持つ六歳から十二歳までの子どもならば誰でも、女の子であっても無料で読み書きや計算、歴史などの授業を受けられるらしい。子どもたちを指導するのは、近隣の修道院から修道士や修道女を招しよう聘へいしたと聞いている。

　ますます見たかった。最後の最後に、心残りが一つ増えてしまった。

　馬車はかたことと揺れながら、王都の裏通りを進んでいく。

　落成式と出立の日を合わせたのは、人々の関心を逸らすためだ。

　人目を引かないように、護衛の兵士は四人と最小限にとどめ、またエステラ自身も王宮へ持ち込んだ修練服に身を包み黒いヴェールを被っている。肌に馴な染じんだ着き心地ごこちに安心感を抱くと同時に、一いち抹まつの寂さびしさも覚えていた。

（最後に、みなさんに挨拶をしたかったですわ）

　契約王妃だと明かして以来離れていってしまった侍女や兵士、使用人たちの顔を思い浮かべると、胸の奥がちくりと痛んだ。

　挨拶をしようと思っても、露骨に避けられて声をかける隙すきがなかったのだが、せめて、お世話になった礼くらいは伝えたかった。

（お礼は言えませんでしたけれども、修道院に戻ったら精いっぱい、みなさんの幸福を祈らせていただきますわ。もちろんヴィクリス様の幸福も）

　彼の幸せそうな顔を思い浮かべようとして、まったく想像できなかった。

（どうしてかしら。微笑でしたら何度かお見かけしてますのに……ああ、そうですわ）

　ようやく思い当たった。彼が何に幸せを覚えるかわからないからだ。

　猜疑心の魔物に取り憑つかれた若き王。

　彼は自分の猜疑心に難儀しながらも、王としての責務を果たすためには騙されやすいよりはましだと語っていた。確かにそれで国は回っている。過去の王妃たちは逃げ出したが、臣下も彼の猜疑心の強さを受け入れ、支えている。

　けれど、本当にそれでいいのだろうか。

『君はそのままでいいと思っている』

『君を見ていると、昔の自分に少しだけ戻ったような錯覚がして、心が癒される』

『君のような人がまだこの国にいるのだと思うと、私は前より少しだけ、人を信じられそうな気がするよ』

　とくん、と胸の奥が跳ねた。

　彼は決してお世辞は言わない。だから、きっと本心から言ってくれたはずだ。

　彼は、猜疑心の魔物から解き放たれたいと思っているのではないか。

　そして、自分は彼の猜疑心に少し影響を与えていたらしいのだ。

（わたくし、本当に修道院に帰ってしまっていいのかしら）

　なんだか、自分がひどい間違いを犯している気がしてきた。

　漠ばく然ぜんとした不安に駆られて聖印架ロザリオをぎゅっと握りしめていると、唐とう突とつに車体ががたんと激しく揺れた。エステラは背もたれに倒れ込みながら、必死に窓の枠わくを摑つかむ。

「な、なんですの!?」

「王妃殿下……！」

　御者の情なさけない声が聞こえ、続いて馬車の外から複数の人間の叫び声と馬の嘶いななき、そして物騒な物音が聞こえてきた。

　いったい何が起きているのか。

　エステラは急いで窓のカーテンを開けて窓の外を見て、目を瞠った。

　窓の外ではちょうど、棍こん棒ぼうで頭を殴なぐられた兵士が昏こん倒とうするところだったのだ。

　棍棒を握りしめているのは、見覚えのある侍女だった。

「ユニス!?」

　いままさに棍棒を振り下ろした格好のユニスは、エステラに気づくと顔を上げて、にかっと満面の笑みを浮かべて手を振り上げた。

「エステラ様！　助けにまいりましたあ！」







　エステラ一行はあっという間にユニス軍によって制圧された。

　護衛の兵士たちと御者は縄で簀す巻まき状にされ、石いし畳だたみの上に転がされてしまう。

　あまりにも手荒な扱いに、エステラは強く抗議し、離婚に至いたったいきさつを説明した。

「じゃ、じゃあ、エステラ様は納得ずくで離婚されたんですか？」

「ですから、そう申しているではありませんの」

「そんなあ。わたしはてっきり、陛下に追い出されたのかとばっかり……」

　ユニスがあからさまに肩を落とし、そばかすの侍女がよしよしと頭を撫なでる。

　料理番や洗濯番の使用人たちが困ったように顔を見合わせ、兵士たちが「なんだよユニスの早とちりかよ」と呆あきれた声で愚ぐ痴ちりあう。

「ユニスはわたくしを助けようとしてくださったのですね」

「ええ。だって、わたしが変なやつらに攫われなければ、エステラ様は契約王妃だと明かさなくてすんだのでしょう？　それってわたしのせいじゃないですか」

「ユニスのせいなんかではありませんわ。わたくしがあなたたちを騙していたことには変わりありませんもの」

「いーえっ、わたしは騙されていたなんて思ってません！　いままでの王妃様は最高でも一カ月しか保たなかったんですよ。女王座の時期だけでも保ってくださるなら、短期契約じゃない王妃様よりよっぽど本物の王妃様じゃないですか！」

　うんうん、と侍女たちと兵士たちが激しく頷うなずいて同意してくる。

　エステラは思わず目を瞬しばたたいた。

　ユニスたちの論理は破は綻たんしている。けれど、その破綻はとても素直で、彼女たちらしくて微笑ましく、何より嬉しかった。

「わたくし、あなたたちを失望させてしまったのだと思っておりましたわ」

　ユニスの表情がさっと翳かげる。

「その点につきましては心からお詫わび申し上げます」

　戸惑う侍女たちの後ろから、侍女長が粛しゆく々しゆくと進み出た。

「私たちも戸惑っていたのです。エステラ様にどう接すればいいのか、連日連夜会議を行ってまいりました……その結果、私たちはユニスが申したとおりの結論に達したのです。エステラ様はいずれ神の妻となられる立場でありながら、国のために我が身を犠牲にして王妃になってくださった。その事実だけでじゅうぶんなのではないか、と」

　勢いに任せたわけではなく、じっくりと考えたすえの行動だったらしい。

　余計に嬉しくて、目頭が熱くなってきた。

「みなさん、ありがとう。本当に嬉しいですわ……でももう、離婚の手続きはすませてしまいましたの。三日ほどでキリエ教会本部に書類が届いて、離婚が成立するはずです」

「……そうでしたか。すいません、余計な真似をして」

　エステラは首をぶんぶんと横に振った。

「いいえ、いいえっ、とんでもないですわ。むしろ、最後にみなさんとの誤解が解けて、こんなに嬉しいことはないと思っておりますのよ」

「本当に？　本当に本当ですか？」

「ええ、本当に本当ですわ」

　ユニスがくしゃりと表情を崩して、いまにも泣き出しそうな顔になった。けれどすぐに泣いてたまるかとばかりに表情を引き締める。

「改めて、わたしたちでバークワース領までお送りいたします。それくらいは、させていただいてもいいでしょう？」

「ええ、ぜひお願いいたしますわ。ただしその前に、護衛の方々にちゃんと応急処置をして差し上げてくださいませ」

　ユニスはえへへと悪びれたふうに笑って頭を搔いた。






















　相談の結果、バークワース領まで馬車にはユニスが同席することになった。

　兵士の一人が御者役を買って出てくれ、残りの兵士のうち四名が馬車に護衛代行として同行、ユニスを除いた侍女たちには事後処理を任せた。

　再び馬車に揺られはじめると、エステラはカーテンを半ばほど閉めてこっそりと外の風景を盗み見た。馬車は大通りに沿った裏道に入っており、大通りの方へ向かって歩いていく人の姿がぽつぽつと見受けられる。

「人出が気になられますか？　今日は王立学校の落成式ですもんね」

「……そうですわね」

　一瞬、寄り道してほしいと言いたくなり、ぐっと堪えた。わがままを言いたくなるなんて修行不足だ。これ以上ユニスたちに迷惑はかけられない。

「エステラ様が乗ってるってばれたら馬車を囲まれちゃいますよ。目立たない道を通ってもらいましょう。すいませーん、裏通りを通れますかー？」

　ユニスは御者席に通じる窓を開けて、手綱を握る騎士に話しかけていた。ぱしっ、と鞭むちを打つ音が響き、馬車が方向を変える。

　外の光景から人々の姿が消え、裏通りよりもさらに陰気で細い通りへと入っていく。

　小さな陸りつ橋きようの下をくぐり、古い共同住宅が並ぶ通りに差し掛かったところで、ユニスが御者席に身を乗り出した。

「ちょっとー、道を間違えてない？　城門から遠ざかってるんだけど」

「へい、この道であってますよ」

「そうかなー……」

　不審そうに首を傾かしげるユニスの隣で、エステラは思わず固まっていた。

（いまの、声は……）

　さきほど御者役を買って出た兵士の声ではない。いや、そもそも兵士ですらない。

　御者席から覗く細身の背中に向かって、エステラは声を張りあげた。

「ジャック！」

「どーも、契約王妃サマ。あ、もう契約切れたんだっけ。ご愁しゆう傷しよう様さま」

　ジャックが手た綱づなを握りながら、肩越しに振り向いてにやりと笑った。

「……え、あんた誰？　エステラ様のお知り合い？」

　ユニスがエステラとジャックを交互に見比べて目を丸くする。

　仮面舞踏会であなたを攫った人間の仲間ですわ、と答えたかったが、ここでユニスに大騒ぎをされては、事態がどう転ぶかわからない。

「そんなところですわ……ジャック、どうやって入れ替わりましたの？　護衛の方だっていますのに……」

　エステラは慌てて窓の外を確認した。同行していたはずの護衛の姿が見あたらない。

「彼らなら無事だよ。ちょっと道端で酔っぱらって寝てるだけだから」

　またあの針を使ったのだろうか。いまは考えないことにする。

「……わたくしたちをどこへ連れて行くつもりですの？」

「そう警けい戒かいしなさんなって。悪いようにはしないよ。むしろ、あんたにとってはいいことなんじゃないかな？　ああ、見えてきたぜ。どう、どうっと」

　ジャックが手綱を引いた。馬が足を緩ゆるめ、馬車がゆっくりと停止する。

　御者台から自称新聞記者の背中が消えたかと思うと、扉が外から開かれた。ジャックが手を差し出してくるがそれには応じず、エステラは自力で馬車を駆け下りた。

　代わりにユニスが手を借りようとするが、寸前でジャックが手を引っ込めたせいでつんのめり、あやうくステップを踏み外しそうになる。

「もう、なんなのよあんたは！」

　抗議の声を聞きながら、エステラは人ひと気けのない通りを慎重に見回した。旧市街に近く、治安の悪そうな地域だということくらいしかわからない。

「ここはどこですの？」

「〈エリオネルの遺恨〉の半分が見つかった場所の前だよ」

　エステラは弾かれたように振り返った。

　改めて見れば、古い煉瓦造りの二階建ての家屋がそこにあった。共同住宅だろうか。壁には内戦時についたものと思われる弾だん痕こんが刻きざまれ、いまにも崩れ落ちそうなほど老ろう朽きゆう化かが進んでいて、とてもではないが人が住める場所には見えない。

「本当にここですの？」

「噓をついてどうすんのさ。連中は捕まって、火薬だって押収されてるってのに」

「連中……あなたは火薬を盗んだ人たちのことをご存じなんですのね」

「ランデリック陣営の残党だよ。といっても連中に忠誠心なんてない。国外逃亡中のランデリックの娘に王位を継がせて、自分たちは甘い汁を吸いたいってだけの小物どもさ。結束力もなきに等しい。だから、簡単に裏切り者が出る」

「……その裏切り者が情報提供者ですの？」

「まあね。びびって俺に情報をタレ込んできたんだ。それがばれて粛しゆく正せいされちまったようだけど。馬鹿なやつだよ。恋人だっていたのに……」

　眼差しがどこか遠く寂しそうなものになる。

　以前ジャックの話をしたときのヴィクリスも、同じ眼差しをしていたのを思い出す。

　あの疑り深い彼が本当の意味で嫌っても憎んでもいないのならば、悪い人ではないはずだ。ジャックは信じられなくても、銀灰色の眼差しは信じられる。

「どうして、わたくしをここに連れてきたんですの？」

　エステラは慎重に切り出した。情報の騎士などと豪語する彼が、意味もなく事件現場へ案内するとは考えにくい。

　ただ、再び取引を持ちかけられたとしても王妃でなくなったエステラにはこれ以上彼に提供できる情報はなかった。

「……昨日、さ」

　ぽつりとジャックが口を開いた。

「釈放されてすぐにアジトに戻ってみたら、その粛正されちまった馬鹿から手紙が届いてたんだ。死期を悟ってたんだろうな……いままで何度訊きいても教えてくれなかったくせに、最後にばらしていきやがった」

　苦渋に満ちた声から、強い悔かい恨こんが感じられる。

「その手紙には、何が書かれていましたの？」

「〈エリオネルの遺恨〉を盗み出した方法だ。犯行後に運良く、いや運悪くか、局地豪ごう雨うがあったせいで痕こん跡せきが完全に失われていたんだが……兵士の洗濯物の山の中に隠して近くの川まで運び出し、そこからは小舟を使ったらしい」

　ジャックが運河沿いに建つ共同住宅の方へ視線を向ける。

　穏やかな川の流れを視線で辿たどっていくと、その先の河岸に広場が見えた。いくつもの露店に群衆が集つどい、祭りのように賑にぎわっている。広場に面した赤煉瓦造りの立派な建物は、ヴィクリスの設立した王立学校だろう。

　どことなく修道院に似た趣おもむきがあるのは、子どもたちに基礎的な読み書きと計算を教える役どころが修道女や修道士などの聖職者だからかもしれない。

　だが、いまはそんなことはどうでもよかった。

「まさか……」

　背筋が凍った。王立学校も運河沿いにある。

　内戦時、盗まれた火薬は小舟で運び出された。そして、行方不明の火薬はあと樽二十個ぶんもある。

「俺もそのまさかだと思ってる。あいつがなかなか口を割らなかったはずだよ。盗み出したときと同じ方法で、今度は火薬を仕掛けにいったんじゃあな」

　ジャックが肩をすくめた。

「ヴィクリスが死のうが生きようが俺の知ったこっちゃねえけど、情報の騎士としては知ってることは全部喋ったと言ったのが噓だと思われるのも癪しやくだしな。もう間に合わないだろうが、ダメもとで元契約王妃サマには教えといてやろうかと──」

　みなまで聞いていられず、エステラは駆け出した。

「貸し一つだぜ、契約王妃サマ！」

「エステラ様!?　どうなさったんですか!?」

　ジャックの軽口にもユニスの問いにも答えず、全力疾しつ走そうで大通りへ向かっていく。

　落成式の日取りはあらかじめ決まっていた。この日に合わせて犯行を計画することは可能だった。火薬が半分見つかったのも、油断させるための作戦かもしれない。

（陛下が危ないですわ……！）
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「ごめんなさい、ここを通してくださいませ！」

　エステラは声を張りあげながら、人混みを搔き分けて進んでいく。

　落成式に集まった王都の人々は、なんだなんだと言いつつも道をあけてくれる。修道女の格好をしていたおかげで、王立学校の関係者と勘違いされたのかもしれない。

（陛下、どうかご無事で……！）

　何度も、ごめんなさい、すいません、申し訳ありませんと繰り返しながらわずかな隙間に体を無理やりねじ込み、罵ば声せいを浴びながらも人混みの前へ飛び出す。

　王立学校の前には少なくない数の警備兵たちがいたが、突然目の前に現れた王妃に面食らったらしく、みすみす取り逃してしまう。

　黒いヴェールを靡かせて、エステラは王立学校の中へ入った。

　広い玄関ホールに入ると、廊下の奥の方から足音が響いているのが聞こえてきた。その先にヴィクリスがいると見当をつけて、追いすがる。

　ややあって、細い廊下の先に近衛の隊服を着た集団を見つけた。屈くつ強きような男たちの奥に、見覚えのある軍服の背中と黒髪の後頭部を見つけて、声をあげる。

「陛下っ！」

　ヴィクリスが弾かれるように振り返った。

　エステラの姿を認めると目を見開き、護衛を押しのけて駆け寄ってくる。

「なぜ君がここにいる！」

「よかった、無事でしたのね……」

「質問に答えろ！」

　怒気を孕はらんだ声をぶつけられても、エステラは怯ひるまなかった。

　彼は優しい。自分を案じてくれているがゆえの発言だということはもうわかっている。

「ジャックから、最後の情報ですわ……残りの火薬はここにある可能性が高いと」

　一瞬にして、ヴィクリスが色を失った。

「来い」

　乱暴に手首を摑まれて、近くの教室に連れ込まれる。

「確かな情報か？」

「ジャックの情報提供者が仲間に粛正される前に手紙を残していたそうですわ。罪の意識に怯おびえて密告した者が、おのれの死期を察してもなお、仲間をかばうでしょうか」

　エステラはいましがた聞かされたばかりの事情を事細かに説明した。

　ヴィクリスの表情がみるみる険しくなる。

「私もここに罠が仕掛けられている可能性は考慮していた。だが、事前の調査では何も見つからなかった」

「では、ここではありませんの？」

「わからない。設計図にあるすべての場所を調べさせたが、ランデリックの残党と建築家が協力関係にあるとしたら、話は別だ。設計図にない部屋が存在し、そこに火薬が仕込まれている可能性もある。そう考えて、くだんの建築家には監視をつけている。建築家が怪しい行動をすれば、報告が入る手て筈はずになっている」

「そうでしたの。わたくし、余計なことをしてしまいましたかしら」

　既に対策を巡らせていたのなら、自分の行いは余計なお世話だったのかもしれない。

「君が危険を顧みずに飛び込んできたことは決して褒ほめられたことではないが、そのおかげで確信が持てた。すぐにみなを避難させよう」

　ヴィクリスが廊下に顔を出し、騎士たちに命令を下しはじめたときだった。

　どおん、と大地が割れるような音が轟とどろき、大きな震しん動どうとともに天井が迫ってくる。

　声をあげる間もなく、足元の感覚が消え、エステラは奈落の底へ落ちていた。







「……ステラ、エステラ！」

　ぺちぺちと、頰を軽く叩かれる衝撃に意識が浮上する。

　エステラは名を呼ばれるままにうっすらと目を開けて、そして混乱した。

　目を開けているのに、何も見えない。

　視界いっぱいに真っ暗闇の世界が広がっている。

「いやああああっ！　暗い！　やめて、助けて！」

　一瞬にして脳内が混乱で満たされた。

　座り込んだまま、無我夢中で両腕と両足を振り回した。すぐ近くでぎょっとする気配があった。誰かいる。

　かつて酒蔵の闇の中でエステラを連れ去ろうとした、冷たい手の感触をどうしても思い出してしまう。

「落ち着け、私だ！　暴れるな──ぐっ！」

　右みぎ拳こぶしが誰かの肌に当たる。さらなる混乱に支配される。

「来ないで、来ないで、いやっ、冷たい手はいやああああっ！」

「エステラ!!」

　振り上げた右拳が誰かの大きな手に摑まれる。とっさに左手を持ち上げようとしたところ、右手をぐいと強引に引き寄せられた。

　頰が硬い生地に押しつけられ、背中に回された腕に抱きしめられる。

　温かい。分厚い生地越しにもぬくもりと、かすかな鼓動が伝わってくる。

「私だ、ヴィクリスだ！　冷たい手の魔物ではない！　わかるか？」

　ぎゅうぎゅうと、痛いくらいに抱きしめられる。

「……ヴィクリス様……陛下？」

「そうだ。この声でわかるだろう？」

　冷静になってみれば、この低く穏やかな声はヴィクリスのものだ。

　ということは、頰に押しつけられたこの温かな生地は、彼の軍服の胸だろう。

　人と密着することを嫌う彼が抱きしめてくれているのは、エステラが恐れる冷たい手の魔物ではないと証明するためか。

　彼の気遣いと優しさに、涙がこみ上げてくる。

「エステラ？　大丈夫か？」

　エステラはこくんと頷いてから、しぐさでは伝わらないことを思い出した。

「ええ、ええ、もう大丈夫ですわ。取り乱して申し訳ありません。陛下はこんなときでも冷静ですのね。この暗闇でよくわたくしだとおわかりに……」

「落下の途中からずっと君の背に腕を回していたから、すり替えは不可能だ。それに声のことは声と匂いで識別できる」

「匂……っ!?」

　犬ですか！　と脳内のルパートが突っ込みを入れる。

「ところで怪け我がはないか？　どこか痛いところは？」

　痛いかと問われれば、全身のあちこちが痛い。

　ざっと患かん部ぶに触れてみたところ、少量の血が出ているところはあったが骨折のたぐいはしていないようだった。この程度ならば怪我のうちに入らない。

「ありませんわ……あの、いったい何が起きたのでしょうか？」

「仕掛けられていた火薬が爆発したようだ。結局、食い止められなかったか……何かあったときには教室の生徒が守られる構造にさせておいたのは正解だった」

　大地が割れるような衝撃があったとき、エステラたちがいたのは教室だった。

　おそらく有事に備えて連れ込んでくれたのだろうが、あのまま廊下で立ち話をしていたらどうなっていたのかと思うと、背筋がぞっとした。

「ここは学校のどのあたりでしょうか」

「おそらく地下倉庫のある辺りだろう。大丈夫だ、方向は見失っていないし、ここの設計図は頭に入っている。向こうに行けば運河に繫つながる水路に出られるはずだ。そこまで行けば、ルパートが見つけてくれるだろう。あいつは王都中の野良犬を手て懐なずけているから」

　強く抱きしめてきていた腕が緩み、背中から手が離れる。

　代わりに温かな手が肩に触れた。腕をつうっと辿って、右手を搦からめ捕とられる。

　エステラは手を引かれるままに立ち上がった。

　しかし、暗闇に足がすくんで一歩が踏み出せない。

「大丈夫だ」

　耳元で穏やかな声が力強く告げる。

「冷たい手の魔物はここにはいない。万が一現れたとしても、私がこの手で切り捨ててやる。君のことは必ず私が守る。だから、一緒に脱出しよう」

　大きな手が安心させるように、より強く手を握りしめてくる。

「……はい」

　エステラもその手を握りかえし、一歩を踏み出した。そのまま二歩、三歩と進んでみると、なんとか歩けている自分に気がついた。

（不思議ですわ。陛下と一緒なら、何も怖こわくない）

　相変わらず周囲は真っ暗で何も見えない。

　いつ次の崩落が起きてもおかしくない状況、火薬を仕掛けた犯人がどこかに潜んでいるかもしれないというのに、もうほとんど恐怖は感じなかった。

　この手を握っていれば絶対に助かる。そんな確信があった。

　ヴィクリスはゆっくりと、だが迷いなく進んでいく。既に目が闇に慣れてきているのかもしれない。

「こうして手を繫いでいると、熱愛夫婦の演技をしていた頃を思い出すな」

　手を引いて歩きながら、朴ぼく訥とつとした口調で語りはじめた。

「どうか気味悪がらないでほしいのだが……熱愛夫婦のふりをしているとき、もし私が猜疑王ではなく昔の私で、君が修練女見習いでなかったならば、こんな夫婦になれたかもしれないと思っていた。それが現実だったならば幸福になれただろうが……ありえない話だ。私は猜疑王で、君は修練女見習いだ。この事実は変えようもない」

　どこか惜しむような声音に、エステラは頰が熱くなるのを感じた。

「へ、陛下っ」

「ん？　ああ、すまない。こんなことを聞かされても気味悪いだけか」

「そんなことはありませんわ。とても嬉しいです。ただ、その……あ、あまり声を出さない方がいいと思いますわ。声の反響で崩落する危険性がありますし」

「それはわかっている。だが、君は闇が苦手なのだろう？　声だけでも聞こえていれば少しは安心できるかと思ったのだが……鬱うつ陶とうしかったか？」

　胸の奥が締めつけられる気がして、空あいている方の手で修練服の胸元の生地をぎゅっと握りしめる。

（また、わたくしのために……？）

　とたんに聞こえなくなった声に、エステラははっとして訂正した。

「鬱陶しくなんてありませんわ。わたくし、陛下の低くて穏やかな声が好きです。それと、この大きくて温かな手も」

　控えめに握り返すと、ヴィクリスの手がぴくりと小さく跳ねた。

「……これは罠か？」

「陛下？」

「いや、なんでもない。いまのは殺し文句だぞ……私でもわかる……」

　エステラは首を傾げた。殺し文句だなんて、そんな物ぶつ騒そうなことを言った覚えはない。

　ヴィクリスの手に引かれて闇を進み、曲がり角らしき場所を曲がると、前方から眩まばゆい白光が差してきた。目がくらんでよく見えないが、水路に出られたらしい。

　やっと闇から抜け出せる。そう安堵した瞬間、乱暴に抱き寄せられた。

　たぁん！　と鋭い炸裂音が響き渡る。

　闇に慣れた目が、徐々に光に適応しはじめると、明るみの中に人影が浮かび上がった。

　剣を構える武人らしき男が二人。そして、細身で小柄な巻き毛の男が一人だ。

　巻き毛の男が手にした燧発式フリントロツク銃の銃口からは、もうもうと煙が上がっている。

　さきほどの炸さく裂れつ音おんは銃声だったらしい。ヴィクリスがとっさに抱き寄せてくれなかったら、どうなっていただろう。背筋を冷や汗が伝い落ちていく。

「やはりな」

　ヴィクリスが苦々しく呟いた。

「……彼らをご存じですの？」

「後ろの二人は知らないが、銃を持っているのは例の建築家だ。内通者ではないかと疑っていたが、首謀者の方だったか」

　巻き毛の建築家は一撃撃ってしまった銃を捨て、腰から新たな銃を抜いて構え直すと、銃口をヴィクリスに向けた。

「年貢の納め時だ、猜疑王。貴様は玉座にふさわしくない。玉座は、マーガレット様にこそふさわしい」

　マーガレットというのは例のランデリックの娘の名だろうか。

　がちり、と建築家がこれ見よがしに撃げき鉄てつを起こす。

　撃たれる。

　そう思った瞬間、エステラはヴィクリスの腕をくぐり抜けて前へ飛び出していた。

「エステラ！」

　制止の声を無視し、両腕を広げて盾たてになる。

「陛下を撃つことは、わたくしが許しませんわ！」

　建築家が煩わずらわしそうに眉を寄せた。

「なんだ、この修道女は。お呼びじゃないんだよ。おとなしく教会で祈ってろ」

「いいえ、そうはいきませんわ。陛下はこの国に必要な方です。あなたたちの好きにはさせま──きゃっ!?」

　ぐいと肩を強く摑まれたかと思うと、無理やり後ろへ下がらされる。

　代わりに、ヴィクリスが一歩前に進み出た。

　エステラは抗議するように横顔を見上げ、息を吞んだ。

　長身の体たい軀く全体から、怒気が湯気のように立ち上って見える。

　もちろん錯覚だ。そうわかっているのにすっかり威い圧あつされてしまい、声にならない。

「貴様ら……」

　ヴィクリスが普段の声よりもさらに低い、押し殺した声で告げる。




「俺の妻に銃を向けたな？」




　びくり、と気け圧おされた男たちが肩を震わせる。

　その隙をヴィクリスは見逃さなかった。

　石畳を蹴って一瞬で間合いを詰めると、長い足を振り上げる。爪先が建築家の手首を蹴り上げ、燧発式銃が高く舞い上がる。

　あっ、と建築家の意識が逸れた瞬間に、がら空きになった鳩みぞ尾おちに拳をめり込ませる。思わず体を折ったところへ、膝蹴りをお見舞いする。

　蛙かえるを潰つぶしたような声を漏もらしてくずおれる建築家の横を素通りして、ヴィクリスは腰の剣を素早く抜いた。慌てて身構える一人目の男の剣を弾き、柄え尻じりを脳天に叩たたき込む。男は一撃で昏倒した。

「こ、この──」

　最後の一人が及び腰になりながらヴィクリスに斬りかかる。

　短絡的な斬ざん撃げきをヴィクリスは脚を半歩退ひいて身を捻るだけでかわすと、手首を翻ひるがえして刃を返した。

　白はく刃じんが閃ひらめき、最後の一人の喉のど元もとに切っ先がぴたりと突きつけられる。男は悔くやしげな呻うめき声を漏らして、観念したように剣を落とした。

「陛下……！」

　エステラは慌てて駆け寄った。

　ヴィクリスは目も向けず、すっと腕を伸ばした。その手の中に、燧発式銃が落ちてくる。ぱしっと受け止めて、重々しいため息をつく。

「以前にも言ったが、私に護衛は必要ない。このとおり、自分の身は自分で守れる……本当に、君の自己犠牲精神はたちが悪いな」

「……申し訳ありません」

「君の謝罪は信用がならない。だが、無事で良かった」

　そう言って肩越しに顔を向け、苦々しく微笑む。

　銃声を聞きつけたルパートたちが駆けつけるのは、それからしばらく後のことだった。
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「……これは、なんですの？」

　怪け我がの手当てのため王宮に戻り、一晩静養したその翌日。

　寝ている間に修練服を洗せん濯たくされてしまったため、やむなくドレス姿で帰り支じ度たくをしていたときだった。

　突然ヴィクリスとルパートがやってきて、数枚からなる書類を差し出してきた。

「君と離婚しないでほしいという嘆たん願がん書しよだ。五○六名分の署名もある」

「まあ……まあ、なんということでしょう！」

　エステラは書類を抱きしめた。感動で心が震ふるえ、全身がわなないてしまう。

「かような罪深き、かつ未熟な身で、こんなにもたくさんの方から必要としていただけるなんて。身に余る光栄ですわ。ああ神様、聖せいアンナ様、わたくしは世界一の果か報ほう者ものです。いつ天に召めされても後悔はありません！」

「エステラ様、嬉うれしいからって死なないでください」

　ルパートが冷静に突っ込んでくる。

　エステラははたと我われに返った。喜んでいる場合ではない。

「みなさんの気持ちはとっても嬉しいですけれど、わたくしたちはもう婚姻関係を解消してしまっていますわ……」

「そのことなのだが。どうやら私たちは結婚していなかったらしい」

「……は？　えっ、ど、どういうことですの？」

　思わず、王のしかめ面つらを見上げる。

「私と君との署名式を受け持ったディラン司し祭さいを覚えているか？　彼が抵抗して結婚誓約書にわざと不備を作っていたらしく、キリエ教会は結婚を無効と判断していた。よって、先日の離婚申請も意味がなかった。結婚が成立していなかったのではな」

「まあ……」

　司祭がまともな結婚式を挙げてほしいと進言してはあしらわれていたのを思い出す。敬けい虔けんな聖職者として、署名だけの結婚がどうしても許せなかったのだろう。

「それで、ものは相談なのだが──改めて、私と結婚してもらえないだろうか」

「え？」

「わかっている。君は王宮にいるべきではないという考えは変わっていない。結婚が無効だったのだから、契約結婚の噂うわさも否定できた。だが……熱愛夫婦の演習の際に、君を連れ歩いてしまったのは失策だった」

　彼はなんとも言いにくそうに、そして気まずそうに頭を搔かいた。

　王に代わって、補佐官が言葉を引き継いだ。

「同どう伴はんさせておきながら王妃でもなければ婚約者でもないなんて、不自然でしょう？　次の王妃候補者を娶めとるにしても、なら前の女はなんだったのだという話になっちゃいます。最悪、略奪婚だと騒がれるかもしれません。陛へい下かは誹ひ謗ぼう中傷に慣れていますが、次の王妃候補者はそうではないでしょうし……それ以前に、陛下の性格に耐たえられるかどうか……」

「わたくしはそれが不思議でなりませんわ」

　エステラは思わず口を挟んだ。ヴィクリスが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「それ、とは？」

「なぜいままでの王妃様方は陛下のよさがおわかりにならなかったのでしょう。わたくしがごく普通の貴族の娘でしたら、末すえ永ながくお支ささえしたいと思いますのに」

「……！」

　ヴィクリスが息を吞のんだ。

　驚きよう愕がくに目を剝むいて頰ほおを強こわ張ばらせ、一歩、二歩と後あと退ずさっていく──が、そこで踏みとどまった。即座に腕を伸ばし、ルパートの襟えり首くびを後ろからがしっと乱暴に摑つかむ。

「ちょっ、陛下!?　いきなり何すん……」

　と抗議の声をあげる補佐官を引きずって部屋を出ていった。

　ばたんと乱暴に閉まった扉とびら越ごしに、二人の会話がかすかに漏もれ聞こえてくる。

「おまえか。おまえが言わせたのか」

「陛下、絞しまってます絞まってます！　照れ隠しで首を絞めるのはやめて！　自分にはなんのことかさっぱり……」

「とぼけるな。修練女見習いである彼女が自発的にあんなことを言うわけがない。私をけしかけたいのだろうが、そうはいくか。いったい彼女に何をした？　心理操作か？　洗脳か？　それとも修道院に火を点つけるとでも脅おどしたか？」

「く、苦し……陛下っ、お願いだから落ち着いて！　自分まで疑うようになったら日常生活にも支障が……」

　そこから先は急に声が遠くなって聞こえなくなった。

（わたくし、何か陛下の人間不信を刺激するようなこと言いましたかしら？）

　おかしなことを言った覚えはないが、自分の不用意な発言のせいでルパートが疑われているのなら、放っておくわけにはいかなかった。

　エステラは思い切ってドアノブに手を伸ばす。

　と、ほぼ同時に外側から扉が開かれた。ヴィクリスが開いた扉の隙すき間まに長身を滑すべり込ませるようにして戻ってくる。廊下の様子を一切覗のぞかせず、後ろ手に扉を閉める。

「陛下、いまのは……」

「大丈夫だ。わかっている」

　少し頰を赤らめ、いつもの低く穏おだやかな声で力強く言う。

　自己暗示でも心理操作でも修道院に火を点けると脅されたわけでもなく、自分の意志で語った言葉だとわかっているのなら構わないので、エステラは「はい」と頷うなずいた。

「それで……さきほどの返事を聞きたいのだが」

　熱を帯びた銀ぎん灰かい色しよくの眼差まなざしが、自信なさそうに窺うかがってくる。

　改めて──あるいはもう一度、ヴィクリスと結婚するか、否いなか。

　エステラが契約結婚を受け入れたのは、迷える人々をカミラの呪いから救うためだ。人々に神の祝福をもたらすためならば、この身を捧ささげる覚悟だった。だがミストリアの、世界中の人々の救いになることを、自分はまだ何一つなしえていない。

　何より王宮のみんなが、ヴィクリスが自分を必要としてくれている。

　ならば、迷う余地なんてなかった。

「もちろん、お受けいたしますわ」







　数日後、エステラは再び王家の花嫁衣い装しように袖そでを通していた。

　長い裾すそを引きずって歩くのは、いつぞやの大広間──ではなく、王宮内の礼れい拝はい堂どうだ。

　左さ遷せんされたディラン司祭に代わって署名式を執とり行うことになった司祭は、前任者と同様に署名だけの式に難色を示したため、今回はヴィクリスが折れるかたちで場所を礼拝堂に移し、宣せん誓せいも行うことになったのだ。

　閑かん散さんとした席の真ん中あたりにルパートが腰を下ろしており、そこから離れた斜め後方の席にむくれた顔のヘンリーと父の顔が見える。

（気が重いですわ。聖アンナ様の前で噓うその宣誓をしなければならないなんて……）

　司教が待つ祭壇前にヴィクリスと並んで立ち、聖せい妃ひ像を見上げる。

　聖妃は微笑ほほえんでいるのかいないかの穏やかな表情を浮かべて、慈いつくしみに満ちた眼差しでこちらを見下ろしている。この視線を裏切らなければならないのかと思うと背徳感で胸が苦しくなってくる。

（ああ神様、聖アンナ様、申し訳ありません！　ただでさえ罪深き身でありながら、さらに罪を重ねることに……）

「──エステラ」

　呼び声にはっと我に返ると、二に対ついの視線が向けられていた。

　隣からヴィクリスが顔を覗き込み、祭壇からは神父が厳しい目で見下ろしている。

「どうしたのですか？　早く宣誓を」

「あ……はい……」

　こくんと唾つばを飲み下し、震える唇くちびるを開く。

「主しゆと聖妃の御み名なのもとに誓ちかいます。わたくしはこの身が朽くち果はてようとも……」

　そこで言葉が途切れた。

　司祭が眉をひそめながら続きを待っている。

　その背後には、いつもと変わらぬ表情の聖妃像が佇たたずんでいる。

（無理ですわ……！）

　一回目の署名式を行った大広間でならばともかく、ここは礼拝堂だ。

　ミストリア王国の未来のためならば噓もつけるし、実際にいくつも噓を重ねてきた。

　だが、神と聖アンナの前でだけは、どうしてもできなかった。

「どうしたのですか？」

　司祭に再度急かされて、エステラはぎゅっと目を瞑つぶった。

　もう終わりだ。またヴィクリスに迷惑をかけてしまう。

　不意に、左の肩に温かいものが触れた。驚いて目を開けると、ヴィクリスがやんわりと肩を包み込むように触れて、祭壇の方へ顔を向けていた。

「妃は感かん極きわまって言葉にならないようだ。私の宣誓だけで許してもらえないだろうか」

「形式通りではありませんが、まあ、よろしいでしょう」

「すまない」

　短く言って、ヴィクリスがこちらに顔を向けた。強い意志の光を宿した銀灰色の眼差しが、染みいるように見つめてくる。

　低く穏やかな、そして覇は気きに満ちた声で彼は宣言した。

「主と聖妃の御名のもとに誓う。俺はこの身が朽ち果てようとも、妻エステラを生しよう涯がい愛し、守りつづける」

　思わず息を吞む。

　ただの定型文だということはわかっている。

　なのに、王立学校でたった一度だけ聞いた「俺」という一人称のせいで、まるで彼の本心であるかのように感じてしまう。そんなはずはないのに。

「では、誓いの口づけを」

　なんとか宣誓の先に進めて、エステラはほっと息をついた。

　口づけは行われないことはわかっている。前回もヴィクリスは視野が狭くなり身の危険を守れないといった理由から口づけを却きやつ下かしている。

　また同じことを言って司祭を困らせるのだろうと思ってぼんやりと待っていると、ふと温かな手が頰に触れた。

　顎あごを摑まれて横に向けさせられ、くいっと持ち上げられると、さきほどより近くに精せい悍かんな顔があった。

　えっ、と小さく漏らした呟つぶやきごと、唇を奪われる。

　驚きのあまり、目を閉じられなかった。

　頭の中を真っ白にしながら、近すぎる彼の瞼まぶたと意外に長い睫まつ毛げをただただ凝ぎよう視しする。
















　接近してきたときと変わらない自然さで、唇が離れた。

　ようやく顔全体が見える距離にまで離れたとたんに、現実が追いついてきた。

　かあっと顔が熱くなり、心臓が早はや鐘がねを打ちはじめる。

　なぜ。どうして。

　頭の中に疑問符が飛び交い、ぐるぐると輪になって回り出す。

　目も回しそうになりながら熱く火ほ照てった頰を押さえて、隣の夫に視線を向ける。

「どっ……」

　どうして、と訊たずねようとしたものの、そこにヴィクリスの姿はなかった。

　彼は既すでに段を上って祭壇の裏に移動しており、結婚誓約書らしき書面に羽根ペンを走らせていた。ささっと署名を終わらせて、肩越しに振り向く。

「次は君の番だ。どうした？」

「……なんでもありませんわ」

　きっと、また司祭にごねられて婚こん姻いん不成立にされるのを避けるためだ。

　自分が宣誓できず手順を一つ崩くずしてしまったから、これ以上司祭の機嫌を損そこねるわけにはいかないと判断し、従ったのだろう。きっとそうだ。

（そうに決まっていますわ。でなければ、あの陛下が口づけなんて……）

　優しく重なった唇の感触を思い出してしまい、さらに顔の温度が上昇する。

　エステラはこれ以上考えることを放ほう棄きし、急いで段を上がった。祭壇の裏に回って、書類に署名をする。

　最後に司祭が署名すると、満足そうに頷いた。

「これにて結婚は成立しました。お二人の未来に主の祝福があらんことを」

　ぱん、ぱん、と一人分の拍はく手しゆが響く。

　ルパートだった。珍めずらしく何も言わずにおとなしく参列していた彼は、なぜか満面の笑みを浮かべている。はるか斜め後ろの席ではヘンリーが膨ふくれ面になって叔お父じを睨にらみつけており、父は複雑そうな思案顔で顎をさすっていた。

　三者三様の反応に面食らっていると、肩に温かな手が触れた。

　ヴィクリスが表情を緩ゆるめて、柔和な眼差しで見つめてくる。

「これで私たちは正式な夫婦だ──末永く、よろしく」

「え、ええ、よろしくお願いいたしますわ」

　笑顔で答えながら、内心で首を傾かしげる。

　半年でも「末永く」のうちに入るのだろうか。

（あら？　そういえば、契約期間の話をされていない気がしますわ）

　先日あらためて求婚されたとき、彼は短期契約とは一言も言っていなかった。

　エステラもまた半年間の契約結婚をしなおすものだと思っていたから、特に確認をしなかったのだが。まあ、きっと大丈夫だろう。

（女王座が夜空から消えるまで、立派に陛下の妃役を果たさなければ……神様、聖アンナ様、あなたの忠実なるしもべをお導きくださいませ！）

　聖妃はただ静かに、しもべたちの門出を見守っていた。
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あとがき






　おひさしぶりです、乙おつ川かわれいです。略してお疲れです。

　本作は修道女見習いのそのまた見習いである伯はく爵しやく令嬢のエステラが、父の頼みで半年間限定の王妃をつとめるお話です。ただし、嫁とつぐ相手である王様は英雄だけど人間不信をこじらせたスーパー猜さい疑ぎ心しんで、エステラは婚前契約書を守って生活することに……と、詳細はぜひ本文でお確かめくださいませ。




　前作終了後、ＳＦもどきや学園ものなどいろいろなプロットを作っては失敗し、しばらく産みの苦しみを味わったのですが、本作の執筆もまた一ひと筋すじ縄なわではいきませんでした。

　まさかひき逃げ事故に遭あうとは……

　吹っ飛ばされた衝撃で当初予定していたストーリーが星の彼方かなたに消え去りました。

　ついでに、ヴィクリスの人間不信もエスカレートしました。

　初稿を読んだ担当様から「すごいこじらせ男子になりましたねｗｗｗ」（原文ママ）というメールをいただき、やりすぎた！　とはじめて気づきました。女子向けジャンル的にアウトそうなところは自主規制しましたが、まだ残っていたらすいません。

　……なんの話でしたっけ。そうそう交通事故の話です。

　奇跡が二つほど重なったおかげでたいした怪け我がをせずにすみましたが、あんなに怖い思いは二度としたくありません。皆様も交通事故にはお気をつけください。




　今回もたくさんの方々のお世話になりました。

　三浦ひらく先生。美び麗れいでかつイキイキとしたイラストで拙せつ作さくを彩いろどってくださりありがとうございました。原稿が遅れてしまい申し訳ありません。エステラは可か愛わいく、ヴィクリスは中身がアレだとはとても思えない格好かつこよさです。もったいないオバケが出るぜ！

　前担当編集のＦ様、いままで大変お世話になりました。ビーズログ文庫アリスでもばりばり活躍なさってください。新担当編集のＵ様、迷走しがちな乙川の舵かじ取とりをしていただいてありがとうございました＆すいませんでした。全部事故が悪いのです（責任転てん嫁か）。

　本作の出版に関わったすべての方々にも感謝します。

　何より読者の皆様には心から御礼申し上げます。ありがとうございました。





乙川　れい










著者

乙川れい

Rei Otsukawa




おひさしぶりの新作です。

修道女未満な令嬢と人間不信こじらせ陛下の契約結婚コメディです。信心VS猜疑心の物語、どうぞよろしくお願いいたします。










イラスト

三浦ひらく

Hiraku Miura




外出先からスマホで家の中が見れるカメラを設置しました。出先でスマホから自宅の猫を見ながらニヤニヤしています。

（無駄な外出が増えました…）
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